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プロローグ








　何もない真っ白い世界が延々と続く風景。

　その中でただ一つだけある豪華なテーブルを数人が囲むように座っていた。

　創造神ゼノムを筆頭に神々が左右に三人ずつ並び、対面には黒髪の青年、そして一人の少年が座っている。

「────ということです」

　アーロンの欠片との戦いを振り返りながら、カインは神々に説明をしていく。

　超級魔法すら効かない相手との激しい戦いにおいて、初めて帝級魔法まで使用したことを淡々と話す。

　カインの説明を聞いている神々は、それぞれが苦々しい表情をする。

　説明を終えると少しの沈黙が続き、カインの隣に座っている青年、ファビニールの創造神ユウヤが口を開いた。

「アーロン……欠片でもそんな状態になるのか。他にもいくつかの欠片は分けて封印はしたつもりだったが。見直しをする必要があるかもな」

　ユウヤが両腕を組み、目を瞑つむり考え始めたことで、ゼノムが言葉を続ける。

「──アーロンか……儂たちはお主の戦いを見ていたが、ただ眺めているだけで世界に直接手を出すことは出来ん。カイン、お主に任せるしかないのだ。アーロンは元遊ゆう戯ぎの神とはいえ、この世界〝ビルデニーナ〟に仇をなすとするなら排除しなければならない。悪いがカイン……お主に頼んだぞ」

　ゼノムが頭を下げると、それに合わせて他の神々も頭を下げた。

「?!　そんな……頭を上げてください。僕で出来る範囲ですが、やれることはやっていこうかと思っています」

　カインの言葉で神々が頭を上げる。

　神々のカインを見つめる目は、我が子のように優しい目をしていた。

「──そろそろ時間だな。カイン、頼んだぞ」

「何かあれば俺の屋敷に訪ねてこい」

「はい、わかりました。その時はよろしくお願いします」

　その言葉を最後にカインの視界は真っ白に染まっていく。

　気が付くといつものように教会で祈りを捧げているポーズをとっている。

　立ち上がったカインは、シスターにお礼を言い教会を出て、王都の街を歩きながら考える。

「ドリントル、どんな街なんだろう……ダンジョンや魔物が出る森があるっていうし、楽しみだな……」

　子爵に陞しょう爵しゃくされ自分が治めることになった街に期待をしながら、屋敷へと歩みを始めた。












１　ドリントルの歓迎会








　週末を迎え、学園も休みに入ったのでドリントルの街へ冒険者として視察に行くことにした。

　ドリントルの街近くまで飛翔フライの魔法で空高くから一気に飛んでいく。

　ドリントルの街は王都から馬車で二日の距離にある。

　王都に近く、尚且つ、王家直轄領になっていることが理由でこの街が選ばれた。

　──それだけが理由ではなかったが。

　マグナ宰相からの説明を思い出しながら空を飛んでいくと、一時間で街が見えてきた。

　百メートル位の高さを維持しながら飛んでいると、王都との間ということもあり荷馬車の行き来は多いように見受けられた。

　やはり説明の通り、ドリントルの街から少し東に向かったところには、森が一面に広がっていた。

　魔物が多く棲んでいる森があるから冒険者が多く、素材が十分にとれるということだろう。

　一度、街の上空から街並みを眺めるが、人も多く見受けられる。東門から森へ向かう冒険者達、西門から王都へと向かうための荷馬車など多岐にわたる。

　そのまま街まで飛んで入るわけにもいかず、人目のない場所で降り立ったカインは、なに食わぬ顔で街道に合流し、門に向かって歩いて行く。

　街を囲む外壁は、三メートル位の高さまで石が積みあげられており、門は東と西と南の三箇所に設けられている。西は王都へ、東は魔物が棲みつく森へ、南は他の街へと繋がっている。

　魔物が多く棲む森は、数十年に一度の単位で魔物の氾はん濫らんが起こることがあると、書物に書いてあったのを読んだことがあった。

　実際にグラシア領に関しても、氾濫対策として高さ五メートルの街壁で街を取り囲んでいた。

　そして氾濫も実際に起きたばかりであった。理由はアーロンであったが……。

　入口の門には衛兵が立ち、街に入る商人たちの検問をしている。

「ほら、次だ、荷の中身はなんだ？」

「穀物と、塩になります」

　衛兵が荷物の確認を終わらせたあとに、書類にサインしていく。

「よし、入っていいぞ」

　荷馬車を眺めていると、次々と運び込まれるものは主に食材や、武器や防具などだった。そして街から出て行く荷馬車には、魔物の素材と思われるものが多数見受けられる。

　そしてカインの番となった。

「おし、次だ。なんだ、冒険者の坊主か？　荷物は何も持ってないのか？　子供ではここはきついぞ。ギルドカードだけ提示してくれ。それで入っていい」

　カインは衛兵にギルドカードを手渡した。

　金色ゴールドに光り輝くギルドカードに衛兵は目を見開く。

「こ、これはＡランクの冒険者でしたか、申し訳ありません。どうぞお入りください」

　何も検査もなしで通してくれたことに、少し疑問を感じながらも衛兵に質問をする。

「あ、冒険者ギルドはどこにあるんですか」

「この街は初めてでしたか。ギルドならこの道をまっすぐ進んでもらえばわかると思います。大通りの十字路地がありますので。あの……ここのギルドは……気をつけてください」

「ありがとうございます！　……きっと大丈夫ですよ」

　丁寧に答える衛兵にお礼を言い門を潜っていく。街はまっすぐに道が伸びていた。地面は王都のように石畳ではなく土の状態となっているが、馬車がすれ違っても問題ないくらいの広さは確保されていた。

　道の両側には商店が立ち並んでおり、宿屋もあちこちに見受けられる。

　それなりに人通りもあり、お店も繁盛しているようだった。

「思ったよりも普通だったな、マグナ宰相の言葉だともっと荒れているのかと思ってたよ」

　カインは左右の商店を見渡しながら、街の中を進んでいく。

　中央の十字路付近には、他の建物とは大きさがまったく違う冒険者ギルドの建物が建っていた。グラシア領よりも大きく、王都のギルドと遜そん色しょくないほどの規模にカインは思わず見上げてしまう。

「ここのギルドって王都並みに大きいんじゃないかな……。人口は王都の百分の一程度しかいないのに、ギルドの大きさだけは一緒とか……。こんな街の中央にあったら魔物を運ぶのも迷惑になりそうだよな」

　カインは少し呆れながらギルドの中に入っていく。

　ギルドのホールは王都と同じ造りで、右側に依頼ボードがあり、正面には受付が並び、左側は待合所と酒場となっていた。

　ギルド内は冒険者で賑わっており、数人が依頼ボードを眺めながら依頼を探していた。酒場でも十人を超える冒険者たちがジョッキを傾け話に花を咲かせている。十ほどある受付の中から誰もいない受付嬢のところにカインは向かった。

　他の受付嬢は二、三人並んでいるのに、その受付嬢のところには誰一人並んでいない。その理由を目の前に立ってみてカインは実感する。

　受付嬢は二十代の人間族であまり愛想が良くない。まだ幼く見えるカインを見て顔をしかめる。

「ん？　なんだい？　私のところに来るなんて登録かい？　坊主、たしかにギルドは十二歳で登録できるけどな、もうちょっと田舎で鍛えてきたらどうだ？」

「いえいえ、もうすでに登録はしてます。この先、この街に頻ひん繁ぱんに訪れることになりそうなので挨拶だけしておこうかと……」

　カインの相手などするつもりもなかったが、ふと思い出したように受付嬢はにやりと笑う。

「そっかそっか、ここは中級シルバークラスが多いからな、坊主アイアン位クラスは気をつけて生活しろよ。私はベティって名前だ。坊主、名前は？」

「カインです。よろしくお願いしますね」

「うっし、カインか、わかった。オーーイ!!　誰か歓迎会してやってくれ!!」

　受付嬢のベティがホールに向かって声をあげた。

　その声に依頼を見ていた冒険者たちや、酒場で飲んでいる冒険者たちの視線がカインに集まる。

「お、新人の洗礼か……。久々に見るな」

「あいつ、かわいそうに……」

　遠目からカインのことを可哀想な目で見る冒険者たちがいた。

「俺らが相手してやるよ。坊主、行くぞっ!!」

　声を上げて出てきたのは、少し柄が悪く見える五人組のパーティーだった。

「えっ!?　何するんですか!?」

　さすがのカインも事態を飲み込めず驚きをあらわにする。

「もちろん歓迎の模擬戦リンチだよ。ここでの挨拶だ」

　受付嬢のベティがタバコに火を付けながらカウンターから出てきた。

　カインの周囲を五人組のパーティーが囲み、カインの両脇に手を入れ持ち上げた。

「それじゃ、訓練場に行こうか」

　受付嬢のベティを筆頭に冒険者たちが後をついてくる。

「お！　久々に見るな。俺たちも見に行こうぜ！」

　酒場で飲んでいる冒険者たちも、自分のジョッキを持ちながら訓練場へ続々と移動していく。

　ギルドのホールから奥の扉を抜けるとそこは、数十メートルの円型の訓練場となっており、なぜか観客席が周りを囲んでいた。まさに闘とう技ぎ場じょうというのが正解であろうか。

　野次馬の冒険者たちは酒を片手に観客席に移動している。

「おっし、あの坊主がどれくらい持つか賭けようぜ！」

「二分で気を失うに銀貨一枚だっ！」

「俺は一分だな！」

「俺は大穴で五分持つ！」

　カインの模擬戦をネタに冒険者たちの間で賭け事が始まっている。

　カインは訓練場の真ん中で下ろされた。五人の冒険者たちは反対側に行き、刃の潰れた模も擬ぎ剣けんを構えている。

　カインにも一本の模擬剣が渡された。

「おっし、用意できたな。あたしが審判をやるよ。あたしが止めたら終わりだ。それまでは何があろうが続けてもらうよ。倒れていようが気を失っていようがね……」

　ベティが咥えタバコをしながらにやりと笑い合図をする。

「はじめっ！」

　冒険者たちは、ニヤニヤと汚い笑みを浮かべながら、ゆっくりとカインを囲むように移動する。

「──普段からこんなことをしてるんだ……。これは改善しないとダメですね」

　カインは大きくため息をついた。

「あ、ベティさん、ここの訓練場は壊れたら、誰が直すんですか」

　剣を構えている冒険者たちを気にすることもなく、カインはベティに話しかける。

「もちろん、ここの建物はギルドのもんだから、ギルドで直すに決まってるだろ。わざと破損させたら本人から取り立てるけどな」

「言質は取りましたよ？」

　カインはベティの回答に安心し黒い笑みを浮かべた。

「おいおい、坊ちゃんよ。そんな余裕かましてていいのかい？」

　気持ち悪い笑顔を向けてくる冒険者たちに対して、可愛い笑顔をつくってカインは話し始めた。

「あ、皆さん、死なないでくださいね？　もちろん観客席の皆さんも」

『火弾ファイアーバレット』

　突き出したカインの手の前には、五発の青白く燃え盛ったまま回転する火の弾が浮かんでいた。まるでご主人様の合図を待つように。

「チッ。魔法使いかよ。みんな散れ」

　囲んでいた冒険者がバラバラに散ってカインから距離をとる。

「行きますね。当たらないようにっ！　よっと」

　青白く燃え上がった火の弾が、冒険者の方向へ飛んでいく。わざとゆっくりと飛ばしたことで冒険者たちは皆、魔法を躱していた。

　そして避けられた火弾の三つはそのまま観客席側の壁へ。二つは足元へと。




　ドガァーーーーーーーン！　ドガァーーーーーーン！　ドドドガァーーーン！

　ボゴォーーーーン！　ドォーーーン！




　火弾は三箇所の壁にぶつかり、そのまま観客席ごと吹き飛ばした。

　外壁があった場所は、瓦が礫れきの山になっており、街並みがそのまま見える。

　火弾が足元に落ちた場所には、直径三メートルくらいのクレーターが出来ていた。

　威力を落としたことにより、街には影響がなかったようだ。




「「「「「「…………」」」」」」




　魔法を躱した冒険者や、観客席にいた冒険者たちは、訓練場と観客席を隔てる壁があったと思われる壊れた瓦礫の山を見つめた。

　そしてもし自分たちに、当たったらどうなるかを一瞬で悟り顔を青ざめさせる。

「良かった。皆さんちゃんと避けてくれましたね。当たったらあの壁のようになりますから！　では、次、行きますよ」

　カインはそう言って、同じ火の弾を十発に増やして出現させた。

　その瞬間、観客席にいた野や次じ馬うま冒険者たちは、我先にと一斉に逃げ出した。

「なんだあれっ！！！　あんなのこっちに向かってきたらどうにもならねーよっ!!」

「賭けなんてやってられるか！　早く逃げろ！！！」

　持っていた酒のジョッキを放り投げて、観客席にいた冒険者たちは次々と逃げていく。

　模擬戦リンチをしようとしていた冒険者たちは、顔を真っ青にしているが、出入り口の前にはカインが立っているため逃げられる状態ではない。

「なによこれ……」

　咥えていたタバコをそのまま落とし、呆然としているベティは一言だけ呟いた。

　あまりの惨状に震えていた冒険者たちは、その場で五人とも土下座をした。

「「「「「すみませんでしたぁぁぁぁ!!　オレたちの負けです」」」」」

　カインはそれを見て、さらに火弾を増やしていく。その浮かんでいる火弾の数が二十になったときには、五人は失禁してガクガクと震えていた。

「いやー。審判が止めるまでは終わってないからね」

　そう言ってカインはニコニコと話しかける。

「ここの空気は悪いから、少し入れ替えをしないといけないね」

　浮かしている火弾のうち、十発を冒険者たちのすぐ横を通りぬけるように観客席側の壁に向かって飛ばした。




　ドドガァーーーーーーーン！　ドガアァーーーーーーン！　ドドドガァーーーン！




　さらに訓練場が壊れていく。砂煙が舞い上がり次第に晴れてくると、もうすでに観客席は原形を留めていない状態になっていた。

　もう必要のなくなった残りの火弾は、魔力を拡散し消した。

「──なによこれ……お願い……もう……やめて……」

　ベティもその場で座りこんで、茫然としていた。

　──その時、訓練場の入口から二メートルを超えるスキンヘッドの大男が、勢いよく入ってきた。

「なにごとだっ!!　ってなんだこりゃ!?」

　スキンヘッドの大男が見た訓練場はクレーターがいくつも出来ていて、まともに機能しない状態となっていた。観客席があった場所の八割は、瓦礫が山のように飛び散っているだけだった。

　訓練場の真ん中では失禁しながら土下座している冒険者と、サブギルドマスターのベティが茫然としながら座り込んでいた。

　そして、訓練場に立っているのは、少年一人だけだった。

「お前！　何をしたんだっ!?　その前にお前──誰だ？」

　カインは入ってきた大男も同類だと思い眉間に皺しわを寄せる。

「あなたにお前呼ばわりされるのは心外ですね。あなたこそ誰ですか？　僕はただの十二歳の冒険者ですよ。そしてそこに座っている冒険者たちは、僕にリンチという名の模擬戦を挑んできた人たちです」

　カインはその大男に対しても、まったく引かずに話しかける。

「俺は、ここのギルマスをしてるリキセツだ。お前、何しでかしたかわかってるんだろうな？」

　リキセツは、自分の縄張りであるギルド内の施設を壊されたことに息巻いた。

「この街に近々来るから、挨拶をするためにギルドに来ただけなのに、数人で集まって模擬戦という名のリンチをしようとする始末。そこのギルド職員まで一緒になって。だから相手をしてあげただけですよ。貴方こそギルマスとして何をしてるんです？」

　まだ子供にしか見えないカインに文句を言われ、リキセツは額に青筋を立てていく。

「うるさいっ！　こんなことして、どうなるかわかっているのか？　新人ルーキーの小僧が随分舐めた口を利くんだな。この街の冒険者が、俺の一声でお前のことを──狙うぞ」

「──僕の命を狙う？　それをギルマスとして言っていいのですか……」

　その一言でカインは目を細め、殺気を全方向に向けて放つ。

　土下座している冒険者たちや、サブギルドマスターのベティも殺気を受けて真っ青だった顔が、真っ白に変わり、そのまま泡を吹いて気絶した。

　そして、普通とは別次元の殺気をあびたギルドマスターのリキセツも、膝をついて震えている。

　さすが元Ｓランク冒険者なだけあって気絶はしなかった。

「おま……あ、あなたは……いったい……」

「まぁ、また来ますよ。その時にはわかるかも。ここの修理代はギルドが持つと先ほどそこにいるベティさんが言ってましたからお願いしますね」

　カインは殺気を引っ込めて、震えるギルマスの横を通り過ぎて訓練場を後にする。

「な、なんなんだ……あのバケモノはいったい……」

　カインがいなくなり、緊張が解けたリキセツはその一言を呟くことしかできなかった。
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　訓練場を後にしてホールに戻ってきたカインのことを、冒険者たちは畏い怖ふの目で見つめた。

　観客席で見ていた冒険者たちは、ホールの隅で震えていた。戻ってきたカインの姿を見ると全員が下を向き視線を合わせない。

　何も見ていない他の職員たちは、先ほどの轟音と揺れで机の下に潜って震えていた。

　カインは手紙を渡すのを忘れたことに気がついたが、今の状態では渡すことはできないと思い、そのままギルドを後にした。

「ふぅ。少しやりすぎたかな……」

　そう呟いてから、領主邸へと向かった。




　領主邸の場所がわからなかったので、巡回をしている衛兵に聞いて、領主邸に向けて歩いていく。

　この国のほとんどの街では、領主邸と代官邸があり、領主が王都に向かったときは、代官が代わりに街を治めている。

　領主邸に向かう中、街並みを眺めながら歩いていくと、冒険者の街ということもあり、武器や防具、魔道具等色々な店があった。

　途中、美味しそうな匂いにつられて一軒の屋台に寄った。

「おじさん、いい匂いだねっ！　串焼き一本ちょうだい！」

　串焼きを焼いているおじさんは、子供の冒険者に見えるカインに気づき、笑顔で話しかける。

「お！　わかってくれるね、坊主。一本銅貨三枚だ。今、焼きたてをやるから、少し待ってろよ」

　串焼きをくるくると回しながら焼いたあと、再度タレにつけてまた焼き始めた。タレを再度付けたことで周囲に食欲を誘う匂いが漂い、思わずカインも喉を鳴らす。

「ほらよ、焼きたてはうまいぞ」

　カインは焼きたての串焼きをもらい、銅貨を払う。

　そしてそのまま串焼きにかぶりつく。

「あちちっ。でも美味しい!!」

　子供の冒険者に見えるカインが、食べている姿を見て、屋台の親父も笑顔を浮かべる。

「そういえば、この街ってどうなの？　今日来たばっかりなんだ」

「なんだ、今日来たばかりなのか？　この街は冒険者が多いからな。冒険者が狩ってくる魔物の素材を加工した物を売る店が多いかな。この肉も、冒険者たちが狩ってきた、オークの肉の串焼きだぞ」

「そうなんだ。オークの肉も美味しいね。このタレがよく染み込んでるよ。さっきもギルドに顔を出したら絡まれたし、あんまり治安がいいとは思えないからさ」

「この街の領主は代々、ギルドの圧力で逃げていっちまうからな。それだけ冒険者が多いしな、代官が治めているけど──最低限のことしかしない。ギルドマスターは陽気な人だからいいんだが、裏で動いているのは──サブギルドマスターって話だ。気をつけるといいぞ。あ、俺から聞いたなんて絶対に言うなよ」

「ふーん。サブギルドマスターね！　気をつけるようにするよ。おじさんありがとう！」

「また買いに来いよっ！」

　カインは屋台の親父に手を振って、領主邸に向かって歩いていく。

　領主邸は中央広場から北に五分ほど歩いた場所にあった。

　領主邸の門には、衛兵が二人警備をしていた。領主邸の門に近づくと衛兵が話しかけてきた。

「冒険者のようだが、ここは領主邸だ。代官様しかおられない。何もなければ立ち去るが良い」

「今日、代官殿はいますかね、この度、この街の領主となったカイン・フォン・シルフォード・ドリントル子爵が来たと伝えて下さい」

　カインはアイテムボックスから出しておいた、就任証明書を出し衛兵に渡した。

「こ、これは領主様でしたか、すみません、すぐにエライブ様にお伝えしてきます」

　衛兵の一人は、カインに就任証明書を返し、代官を呼びに代官邸に入っていく。

　カインはもう一人の衛兵に、領主邸のホールまで案内された。

　すぐに隣の代官邸からは、先ほどの衛兵と、もう一人の文官に見える代官らしき人がカインに向かってきた。

「これはこれは、シルフォード子爵様、お待たせして申し訳ありません。この街の代官をしておりますエライブと申します。王城より通達は来ております。それにしても早い到着で驚きました。事前に連絡をいただいていましたらお迎えに上がったのですが……。まずは、中でお寛ぎください」

　エライブは四十代で、少し小太りな人間族だ。頭は少し薄く、口ヒゲを生やしている。貴族ではなく平民から代官になった公務員みたいなものだ。

　ドリントルの代官であるエライブに案内され、領主邸の応接室に入る。ソファーに座り対面にエライブが座った。

「いきなり来てすみません。冒険者としても登録しているので、この街が王都で聞いた通りなのか、確かめにきました。門でも冒険者として入っていますので」

　カインは冒険者の格好をしていた。他の人が見れば、登録したばかりの新人冒険者に見える。まさか領主と思う人はいなかった。

「この街のことについては、聞いているとは思いますが、代官として申し訳なく思っております。ギルドの冒険者たちの人数は千人を超えており、ギルドマスターを筆頭に行政の言うことを聞くことはありません。ギルドから税収を収められていますが、本来納められる額の数分の一だと思われます。主税はここの領民たちからの税収で運営しております。だから赤字運営となっており、直轄地ということで、今までは国からの補助金でなんとかしておりました」

　申し訳なさそうにエライブが答えた。他の街では、依頼者が冒険者ギルドに依頼する場合には、税金とギルド運営に関する手数料が引かれることが一般的だ。それにより、街に冒険者ギルドを配置するのを領主が許可しているのだ。千人以上の冒険者たちが税を納めていないということは、この街では大きな問題となっている。ギルドが行政とうまくいっていないことがよくわかった。

「ここに来る前に色々と見て回りましたが、街の住民は問題なく生活できているように思えましたが……」

　先ほどの串焼き屋といい、武器屋や防具屋、魔道具屋などは、それなりに繁盛しているように見えた。

「冒険者たちはあまり金を貯めないですからね。いつ死ぬかわからない命ですから、依頼料をもらったら街で消費してくれるのはありがたいのですが……。いつも酒場では揉め事が起きて、衛兵が駆けつけています」

「まずは、この街を普通の状態にしないといけませんね。明日までいますので、まずは冒険者ギルドと会談の場を設けましょう。新しく領主となったので、挨拶をしておく必要もありますし」

「それでは、明日、会談を行うために、領主邸まで来るように使いの者を出します。本日は、こちらにお泊まりになりますか？」

「いえ、急な訪問でしたし、今日は街の宿屋に泊まろうと思います。もう少し街の様子も見たいですし」

　カインとしては、もう少し街の様子を実際に自分の目で見て確かめたかった。

「それでは、明日の昼食後に領主邸まで来るよう手配をいたします。こちらで昼食のご用意はしておきますので、昼前までにお越しいただければありがたいです」

　エライブは終始申し訳なさそうに答える。あのギルドでは仕方ないかとカインは思った。

「あ、カイン様、街中を散策するとのことですが、南門付近から東側の裏に入っていくと、スラム街がありますので、そこはご注意ください。なるべくそちらには近づかないように……」

　スラム街があることにカインは驚いた。

「この人数の街で、スラム街があるのですか……」

「はい、冒険者崩れであったり、亡くなった冒険者たちの子供などが集まってしまって……細かいことは、私もわかっておりません」

「わかりました、そちらには近づかないように気をつけます。ではまた明日きますね」

　カインはエライブに返事をし、領主邸を出て、西門の方へ歩きだす。色々な店を覗きながら歩いて行った。昼食時間には少し早かったが、カインは美味しそうな匂いを出している店に入ってみた。

「はいっ！　いらっしゃい！　お泊まりですか？　それともしょくじ？」

　迎えてくれたのは、まだ十歳にも満たない猫耳の女の子だった。

　ワンピースの上からエプロンをして、後ろにはユラユラと揺れている尻尾が見える。まだ、六，七歳くらいに見え、頭の上から猫耳が立っている。

　クリクリとした可愛い目で、カインを覗き込んでくる。

「とりあえず、飯かな？」

「わかりました。こちらへどうぞ」

　猫耳の子の案内でカウンター席に座る。厨房から匂ってくる、食欲を唆そそる匂いに、カインの意識を厨房に向けた。

「ひがわりでいいですか。今日はトロールのステーキです。ひがわりは銅貨九枚です。飲み物をつけると大銅貨一枚になるよ」

「うん。それでいいよ。あと果実ジュースもつけて」

「わかりましたー！」

　猫耳娘は笑顔で頷くと厨房のほうへ駆けていった。

「お父さん！　ひがわりひとつ！」

「はーい！」

　厨房の中から、父親らしき声が聞こえた。

　食事が来るまで、カインはこの街について考えてみた。

「冒険者ギルドは明日会うからいいだろ。あと、さっき聞いたスラムか……。孤児に関しては孤児院みたいなのを作ってなんとかするか。あとは冒険者ばかりだから、引退した冒険者への仕事の斡旋か……」

　色々と考えていると、いつの間にか食事が出てきた。

「おまたせしましたーー！」

　猫耳娘がプレートに食事を乗せて、持ってきた。

「ありがとう、手伝いしているのかい？　えらいね」

　その猫耳娘から、料理の入ったプレートを受け取った。

「うん！　今、お母さんが病気で寝込んでいるから、わたしが手伝いしてるのっ！」

「そっか……。治療院か教会にいってないのかい？」

　カインはその娘に聞くと、途端に、その猫耳娘が耳を倒してシュンとしてしまった。

「教会……。行かせたいけど、そんなお金ないし……」

　教会で回復魔法をかけてもらえることは知っていたが、お布施程度で問題ないとカインは思っていた。

「そっか……。回復魔法使えるから、治してあげようか」

　カインの一言で倒れていた猫耳はピンと立ち、目を大きく見開く。

「えっ!?　ほんと!?　お父さんに聞いてくる!!」

　猫耳娘は走って厨房に行ってしまった。

「とりあえず、食べるか……」

　出された食事に手をつける。トロールの肉は適度に脂身がのっていて、とても美味しかった。つけているタレがさっぱりとしてこの肉と合っている。一緒に出されたスープも、野菜の旨味が染み出ていて、とても美味しかった。

「うんっ！　美味しい！」

　食事をしていると、猫耳娘に連れられた父親らしき人が出てきた。

　父親も猫獣人らしく、頭の上に耳が生えていて、三十代に見受けられる。温和な顔をし、中肉中背でエプロンをしたままホールまで出てきた。

「ここの食事、美味しいですねっ！」

　カインは素直にそう言うと、猫耳父は嬉しそうな顔をして答えた。

「そう言ってくれると、料理をしている担当として、とてもありがたいです。それにしても娘に聞きましたが回復魔法を使えるということで……。お礼は教会ほどの金額は出せませんが、是非ともお願いします」

「わかりました。食べ終わったらやりましょう」

「ありがとうございます」

　猫耳父は必死に頭を下げてお礼を言い、厨房へ戻っていった。

　食事を済ませて、料金を払うと、そのまま奥の住居スペースにカインは案内された。

「それにしても、教会での治療はそんなに高いのですか？」

　カインは知らなかったので猫耳父に聞いてみると、その表情は次第に暗くなっていく。

「ここの街の教会では、ヒール一回で大銀貨一枚です。ハイヒールは金貨一枚になります」

　ヒール一回で日本円にすると十万円で、ハイヒールについては、一回百万円ということにカインは驚いた。

「たかっ！！！　王都でもそんなにしませんよ。さすがにそれはおかしい……」

　案内された先では、母親らしき人が布団に入って寝ていた。同じ猫獣人だが、顔色を見てもあまり良さそうに見えなかった。長い間、病床に伏していたようで、やせ細っている。猫耳娘は布団から出ていた母の手をギュっと握っている。

「妻のヒミカです。よろしくお願いします」

　猫耳父は申し訳なさそうな顔をしている。

　寝ている母親のすぐ横に座り、カインは手をかざした。

『ハイヒール』

　カインが魔法を唱えると、その瞬間に、寝ている母親は白い光に包まれていく。光が収まると、そこには先ほどまでと違って顔色が良くなった母親が寝ている。

　次第に母親の目がゆっくりと開いていく。

「んー。あれ？　今日は何か調子いいわね。あら、ダッシュ、エナクおはよう？」

　母親が布団から起き始めた。それを父親が焦って止めた。

「今、この冒険者さんに回復魔法をかけてもらったのだ。まだ病み上がりだから、無理をせずに寝ているといいぞ」

「あ、僕、名前を言ってなかったですね。カインっていいます。今日この街にきたばかりの冒険者です」

「カイン様、ですか……、私はここの〝猫の和み亭〟のオーナーをやっておりますダッシュと言います。妻のヒミカと娘のエナクです。カイン様ありがとうございました」

「カインお兄ちゃんありがとう!!」

　満面の笑みを浮かべるエナクに思わず手を伸ばして頭を撫でてしまった。

　エナクは嫌がりもせず気持ち良さそうに目を細めている。

　初めての猫耳を堪能することが出来たことで、カインの表情は緩んでいく。

「これくらいなら問題ありませんよ。それにしてもここの街の教会は、そんなに料金が高いのですね……」

「はい、二度ほどヒールはかけてもらったことがあるのですが、まったく治らなかったのです。さすがに金貨一枚のハイヒールまでかけてあげられるまでできなくて……。あ、先ほどかけていただいたハイヒールの代金はいかほど……。金貨までは払えませんが、できるだけお支払いいたします」

「そんなこと気にしなくていいですよ。美味しい食事をいただきましたし、こうしてエナクちゃんの笑顔も見ることができたしね」

　そう言いながらエナクの頭を撫で続ける。

「ゴロゴロゴロ……」

　エナクは喉を鳴らすように目を細めて、そのままカインの膝の上に乗ってしまった。

「こらこら、エナク、カイン様に迷惑だろ……」

　ダッシュは止めようとするが、カインがそれを止める。

「いいんです。僕も兄弟が兄と姉しかいない末っ子なので、こうしてもらえると、兄になった気分です」

　カインは笑顔をエナクに向けた。

「あ、そうだ、今日の宿はお決まりですか？　まだ決まっていなかったら、こちらにお泊まりください。妻に回復魔法もかけていただきましたし、それくらいさせてください」

　ダッシュはカインに頭を下げお願いする。

「まだ決まっていませんので、では、今日はお世話になります」

「やったー!!　カインお兄ちゃん今日泊まってくれるのっ!?」

　カインの膝の上に座っているエナクが、下からカインの顔を見上げて喜んでいた。

「では、今日の夕飯は気合い入れて作らせていただきますね！」
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　ダッシュもヒミカの様子を、伺いながら喜んでいた。

「まだ、時間があるので街を回ってみようと思います。夕飯までには戻ってきますね」

「はい！　カインお兄ちゃん行ってらっしゃい」

　カインは店を後にすると街の散策を始めた。

「この街には色々問題がありそうだよな……」

　カインは空を見上げながら呟いた。




　日中、商店などを歩いて回った。そして一度路地裏に入ってから飛翔フライで飛び上がる。ある程度の高さを維持しながら空から街を見て回った。この世界では空を見上げることも少ないので、空を飛んでいても誰も気づかないのだ。外壁周りを一周しながら確認していく。元々、街を囲んでいる外壁の関係で、これ以上、住民を増やすことが不可能な状態だった。

「今の街の大きさでは、これ以上住民を増やすのは無理だな……。外壁、作り直すかな……」

　カインは新しい街づくりを頭に思い浮かべながら、路地裏に着地し、宿に戻っていく。

「いらっしゃい！　あ、カインお兄ちゃんお帰りなさい！　お父さん、カインお兄ちゃん帰ってきたよ～」

　扉を開けると、エナクが笑顔で迎えてくれた。

「ただいま、まだ夕飯までには早いから部屋で着替えてくるよ」

「今日は、とくべつの部屋用意しておいたからねっ！　３０１号室だよ。ご飯できたらよびにいくね！」

　そう言って、エナクから鍵を受け取る。この宿は一階に受付と食堂があり、二階、三階が宿となっている。三階まで階段を上がり、突き当たりの部屋が一号室となっていた。鍵を開けて部屋の中に入ると、想像以上に広かった。ダブルベッドが二つ置いてある他、ソファーなどが配置されており、一般では泊まれないのではないかと思うほど豪華だった。

　革鎧や防具などを脱ぎ清潔除菌クリーンの魔法をかけてからアイテムボックスにしまい、普段着ている服に着替えた。

　ソファーに横になり、これからどうするかなと考えていたら、扉がノックがされた。

「カインお兄ちゃん！　ご飯のじゅんびができたよ」

　エナクが食事の準備が出来たことを告げに来た。

「うん、今出て行くよ」

　カインはソファーから身を起こし、扉を開けた。

「…………」

　エナクがカインを黙って見つめ──そして頬を少し染めた。

「エナクちゃんどうしたの？」

　カインは首を傾げてエナクを見つめるが、ますます頬が赤くなっていく。

「な、なんかカインお兄ちゃんきぞくさまみたい。かっこう良くて……早く降りてきてね！」

　そう一言だけ残して、先に駆けて戻ってしまった。

「あ、この格好だからか。貴族の私服なんてこんなもんだから、気にしてなかったな」

　カインが着ているのは、貴族の平服である。それは一般市民が着るのとはまったく違い、見た目から高級な生地を使って、仕立てられているものだった。

　他の服も、同じようなものだったので、そのまま階段を下りて食堂に向かう。

　食堂に向かうと、その格好にダッシュも驚いていた。そして先ほどまで寝ていたヒミカもいた。

　ヒミカはカインに気づくと、立ち上がって一礼した。

「カイン様、回復魔法をかけていただきありがとうございます。今までが嘘のようにすっかり良くなりました。寝込んでいた時にダッシュとエナクの二人には迷惑をかけてしまったので、これから頑張ります。今日の食事はダッシュが精魂込めてつくらせていただきましたので、お楽しみくださいね」

　ヒミカはお礼を言ったあとに、また厨房の手伝いに入っていった。

　厨房からは、相変わらずいい匂いが立ち込めてくる。

「んー。美味しそうな匂いだな」

　周りを見渡すと、四人組のパーティーと思われる冒険者たちと、仕事帰りの職人たちがいた。

　冒険者らしき集団も、厨房からの匂いにつられながら酒を飲んでいた。

「それにしても、今日すごい状態だったな。ギルドに向かったら訓練場は大破だろ？」

「あれはひどかったな。恒例の新人いびりをしようとしてああなったと聞いたぞ……」

「サブマスも担架で運び出されてたしな、何があったんだろ……」

「あの運び出されていた冒険者たちもＣランクだろ、またギルドが大荒れになりそうだな」

　あまり聞きたくない会話を聞きながら、カインは先に出された果実ジュースを飲んでいた。

「カインお兄ちゃんおまたせっ！」

　エナクが食事をのせたプレートを持ってきてくれた。

「今日は、オークシチューだよっ！　いっぱい煮込んであるから美味しいよ」

「エナクちゃんありがとう」

　プレートを受け取り、中身を見る。ぐつぐつと煮込まれたオークのホワイトシチューだった。パンが二つついており、あとサラダもついている。

「美味しそうだな、いただきます」

　カインは手を合わせてから、スプーンでシチューを掬って口へ運ぶ。口の中に肉の染み込んだ優しい味が広がってくる。

「うんっ！　とっても美味しいよ」

　カインは横で待っているエナクに笑顔を向ける。

「お父さんもよろこぶよ！　いっぱい食べてね」

　そう言ってまた他の客のオーダーを聞きに駆けていく。

　食事を済ませたあとは、厨房にいる二人にお礼を伝え部屋に戻りのんびりした。
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　ドリントルのスラム街にある屋敷の一室。

　部屋にはテーブルと四脚の椅子だけが置かれている。

　テーブルの中央に置かれたランプの灯りだけが、部屋の中を薄暗く照らしていた。

　その薄暗い部屋で、今、丸いテーブルを囲んでいる四人の男女がいる。

「まさか領主がまた派遣されてくるとはな……」

「今までと同じですぐに逃げて帰るだろ。今度は子供だっていうし」

「わたしなんてそれどころじゃないわよ。今日、大変だったんだから」

　座っている三人が話している。それを黙って聞いていた男が止めた。

「まぁみんな待て、今度の領主は冒険者でもあると聞いている。問題があれば依頼をしてもらっている間に森で魔物の餌になってもらえばいいさ……」

　一番上座に座っている男が、話し始めた。

　それに三人が頷く。

「ただ、いつでも動かせるようにリック、闇ギルドのほうはまかせたぞ。ベティもいざとなったら……な」

「わかった。こっちは任せておけ。いつでも闇ギルドは動かせるようにしておく」

　中央の男の問いかけに、黒いフードを被ったリックが頷く。

「今はゴタゴタしているけど、少ししたら落ち着くと思うわ」

　ベティは今日あったことを思い出しながらも頷いた。

「この街は今まで通り、この四人で治めていくのが一番いいのだ」

　上座に座っている男は、一言そう呟いた。
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　カインは豪華な特別室でゆっくりと寝ていると、扉がノックされた。

　すでに日は昇っており、外では人が動き始めていた。

「おはようっ！」

　ノックの後、エナクが勢いよく部屋に入ってきた。カインはまだ寝ぼけながらベッドから身体を起こした。

「エナクちゃんおはよう……」

　カインは眠い目をこすりながら、ベッドから這い出る。

「もう朝ご飯できてるから降りてきてね！」

　エナクはそれだけ言って部屋を出て行った。

「エナクちゃんは朝から元気がいいな」

　カインはそう呟きながら着替えをしていく。今日は領主邸に行かないといけないのでとりあえず平服に着替えた。

　下の食堂に降りていくと、ヒミカも元気になったようで、すでに働いていた。

「おはようございます。もう具合平気ですか？」

　カインが声を掛けると、一度作業をやめて満面の笑みを返す。

「もうすっかり良くなりました。本当にありがとうございます」

「それならよかった。また何かあれば回復魔法かけますので」

「そこまで甘えるわけにはいきません。もう食事をお出ししますのでこちらへどうぞ」

　ヒミカさんに案内され、夕飯を食べたカウンターに座る。

　朝食はすぐに出された。メニューはベーコンとスクランブルエッグ、あとはスープとパンだ。お腹が減っていたこともあり、すぐに平らげてしまった。

「ごちそうさまでした。今日することを終わらせたらまた王都に戻ってしまうので、近々また来るようにしますね」

　カインは食事を済ませたあとに、ヒミカにそう伝えた。

「そうですか……。エナクも懐いてたようですし、寂しくなりますね。ぜひまたお越し下さい」

　ヒミカの声を聞いたのか、厨房からもダッシュが出てきた。

「カイン様、世話になりましたな。またドリントルの街へ来たときは、是非、食事だけでも寄ってくださいな」

「もちろんです。料理も美味しかったですし、また寄らせてもらいますね」

　そして、厨房の隅からエナクが覗いている。

　少し泣きそうな顔をしていた。

「エナクちゃん、こっちおいで」

　カインは優しい声でエナクを手招きする。

「カインお兄ちゃんまたきてねっ！　この街に来た時はぜったいだよっ」

　エナクはカインに抱きついて頭を擦り付ける。カインはそのままエナクの頭を撫でた。

「もちろんだよ。この街に来た時は必ず食事しにくるよ。ちゃんとお母さんのお手伝いするんだよ」

「うん！　ちゃんとお手伝いするね」

　カインは三人に見送られながら、宿を後にした。そして、これからの打ち合わせのために領主邸に向かった。

　領主邸の門には、昨日いた衛兵がいたことで、すぐに執務室まで通された。

「カイン様おはようございます」

　代官であるエライブが挨拶をしてきた。

「まだお時間がありますので、貴族服にお着替えになりますか？」

「そうだね、最初だし、正装しておくよ」

　カインは執務室に入りアイテムボックスより、貴族服を取りだし着替えた。

　鏡で自分の姿を確認する。まだ十二歳というあどけなさを自覚しながら執務室の椅子に座る。

「この街をどう変えていくかな。ギルドもダメだし、教会も法外な料金をとってるし、スラムもあるし、問題点は山積みだよな……。その前にあの石を積んだだけの外壁もこれからの発展には邪魔だな。今日には王都に帰らないといけないし、また来週来るしかないか……」

　カインは、エライブから渡されたこの街の収支関係の書類に目を通していた。見事なまでの赤字運営で国から補助金が出ていたのがよくわかった。

　カインは前世で高校生であったことから、数字についてはこの世界の人たちよりも強かった。

　目を通していくと疑問点がいくつも出てきて、それを箇条書きにしてまとめていく。もちろん他の人にわからないように日本語で記していく。

　途中、昼食が用意され、エライブと二人で執務について話をした。

「この街は冒険者が多い関係で、なかなか税収が集まりません。宿や商店からの売上税のみで経営しておりますが、教会への補助金、冒険者ギルドへの委託金などで、どうしても赤字になってしまいます」

　エライブからの説明を受け、カインは箇条書きになっている書類を見ながら質問する。

「まずは、教会についてだけど、領民に聞いたら、王都よりも法外な料金を取ってるみたいなんだけど、お布施にしては高すぎる。王都の十倍近いんだけど、どうなってるのでしょう？　あまりにもひどいなら王都に説明をして新しい司祭を呼ぶように手配したほうが？」

「そ、それは……。あ、あまり教会で回復魔法を受ける人がいないので、どうしても高くなってしまうのです……」

　エライブは、額に汗をかきながら少し動揺したように説明をする。

「だから、そこが違っているんだよね。高いから来ないんだよ？　安くすればその分人数が増えてお布施も増えるはず。しかも補助金まで出しているんだよね？　補助金を出すなら教会の収支も確認していると思うんだけどどうなっているのかな？　もちろんこの領主宛に出しているよね」

　カインは、前世の一般的なことを考えながら質問を重ねていく。

「い、い、いや……今まで教会から収支を出してもらったことはありません……」

　エライブは段々顔を青ざめさせながら、質問に答えていく。

「なら、来週また来るから、その時までに出させておいてくれるかな？　出せないようなら補助金は打ち切ることでお願いしますね」

　カインはさらに追い打ちをかける。

「……はい……そのことを教会に伝えておきます……」

「あとは、スラム街もそうだね、仕事の斡旋をしていけば、スラムの人は減っていくよ。今まで冒険者に頼ってばかりの産業だから、ダメなんだと思うんだけど。今この街の外壁の中って余裕ないから外壁を広げる計画を立てるよ。それは僕のほうで考えておきます。広げたことによる空き地を使って街で産業を興すつもりなんで、それは後々説明していくつもりです」

「……カイン様は博識なのでございますね……とても十二歳とは思えないです……」

　エライブはカインの質問に対して、挙動不審になりながら額の汗を拭き答える。

「まぁ、今日はまずギルドだよね。もう少ししたら来るのかな？」

「はい、ギルドマスターのリキセツ殿とサブギルドマスターのベティ殿が来られる予定です」

（ベティって、あの態度の悪い受付嬢がサブギルドマスターなのか……）

　カインは、ベティがサブギルドマスターだったことを初めて知った。あのギルマスは脳筋ぽいけれど、サブマスはあの串焼き屋のおやじさんに聞いた通り、色々と裏でやっていそうだなと認識して、心の中に書き留めておく。

　食事が済み、エライブが一度席を外し、冒険者ギルドのギルマスとサブマスが来たら呼んでもらえるように伝えて、一人で執務室に入った。

　カインは自分で調べたいことを箇条書きし、アイテムボックスに仕舞っておく。

　午後を少し越えたあたりで、文官の一人が呼びに来た。

「カイン様、ギルドマスターのリキセツ殿とサブギルドマスターのベティ殿がお見えになりました。今はエライブ様が対応しております」

「わかった、今いくよ。応接のほうかな？」

「はい、今、応接室でお待ちしております」

　カインは、昨日ギルドでしたことを思い出し、どういう顔をするか楽しみで執務室を出た。

　エライブが先に応接室でギルドから来ていた二人と話している。

　そして扉の外までリキセツの大きな声が聞こえてくる。

「だから昨日、ギルドの訓練場が観客席含めて破壊されたんだ。それで忙しいのに新しく領主がきたから顔出せだと!?　そんな事してる暇ないんだよ!!」

　自分の昨日したことだとカインは自覚した。

　文官は部屋をノックし、扉を開きその横に立つ。カインは応接室へと入っていく

「シルフォード子爵が、お見えになりました」

　冒険者ギルドの代表である二人は、恭しく立ち上がることもなく、そのままソファーに座っている。




　しかしカインの顔を見た瞬間に、二人の顔は凍りついた。

　昨日、散々訓練場を破壊して、尚且つ、冒険者とサブマスを気絶させた相手が目の前にいるのだ。

　カインはそのまま対面のソファーに座る。

「やぁ、この街の領主をすることになった、カイン・フォン・シルフォード・ドリントルです。よろしくお願いしますね」

　カインは何事もなかったかのように普通に挨拶をする。

　一方でリキセツとベティの二人は口をあんぐりと開いたまま固まっていた。

　昨日散々ギルドを破壊した張本人が目の前に笑顔で座っているのだ。仕方ないことだろう。

　その様子を見たエライブが意味もわからず、ギルドの代表者たちと、カインの顔を見比べている。

　そして、ようやくギルドマスターのリキセツが動き始めた。

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと待ってくれ。あなたは鉄アイアンの冒険者ではないのか、いや、ないのですか？」

　リキセツも驚いていたようで、挙動不審になっている。昨日あれだけの殺気を受けたこともあり、声がうわずっている。ベティに関しては、昨日の新人冒険者だとわかった後は、顔を青ざめさせて震えていた。

「うん、冒険者で間違いないですよ？　ほら、ギルドカードも持っているし」

　カインは、懐から金色ゴールドに輝くギルドカードを出して、テーブルの上に置いた。

「え？　え？　Ａランク!?　ま、まさかそんな……」

　金色に輝くギルドカードを見て、ベティもさらに顔を青くさせる。

　もちろん、ただの子供の貴族だと思っていたエライブも目を見開き驚いていた。

「うん、王都でエディンさんからもらってるからね。鉄アイアンカードからすぐに金色ゴールドに変えられたんだよね」

「そ、そんなばかな……」

　リキセツも驚いている。そんな特例はいくら貴族といえどありえない対応なのだと知っているからだ。

「あ、そういえば王都のギルドマスターのエディンさんから、手紙を預かっているよ」

　カインは用意しておいた手紙を懐から出すとテーブルに置いた。

「グランドマスターから!?　は、拝見させていただきます……」

　リキセツは封蝋でギルド本部からの手紙と確認し、それを開封した。そして中に書いてある手紙を読み始めた。




『ドリントル支部ギルドマスターリキセツ殿。

　久しく会ってないけど元気にしているかな？　今回、その街の領主になったカイン子爵なんだけど、はっきり言ってバケモノだから。僕の妹のティファーナを知っているよね？　今、近衛騎士団長をやっている妹のこと。カイン子爵は妹より遥かに強いから。多分この国で誰も敵わないかもしれないから、言葉には十分気をつけてね。普通に接すれば大丈夫だと思うけど、怒らせたらギルドというか街まで全て破壊するかもしれないよ？　陛下も、国ごと滅ぼさないようにって本人に確認していたらしいから。本当に注意してね？　ちなみにカイン子爵の王都の邸宅には、五歳の頃に倒したSS級のレッドドラゴンの剥はく製せいが飾られているくらいだからね。次会うときに五体満足で会えることを期待してます。あ、ホントに危険だからね？　冗談じゃないよ？　王都ギルドマスター　エディン』




　読み終わったリキセツは震えていた。そして、横から覗いて一緒に読んでいたベティの表情は、真っ青から真っ白になっていた。

「エディンさんから渡されただけだから、何が書いてあるか知らないんだけど、って……二人とも顔色が悪いけど大丈夫ですか？」

　カインは手紙の中身を知らないから、笑顔で話しかける。

「もしよろしければ、その手紙を拝見させてもらってもよろしいでしょうか……」

　手紙を読んだ二人の表情が、あまりにもひどいので、エライブは気になった。

　リキセツは無言でそのまま手紙をエライブに渡した。

　そして、エライブは手紙を受け取り読み始めた。

　内容を読み進めるにつれ、エライブも顔が真っ青になっていった。しかも細かく震えている。

　エライブも表情を変えたことで、カインも何が書いてあるか気になった。

　エライブから、手紙を受け取り、書いてある内容を読んでみた。

　段々と、カインの手紙を持っている手がピクピクと震えていく。そして無言で手紙をテーブルに置いた。




「「「「…………」」」」




　全員が無言だった。その無言が数分続いた。

　いきなり、リキセツが立ち上がり、カインに向かって土下座をした。

　カインもエライブもいきなりの行動に驚いた。もちろん隣に座っているベティもだ。

「この度は、ギルドがご迷惑おかけして申し訳ございません。昨日のことは冒険者及びここにいるベティには責任はございません。わたしが全て責任をとります。だから、平にご容赦ください。わたしのことなら好きにしてもらって構いません。だからどうぞギルドの冒険者のことはお許しください」

　リキセツは頭を床につけ必死に謝りはじめた。

　カインは、リキセツの男気を感じて、笑顔を向ける。

「リキセツ殿、頭を上げてください。あなたの謝罪の気持ちは受け取りました。僕としても何もするつもりはありません。昨日、訓練場を壊してしまいましたしね……。まずはそちらに座ってください。このままでは話もできません」

　カインの言葉にリキセツは頷いて、ソファーに座り直す。

「このドリントルの街の状態を確認させてもらいました。ただ、今の状態はまずいので、この街の悪いところを直していくつもりです。税に関しても今までほとんど払っていない状態でした。徴収した税金より国からの補助金のほうが多い状態です。これからは収支を出してもらって、それに見合った税金を払ってもらいます。昨日訓練場を壊した分につきましては、僕の私財から少し補助金を出しましょう。全額とはいきませんが、それはそちらの責任もあるということで了承してください」

　カインは今後のことについて次々と説明をしていった。

「はい……わかりました。十二歳で領主様になるという意味がわかるような気がします……」

　リキセツが力なく頷く。

「僕は今日で、王都へ戻るのでまた来週来ます。その時にもう少し打ち合わせしましょう」

　カインの説明に対し、リキセツが疑問に思った。

「えっ。王都へはどうして戻るのですか？　ここから二日、往復四日ですよ？　それならドリントルにいたほうがよろしいのでは？」

「あ、僕はこれでも王立学園の一年生なのです。学園に行かないと文句を言われますので。言われる相手が相手なので行かないといけません」

「……そういえば、まだ十二歳なのですよね。話しているとつい忘れてしまいます。ドリントルについたときに、ご連絡いただければ領主邸にお伺いいたします」

「わかりました。それではこれからよろしくお願いしますね」

　カインは立ち上がり、右手をリキセツに出す。

　リキセツは自分より随分と小さな手を、大きな両手で包み込むように握手をした。

「はい、もちろんです。これからは気軽にギルドに遊びに来てください」

　リキセツは最後に頭を下げて、サブマスのベティと一緒に部屋を出て行った。

　ベティは何かを考えているようで、何も話さず終始無言だったが、カインは気にしなかった。

　そして残された部屋で、カインとエライブの二人だけになった。

「来週また来ますので、その時までよろしくお願いしますね。僕はそろそろ王都に帰ります」

「カイン様、承りました。馬車などの用意はどうしましょうか」

「あーー、それはいいよ。自分で来れるから。そこは気にしないで」

　カインは話を終わらせると、執務室に戻って冒険者の服装に着替えたあと、エライブや文官たちに挨拶をし、領主邸を出た。

「一応街の外まではこのまま出るかな……」

　そのまま『転移』を使ってもよかったが、門での出入りを衛兵が確認していると問題になる可能性もあったので、一度街から出ることにした。

　カインはこの前買った串焼き屋の親父のところで串焼きを買い、のんびりと王都側の西門へと向かった。外壁の門を抜け、道を少し歩いてから、道を外れ人目につかない場所に移動し転移魔法で一気に王都まで帰った。

　一瞬にして視界が変わっていく。

　先ほどまではドリントルを出た田舎道だったが、目の前に広がっているのは王都の雄大な街壁が視界に入ってくる。

　カインはのんびりと散歩気分で、王都への一般向けの入場門に並んだ。

　王都には、一般用の門と貴族用の門が設けられている。貴族の乗った馬車をスムーズに通すためだ。

　貴族の馬車もそれなりに出入りが多く、並んでいる間も馬車が出入りしていた。

　そして、一台の馬車がカインを通り過ぎたところで止まった。

　馬車には、見覚えがある紋章がついていた。忘れるはずもない、それはシルフォード家の紋章なのだから。

　護衛の馬に乗った騎士が二人、カインに向かって歩き始めた。

　冒険者の振りして入門しようかと思ったけれど無駄だった。

「カイン様、なぜ一般門に並んでおられるのですか、辺境伯様がこちらの馬車に乗るようにと」

　一緒に並んでいた冒険者の子供という認識だった周りの人は、貴族とわかったことによりカインから離れていく。その様子にため息をつき騎士に返事をした。

「父上の馬車だったのですね。……そちらに乗ります」

　一般向けの人の列から抜け出し、ガルムの馬車に向かった。

　先に馬車から下りて出迎えてくれたのはセバスだった。

「ご無沙汰しております。カイン様、お噂はグラシア領まで届いております。中でガルム様がお待ちになっておりますので、どうぞお乗りください」

「久しぶりだね、セバス。遠慮なく乗せてもらうよ」

　セバスに軽く挨拶をして、ガルムの馬車へ乗った。

「父上、ご無沙汰しております」

　目の前に座っているガルムに頭を下げ、カインは対面に座った。

「カインよ、久しぶりだな。まさかあのドリントルの領主とはな、陛下もやりよるわ。それにしても冒険者の格好してどこに行ってたんだ？」

　ガルムには転移魔法のことはすでに教えているので、そのままドリントル領に行っていたと説明した。最初にこの魔法を見せたときは、腰を抜かして驚いていたなと思い出しながら。

「あの街の冒険者ギルドは強いからな……ってカインにしたら大したことないか」

　ガルムは苦笑いしながら答えた。

「それより父上、内政ができる人を紹介してもらえませんかね。あそこの街は赤字運営なので、これから色々と変えていきたいと思っているので」

　世界事典ワールドディクショナリィを使えば、内政についても調べられるだろうが、学生と領主を兼務していることで、自身で内政に取り組めるほどの時間の余裕はなかった。

　カインはドリントルの現在の財政状況を、素直にガルムに説明した。グラシア辺境伯領にはいくつもの街があり、特にガルムの善政のおかげで、各街は栄えている印象だった。辺境伯領から人を出してもらえれば、カインとしてはありがたかった。

　ガルムは少し悩んでいたが、思いついたように手を叩いた。

「いるぞ、ちょうどいいのが」

「本当ですかっ!?　是非紹介してください」

「今、グラシア領にいるから呼び寄せておく。一ヶ月以内には、王都に来れるだろう」

「父上、ありがとうございます」

　内政ができる人が来ることが決まったことにより、カインは街づくりに思いを寄せながら馬車で家まで送ってもらった。

　シルフォード家の紋章で彩られたガルムの馬車で家まで送ってもらうと、衛兵にも緊張が走る。御者が衛兵に説明をし、そのまま敷地の中へと入り、屋敷の前まで送ってもらう。馬車から降りると、そのままガルムの馬車を見送り屋敷へと入る。

　扉を開け、中に入るとシルビアが待っていた。

「お帰りなさいませ、カイン様、今日帰ってくるのか心配でしたよ」

「学園行かないと、テレスとシルクから文句を言われるからね」

「たしかに心配されて、毎日いらっしゃいますからね」

　シルビアの答えにカインは苦笑し頷いた。

　部屋に入り、革鎧を脱ぎ平服に着替え、その日は屋敷で食事を済ませゆっくりと休んだ。
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　部屋に差し込む日の光を浴びて目が覚める。

「今日からまた学園か、頑張らないとな」

　食事を済ませいつものように学園に登校する。

　授業を受け、テレスやシルクと話をしながら日々が過ぎていく。

　そして週末を迎え二日間の休みとなった。学校から帰ってきてすぐに、冒険者の格好に着替え、旅装を整える。

「コラン、シルビア、またドリントルの街に行ってくるので家のこと、よろしくね」

　カインの言葉にコランとシルビアの二人が頷く。

「いってらっしゃいませ。そのうち私たちもまた連れて行ってくださいね！」

「家のことは、私たちで管理しておりますので安心してください」

　二人に挨拶をして、その場で『転移』を使った。

　二人だけには、転移魔法を使えることを、先週打ち明けたのだ。さすがにいちいち王都の門を出ていたのでは面倒なこともあり、屋敷から直接ドリントルに飛べることを知った二人は驚いていた。

　試しに、二人の肩に手を当てて『転移』を使ったら、問題なく使えたので、一瞬だけドリントルに連れて行ったのだ。一瞬で視界が変わったことに驚き、二日の距離を一瞬で転移したことに、さらに二人は驚いた。シルビアに関しては目を輝かせ、もっと色々なところに連れて行ってほしそうだったが、さすがに多用するのは断った。

　転移魔法に関しては、空間魔法の素養があり、尚且つ、相当な修行が必要とされており、伝説級の魔法となっているため、現在使用できる魔術師は確認できていない。

　視界は一瞬で変わり、ドリントルの街の入口近くに転移する。

「一週間ぶりだな。今週も色々と調べないといけないけど、もう夕方近いし明日からにするかな。夕飯はっと……エナクの顔でも見に行くか」

　門でギルドカードを提示しそのまま門を潜り、猫の和み亭へと向かった。

　宿の扉を開けて中に入っていくと、相変わらずエナクがホールを動き回っていた。

「いらっしゃーい、あっ！　カインお兄ちゃん！　いらっしゃい」

　エナクはカインに気づくと、お客さんにプレートを出したあとすぐにカインに近づく。

「カインお兄ちゃん久しぶり！　今日は、ご飯？　泊まり？」

　エナクのおしりから出ている尻尾が、ゆっくりと振られている。

「今日は泊まらせてもらうよ。夕飯もお願いね」

「はーい！　この前の部屋空いているからそこに泊まっていいよ。あれからお母さんも元気なんだ！　ハイ、３０１号室の鍵ね。本当はとくべつ室だから銀貨二枚だけど、空いてるからお代は大銅貨六枚でいいよっ」

　カインはその場で大銅貨を払い、鍵を受け取った。

「すぐに夕飯できるから、着替えたら降りてきてね」

　エナクはお代を金庫にしまうと、そのまま手伝いに戻っていった。

　夕暮れ時ということもあり忙しそうにしていたので、カインはそのまま階段を上り、前回泊まった部屋へと入った。荷物は全てアイテムボックスに入っているので、着替えるだけだ。平服に着替えた後、部屋を出て食堂に向かう。

「あ、カインお兄ちゃん、もう用意できてるよ！　お父さん、お母さん、カインお兄ちゃん来たよー？」

　エナクの呼びかけに、厨房から二人が出てきた。

「いやー、カイン様、また来てくれてありがとうございます。カイン様のおかげでヒミカもこのとおりすっかり良くなりました」

「カイン様、ありがとうございます。あれから具合も完全に良くなったので、こうしてお店の手伝いもできております」

　ダッシュとヒミカのお礼にカインは頬を緩める。

「ヒミカさんも具合が良くなってよかったですね。そのうち教会も少し良くなるといいんですが……」

　カインはまだ行っていない教会のことを考えながら返事をした。

「そういえば、先週、新しい領主様が就任されたと公布されました。今までの領主様では何も変わらなかったのですが、今回、少しは良くなるといいんだけどな……」

　ダッシュの話にカインは苦笑する。さすがにこの場で「領主です」とは言えるはずもない。

「そうですね……。きっと変わってくれると……いいですね……」

　カインは苦笑しそう答えるのが精一杯だった。

「今日は、いいミノタウロスの肉が入ったんですよ。なかなかＢランクの魔物の肉は手に入らないので、ステーキを焼きますね。口の中でトロけるほど美味い絶品ですよっ！」

　ダッシュはカインが泊まりにきたことで、「楽しみにしててください」と言い、意気揚々と厨房に戻っていった。

「あらあら、あなたったら……。カイン様、もう少しで出来ますから少し待っててくださいね」

　一言だけ言ってヒミカも厨房へ戻っていった。

　カインはカウンターに座り、先に出された果実ジュースを飲みながら店内を見渡す。

　エナクは冒険者の客が数人いることで、ホールを一生懸命回って飲み物を出している。

　その姿を遠目で見ながら、時間を過ごしていた。

「カイン様お待たせしました。ミノタウロスのステーキです」

　ダッシュが自ら持ってきた。カインの目の前に置かれたステーキは肉厚で、鉄板の皿からはジュウジュウと音がなり、食欲をそそるソースの匂いが漂っている。その匂いがカインの鼻をくすぐった。

「ありがとうございます。さっそくいただきますね」

　カインはナイフで一口サイズの大きさに切り分けて、フォークで刺し、肉汁が滴り落ちる肉を口に放り込む。噛めば噛むほど肉汁が湧き出て口の中が旨さでいっぱいになった。

「う、美味いっ!!」

　パンを肉汁のたっぷり入ったソースにつけて食べても格別だった。

　夢中で食べていると、また四人組の少し柄の悪い冒険者らしき客が入ってきた。

「おぅ、邪魔するぜっ」

　ずかずかと店に入ると、自分の思ったところのテーブルを囲んだ。

「おい、とりあえずエール四つもってこい」

　すでに冒険者たちはどこかで飲んできたのだろうか、少し酔っているようだった。

　エナクは「ハイッ」と返事をし、厨房にオーダーをする。

　そして両手に一つずつ、計二つのジョッキを持ってテーブルに運んでいた。

　二往復してようやくジョッキを置くことができたのだが、それでも酔った冒険者たちには遅かったと思われたようだった。

「おせーよ」

　そう言って、酔っ払い冒険者の一人が、エナクの後ろから蹴りをいれた。

「痛っ!!」

　まだ小さいエナクにとっては軽い蹴りとはいえ、勢いよく転がってしまう。

「ぎゃははは、このガキ、転んでるぜ」

「ガキだからどっかに引っかかっちゃったのかなぁ」

「「ぎゃはははは」」

　大笑いしている冒険者をよそに、フォークとナイフをテーブルに置き、カインは立ち上がった。

　冒険者たちの柄が悪かったから、エナクを気にしていた。

　カインはすぐにエナクの元へ向かった。

「エナクちゃん、大丈夫だったかい？　『ヒール』」

　カインは倒れているエナクを起こし回復魔法を唱えた。

　エナクはその瞬間に白い光に包まれた。

　光が収まると、エナクの痛みは消えていた。

「あれ？　カインお兄ちゃん、もう痛くないよ」

「うん、それならよかった。ちょっと用事ができたから待っていてね」

　カインはエナクを立ち上がらせ、蹴り飛ばした冒険者のほうに振り返り睨みつけた。

「お、ガキ同士仲良くやってるか！　こっち見てないで二人でママゴトでもしてろよ」

「「「ぎゃははははは」」」

　カインの視線に気づいた酔っている冒険者は、カインとエナクの二人の姿を見てさらにからかった。

「おまえ……エナクちゃんに向かって蹴りを入れたな……」

　カインは冷たい視線を向けながら話しかけた。

「おい、ガキ、俺たちはＢランクだ。口の利き方に気を付けろよ？　躾しつけすんぞ」

「「「ぎゃははははは」」」

　蹴りをいれた冒険者の一言で、他の仲間が大笑いしている。

　カインはその四人に向かって、ゆっくり歩いていくが、それに気づいたエナクが、カインの袖を引っ張り止めようとする。

「カインお兄ちゃんダメだよ。相手はＢクラスのぼうけんしゃだよ」

「大丈夫。こんな酔っ払いの雑魚ざこ冒険者より、僕のほうが強いから平気だよ」

　カインはエナクの方を向き、頭を撫でる。

　しかしカインのその一言で、酔っ払いの冒険者たちが殺気立つ。

　そして四人の冒険者が、ジョッキをテーブルに叩きつけ立ち上がる。

「ガキには教育が必要みたいだな……」

　四人の冒険者の表情は先ほどまでとは、まったく違っていた。

　カインはゆっくりと四人に向かって歩き始める。

　周りで飲んでいる他の客も、子供が上級冒険者に絡んでいくその様子に喉を鳴らす。

　そしていきなりカインが消えた。

「「「「えっ」」」」

　周りの客は、いきなりカインが消えたことに驚いた。

　その瞬間に、四人の冒険者たちは外に投げ出されていた。

「「「「「えぇぇぇぇっ！！！！！」」」」」

　カインは一瞬にして、風魔法を使い、入口の両開きの扉を風圧で開いた。

　そして、一人一人の手首を持ち、外に向かって順番に投げ飛ばしたのだ。

　あまりの速さに誰も目で追うことができず、他の人たちからは一瞬で、冒険者が外に投げ出されたようにしか見えなかった。

　いつの間にか外に投げ出された本人達が、一番驚いていた。

「この店で暴れたら迷惑がかかるでしょう。外に行ってお話しましょうね……」

　そしていきなり現れたカインは、外に投げ出した冒険者たちに向かって黒い笑みを浮かべた。

　周りから見たら、まだ幼さの抜けない少年の冒険者が、怒りに満ちた目をしているように見えた。

　カインはエナクが蹴り飛ばされたことにかなり怒っていた。

　まだ夕方の時間帯で、それなりに店の周りは人通りがあった。

　いきなり人が店の外に投げ出され道に転がり、そして子供が後を追って歩いてくる。

　冒険者たちとカインの五人を囲むように、野次馬の人だかりがすぐにできた。

　騒ぎをエナクから聞いたダッシュとヒミカも外に出てきた。

「このガキがっ！　もう容赦しねぇ！」

　エナクに蹴りを入れた一人が剣を抜いたことで、残りの三人も剣を抜いた。

「カイン様、危ないですっ!!」

　ダッシュが叫ぶ。

　そして、一人の冒険者がカインに上段から斬りかかった。

　カインは半歩避け、剣を躱すと、腹に一撃をいれた。

「グホッ」

　腹に一撃を入れられた冒険者は、そのまま数メートル飛んで、口から泡を噴いて気絶した。

　その様子に一瞬、唖然とするが、仲間たちは気を引き締め、視線をカインに向けた。

「──ガキがやりやがったな……お前は殺す……」

　次は三人同時に斬りかかってくる。カインにしてみればスローに見える剣さばきだ。

　一瞬で剣を避け、次々と一発ずつ入れていく。

　三人は三秒も持たずにその場で沈んでいった。

　気絶した四人を見下ろしながらカインは一言だけ呟いた。

「子供に暴力を振るうなんてとんでもない！」

「「「「「「…………」」」」」」

　その一言に周りにいたみんなは「お前がそれを言うのか」と突っ込みたかったが、誰一人として言える状態ではない。

　一瞬の出来事であったが、銀髪の少年は、それだけ強いということがわかっているからだ。

　誰一人として、カインに突っ込むことはしなかったが、それだけの人が集まれば通報も行く。

「なんだこの騒ぎはっ！！！」

　怒鳴り声を上げ、数人の衛兵が人をかき分けて入ってくると、剣を抜いた状態で倒れている四人と、その傍らに立っているカインを確認する。

「いったい何があったのだ」

　少し豪華な鎧を着た、衛兵の隊長らしき人がカインに問いかけた。

「酔っ払いの冒険者が、この店の女の子に後ろから蹴りを入れたんです。だからご退出してもらいました。剣を抜いて斬りかかってきたので、相手を……」

　カインは倒れて気絶している四人を指差し簡潔に答えた。

「──そうか、とりあえずお前も詰所に来てもらおうか」

　隊長の問いにカインは首を横に振る。

「──嫌です。まだミノタウロスのステーキが残っているので。もったいない……」

　その答えに、隊長も他の衛兵も、ダッシュもヒミカも周りにいた人たちも絶句した。

「ちょっ……。カインさま……」

　ダッシュは、衛兵の隊長にも関係なく断るカインの態度に驚いた。

「お前!?　何を言っている！　来ないなら強制的に連れて行くぞ」

　カインの予想外の返答で固まっていた隊長が、プルプルと身体を震わし怒り出した。

「連れて行くならそこの四人にしてください。酔っ払っているので反省を込めて、一晩詰所の牢屋で反省させてください。では、お勤めご苦労様です」

　カインは隊長に一礼し、そのまま店に戻ろうとする。

　周りの人たちは、その対応に唖然としている。

「お前、ふざけているのかっ!!　お前は何様だ!!」

　通り過ぎたカインの肩を激げき高こうした隊長が掴んで止める。

　カインは振り返り、肩を掴んだ手を振り払ったあとに逆に問いただす。

「悪いことしたのはあいつらでしょう。あいつらだけ詰所に連れていけば問題ないはずです。それに──僕が名前を言ったら、それこそ問題になりますので言いたくありません」

「お前は何言ってるんだ!?　お前ら!!　こいつも連行するぞ!!」

　隊長の言葉で、倒れている冒険者たちを運んでいた他の衛兵たちも集まってくる。

「お前も少し詰所で反省する必要があるようだな」

　衛兵隊長たち四人に囲まれたカインは、ため息をついた。

「あなたたちも職務ですから仕方ないと思います。名前を言ってもいいですが、小さな声でいいですか。周りに聞かれたくないので」

　隊長は、その言葉に頷く。よく見ればこの子供は平服でも上等なものを着ていた。もしかしたらどこかの貴族の子供かもしれないからだ。その場合は問題になる可能性もある。衛兵隊長たち四人はカインを囲むように集まった。

「──カインです。カイン・フォン・シルフォード・ドリントル子爵。ここの新しい領主です……」

　カインは四人にだけ聞こえるように、そっと呟いた。そして懐から、貴族の当主である証明の短剣を出し隊長に見せた。

　その瞬間、四人の衛兵たちは固まった。

　最悪でも貴族の子供か、籍を外れた親族かと思っていたら、貴族の当主だった。

　ましてや、この街の領主だ。先ほどまで領主に対して「お前」や「連行する」とか言っていたのだ。隊長にいたっては、肩を掴んで激高していた。貴族の息子なら適応されないが、目の前にいるのは子爵家当主でありこの街の領主だ。

　下手をすれば不敬罪で、そのまま切り捨てられても文句は言えないのだ。

　四人は無言で目を合わせて頷く。




「「「「申し訳ありませんでした、領主様」」」」

　四人の衛兵はその場で土下座した。




「「「「「「「「「「「「領主様!?」」」」」」」」」」」」」




　周りの人も衛兵たちの言葉に目を見開き驚愕の表情をする。

　平服を着た子供が、まさかこの街の新しい領主だとは、誰も思うはずもなかった。

　理解が出来た住民は次第に衛兵と同じように片膝をついて頭を下げていく。

　そしてカインの周りにいた数十人の住民は皆、膝をつき頭を下げた。

「…………」

　知られたくないために、小さな声で衛兵たちに伝えたのに、まさかそんな態度をとられるとは思わなかった。大きくため息をついたカインは天を見上げ、そして呟いた。

「だから言いたくなかったのに……」

　カインががっくりと肩を落としたところで、エナクが近くに寄っていく。

　エナクは貴族に対しての礼儀などは、まだ習っていなかった。

「カインお兄ちゃん、りょーしゅさまだったの？」

　エナクは目を輝かせながらカインを見上げている。

「……うん、本当はそうだったんだ……黙っててごめんね」

　領主だということがバレてしまったせいで、もうこの店にお忍びでくるのは難しくなったかなと思う。

「カインお兄ちゃんって強くて優しいりょーしゅさまなんだね。わたし、うれしい！」

　エナクは領主と言っても喜んでいる。

　ただ、ダッシュとヒミカの二人は衝撃的過ぎて未だに固まっている。

「カイン様が領主様……カイン様が領主様……」

　動揺しているダッシュはうわ言をただ繰り返している。

　周りにいた住民もいつまでも膝をついているので、カインが話しかけた。

「皆、突然ですまない。新しくこのドリントルの領主に就任したカイン・フォン・シルフォード・ドリントルだ。このような往来で騒ぎを起こすつもりはなかったが、迷惑をかけてすまない。皆、気にせず立ち上がってくれ。──君たちも構わないから立ってくれ。不敬などと罰するつもりはない」

　カインは土下座をしている衛兵たちにも声を掛ける。

　その言葉を聞いて、安心した衛兵たちは顔を上げる。

「ただ、こいつらは酔っ払ってたとはいえ、この子供に対して暴力を振るったんだ。一晩、詰所の牢屋で反省させてくれるかな？」

　カインはエナクの頭を撫でながら、衛兵に伝えた。

「わかりました。皆、領主様からの言葉だ、もう戻ってくれ。おい、こいつらを詰所に連れて行くぞ」

　衛兵隊長からの言葉もあり、たまたま居合わせた住民も、ただの子供にしか見えない新領主の登場に驚きや困惑を覗かせながらも、それぞれ帰路に就く。

　店から出てきた冒険者たちも、中に戻っていった。

　衛兵たちはカインに一礼をし、気絶した四人を運んでいった。

　そしてここに残ったのは、カインとダッシュ、ヒミカとエナクの四人となった。

「あ、ミノタウロスのステーキが冷めちゃう！」

　カインは食事の最中だったことを思い出した。まだあの美味しいステーキを、食べている最中だったことに。

　そのまま我先にと駆け足で店に戻ってしまった。エナクは「まってー」と言いながらカインの後を追いかけていく。

　ダッシュとヒミカは二人で目を合わせ頷きあう。

「今度の領主はいい人みたいだな」

「そうね、あなた」

　二人は笑顔で店に戻っていった。












２　権力者たちとの確執








　結局昨日は、少し冷めてしまったもののミノタウロスのステーキを、最後まで食べることができた。

　ダッシュが「すぐに作り直します！」と言ったが、少し冷めてしまっても味には満足だった。

　ダッシュとヒミカにお礼を言うと、逆に恐縮された態度をとられてしまう。

　領主ということがわかってしまっては、特別な気遣いをされてしまうが、冒険者としているときは、今まで通りに対応して欲しいとお願いして、なんとか落ち着いた。

　領民にもバレてしまったが、あの場にいた一部の人たちだけで、衛兵についても問題ないと思っている。

　いつもの豪華な部屋で泊まらせてもらったあと、猫の和み亭で朝食を食べながら、今日、何をするか考えていた。冒険者ギルドについては、先週ギルドマスター達と会うことが出来たので、次は教会だろう。あの他の街より割高な回復魔法を、なんとかしなくてはならないとカインは思っていた。

「ごちそうさまでした。朝食も美味しかったよ」

　カインは食事を済ませ、ホールで働くエナクに声をかけた。

「カインお兄ちゃん、また行っちゃうの？」

　エナクは、寂しそうな表情を浮かべながら聞いてきた。

「うん、今日と明日は、領主の仕事もしないといけないからね。また食事しにくるよ」

　カインは、エナクの頭を軽く撫でながら伝えた。エナクは気持ちよさそうな顔をしている。

　ダッシュとヒミカも厨房から出てきた。

「領主様、昨日はありがとうございました。お陰でエナクもケガをしなくて済みました」

　二人が頭を下げてお礼を言ってくるが、カインは今まで通りで良いと伝えた。

「そうは言っても……」

　ダッシュは苦笑いをしながらも頷いてくれた。

「また、美味しいものが用意できるようにしておきますね。良ければまた来てください」

　隣でヒミカがそう答えた。それにカインも頷く。

「また来週、泊まるか食事には来るようにしますね。エナクちゃんもまた今度ね」

　カインは三人に挨拶をしたあと、宿を出て領主邸に向かった。

　門ではカインの姿が見えた途端、衛兵の一人がエライブを呼びに向かい、一人は頭を下げた。

「お帰りなさいませ領主様」

「うん、ただいま」

　衛兵に手を上げながら、そのまま領主邸の執務室に入っていく。

　すぐにエライブが部屋に入ってきた。

「おまたせいたしました、シルフォード子爵様。本日は調べるものはありますでしょうか」

　エライブの質問に対しカインは頷く。

「まだすぐにではないけど、内政官が来ることになった。この街の状態を変えないといけないしね。僕の父親のグラシア領から人を出してもらうことになる。その時は協力して欲しい」

「……内政官ですか……わかりました。泊まる場所を検討しておきます」

「あと、今日の予定だけど、午後に教会の司祭と会えるかな？　聞かないといけないこともあるし」

　カインは高額な治療費を含め、教会に聞かないといけないことがあった。これから街を発展させるのに、医療は大事なことだ。誰でも受けられなければ意味がない。

「司祭のスタッグ殿は、あまり教会から出ないというか……なんというか……」

　エライブは額に汗をかきながら、説明をすることに戸惑っている。

「それはいいよ、僕のほうから教会に行くよ。最近教会にも行ってないし、たまにはお祈りもしないといけないからね。少ししたら向かうよ」

　カインは領主になってから教会に行く時間がなかった。またお祈りすれば神様たちと会うことになると思うが、報告も兼ねて行きたいと思っていた。

　エライブから受け取った書類に、目を通しながら決裁の印を押していく。そのまま執務室で昼食を食べ、少し上等な平服に着替え教会へ向かった。

　エライブは馬車を用意しようとしていたが、まだ領主になって日も浅いため、もっと街並みを自分の目で確かめたかったこともあり、断って徒歩で教会へと向かった。エライブはせめて護衛だけでもと言っていたが。

　教会は、中央広場から少し南に向かった場所にあることを確認し、領主邸からのんびりと街並みを確かめながら歩いた。人通りもあり、店もそれなりに繁盛しているように見える。中央広場には冒険者ギルド会館もあるが、そこを通り抜け南に向かった。

　教会はすぐに分かった、この街の規模には、似合わないほどの大きさの教会だったからだ。

「グラシア領都と同じ規模の教会なんて、この街で必要なのか……」

　カインは考えながら教会の扉を開けた。入るとすぐに受付嬢が座っている。

「今日はお祈りですか？　それとも治療──ではなさそうですね」

　受付嬢は入ってきたカインに声を掛ける。

「今日はお祈りと、あと、ここの司祭様に会いたいのですが」

　カインは丁寧に受付嬢に伝えると、受付嬢は眉間に皺を寄せた。

「お祈りは銀貨一枚になります。あと、司祭様ですが、お約束がない方とはお会いにはなりません」

　教会でのお祈りは、お布施であり、料金ではない。各個人の判断で金額は決められるはずなのに、ここの教会は金額設定していることに、カインは疑問を感じ首を傾げる。しかも銀貨一枚は一万円になり、一度のお祈りのお布施としては高額すぎた。

「この教会ではお祈りするのに、お布施の金額まで指定しているのですか？　他の街では、各個人にお布施の金額は委ねられているはずですが」

　悪習であるため、カインは強めに受付のシスターに言うと、眉間に皺を寄せ、口を開く。

「私にそんなこと言われても困ります。司祭様からの指示に従っているだけですので。払えないのならお帰りください」

　シスターが声を荒げたことで、教会騎士が二人ほど奥から出てきた。

　教会では、独自の騎士制度があり、王都にある教会から各街の教会に派遣されている。一環して白い鎧を着ており、見ればすぐにわかる。

「騒いでるようだが、どうかしたのかな？」

　教会騎士の一人が受付嬢に聞きに来た。

「この子供が、お祈りするための料金にケチをつけてきたのです」

　受付嬢の話を聞いて、教会騎士はカインのほうを向く。

　教会騎士はカインの目の前まで来て、膝をついて視線を合わせてくる。

「君は他の街から来たんだね。この街ではそういうしきたりになっているんだ。司祭の権限によってね。申し訳ないけど従ってくれるかな」

　この騎士は悪い人ではなさそうだった。ただ、各街の指揮権は、基本的に司祭にある。この騎士はただ従っているだけだった。

「銀貨を払うのは問題ありません。ただ、一般の人がお祈りするのに銀貨は高すぎでは？　治療費についても法外な金額を取っていると聞きました。この料金について今日は話にきたのです。僕は新しくここの領主になったカイン・フォン・シルフォード・ドリントル子爵です。司祭に話してきてください」

「「「えっ……」」」

　カインが領主だと知り、教会騎士とシスターの三人は驚いた。

「な、何か証明できるものは……」

　恐る恐る騎士の一人が問いかけてきたので、領主の証明である短剣を出して見せた。

　短剣を見て領主だと確認した騎士は、顔を青ざめさせ姿勢を正す。

「申し訳ございません。すぐ、司祭様に確認をとってまいります。しばらくお待ちください」

　騎士の一人が走って奥に消えていった。

　待つこと数分で、騎士が戻ってきた。

「遅くなり申し訳ございません。スタッグ司祭がお会いになるそうです。ご案内いたしますのでどうぞこちらへ」

　教会騎士の案内で、応接室に通された。ここの応接室は、金銀の宝飾で飾られ、壁にはいくつもの絵画が壁に取り付けられ、とても教会の応接室とは思えないほど、金をかけて作られていた。

　座ったソファーについてもそうだ。お尻が沈み込むほどの柔らかさをもった高級品だった。シスターが紅茶を出してくれたが、香りがよく味も美味しいもので、とても市販で売っているものではない。そして少し待つと、司祭と思われる人が入ってきた。いや、人と言うかオークと見間違えるほどの太った司祭だった。

「お待たせしてすみません。色々と忙しくてね……。ここの司祭をしていますスタッグです。カイン子爵初めまして」

　スタッグ司祭は、重そうな体を揺らしソファーに座った。一人座っただけでソファーが軋むほどの重さだ。

　しかも口からは酒の匂いがしてくる。あまりの臭いにカインは眉間に皺を寄せる。

「新しくこの街の領主となった、カイン・フォン・シルフォード・ドリントルです。ここの街の教会について質問をするために来ました。まずはですね……」

　カインとスタッグ司祭の会話での戦いが始まった。

「まず教会についてですが、なぜお祈りをするのに料金設定がされているのでしょうか。一般的にはお布施の金額については設定されておらず、各自の気持ちだと思いますが。しかも銀貨一枚では、一般の領民にとってあまりにも高いのではないでしょうか」

　カインは最初から、お祈りや治療に関する料金について、スタッグ司祭に詰め寄った。

　カインの言葉にスタッグ司祭は、扇で自分の顔を仰ぎながら悪びれた様子もなく説明を始める。

「カイン子爵殿、料金についてですが、お祈りをする一般市民があまりにも少なく、商会などがほとんどなのです。だから基準となる料金が銀貨一枚になっても、特に問題になっていません。商会によっては大銀貨を置いていきますよ。それに治療費についてですがな、この教会では治療魔法を使えるシスターが少なくてね、殺到したら対応できないのですよ。だから選別するための料金設定をしております」

　スタッグ司祭は、汗ばんだ顔を扇で仰ぎながら答えてきた。

「それはシスターを増員すればいいだけでは？　スタッグ司祭殿も回復魔法を使えるはず。ここは冒険者が多くいる街です。それだけ治療を必要とされる人も多い。王都の教会に依頼を出せばいいことではないでしょうか」

「シスターを一人派遣してもらうにも、王都の教会に上納する必要があるのですよ。この教会にそんな余裕はありません。それとも、子爵殿からの補助金の増額をしてくれるのでしょうか」

　カインの問いにスタッグ司祭は、ニタニタした顔をしながら、逆に金をもっと寄越すように言い始める。

「話になりませんね。この教会の建物の大きさといい、この豪華な施設といい、教会として必要のないものが多すぎるのでは？　補助金は当面打ち切ることにいたします」

　カインは即答した。司祭に豪華な生活をさせるために、補助金を出しているのではない。ましてや、両手に宝石の指輪をつけ、このたるんだ腹を揺らした司祭に出すつもりはまったくない。

「ん──。それでは仕方ありませんな。お祈りと、治療費の値上げをしないといけませんな。これではますます領民に迷惑がかかってしまいますな」

　スタッグ司祭はまったく気にした様子もなく、ニタニタしながら答えてくる。

　カインはスタッグ司祭が、まったく変わるつもりはないと確信した。

「スタッグ司祭殿の考えはわかりました」

「おぉ、さすがカイン子爵殿、わかってくれましたか。では補助金については、今まで通りということで」

「いえ、領主権限にて、王都の教会本部に告発させていただきます。昼間から酒を飲み、住民からは違法な料金を取る。これから僕が治める街には必要ありません。では、これで失礼しますね」

　あまりにもスタッグ司祭の考え方に共感できなかったカインは、完全に敵対し、席を立った。

　逆に王都へ告発と聞いて、スタッグは狼ろう狽ばいした。

　王都の教会から査察がくれば、問題があるのはスタッグが一番わかっている。今までは帳簿の提出をすればよかったので、いくらでも誤魔化しが効いた。この教会を直接見られることは、不正をしているということが発覚してしまう。今まで積み上げてきた贅沢な暮らしが全て崩れることを、スタッグは理解していた。

「カイン子爵殿、少しお待ちください」

　スタッグは慌ててカインを止めるが、カインは振り向きもせずそのまま応接室を出て行った。

　カインの後ろ姿を見送ったスタッグは、貧乏ゆすりをしながら爪を噛み、そして呟く。

「この……ガキ風情が、調子にのりおって。おい、誰かいるか!?」

　スタッグの呼びかけに、教会騎士の一人が駆け寄ってきた。

「司祭様、お呼びでしょうか」

「うむ。冒険者ギルドのサブギルドマスターのベティに、「今宵の月は黒い」と私が言っていたと伝えてこい。それでわかるはずだ」

「わかりました」

　教会騎士は、司祭に一礼し、部屋を出て行った。

　教会から出てきたカインは、お祈りをして神々に会う予定だったことをすっかり忘れていた。

「勢いで出てきちゃったから、今更お祈りで戻るわけにもいかないし、まぁ王都の教会に用事もできたしその時でいっか」

　カインは領主邸に戻る途中で、冒険者ギルドに寄ることにした。

　教会に行く途中で素通りしたことで、ギルドはすぐ近くにあったが、少し遠回りをして各商店を回りながら冒険者ギルドへと到着した。

　扉を開けカインは中に入っていく。

　入った瞬間に視線を感じるが、すぐに外れていく。辺りを見渡すとカインの事を知らない人は、子供が入ってきた程度と思って、すぐに興味をなくしている。逆に、先日の事を知っている人は、下を向いて視線を合わせないように身震いさせていた。

　受付嬢を見渡すと、皆、美人揃いだった。サブマスのベティはいなかったので、空いている受付嬢の前に立ち話しかける。

「すみません、ギルドマスターのリキセツさんに会いたいのですが」

「お約束はございますか？　基本的に上位冒険者か、お約束がある人しかギルドマスターはお会いになることはありません」

　カインの問いに対して、受付嬢は事務的に答えてきた。

「約束はありませんが、僕の名前を伝えてもらえば大丈夫だと思います。カインといいます」

「では、ギルドマスターに聞いてきますので、ギルドカードがございましたら、提示をお願いします」

　カインは金色ゴールドに輝くＡランクのギルドカードを受付嬢に手渡した。

「えっ……Ａランク!?　失礼いたしました。すぐに確認をとってまいります」

　受け取った受付嬢は、目の前にいた少年がＡランクだったことに驚き、すぐにギルドマスターの部屋に向かった。

　受付嬢が席を外してから一分も経たないうちに、ギルドマスターリキセツが焦ったような顔をして、受付まで直接出てきた。

「いやーー。カイン様、お待たせしてすまない。案内しますからこちらに」

「リキセツ殿、先週はありがとうございました。少し相談があったので、約束はしていませんが来てしまいました。ご迷惑おかけしてすみません」

　カインはリキセツに頭を下げて挨拶をする。

　恐縮しているリキセツに案内され、カインは後ろをついていく。

　カインが見えなくなったところで、受付嬢たちが騒ぎ出す。

「今の子供は何!?」

「かわいい子だったけど、あのギルマスが気を遣うほどの相手!?」

「ちょっとオーラ！　説明してよ」

　先ほどカインが話しかけた受付嬢オーラが口を開いた。

「説明してよって言われても、ギルマスに会いたいっていうから、ギルドカードを見せてもらって、ギルマスに聞きに行ったら、焦ったように飛び出していったのよ。それにしてもあんな子供なのに──Ａランクなのよね」

「「「Ａランクっ!?」」」

　まだ登録して間もないと思われる子供が、すでにＡランクなのだ。驚かないはずがない。

「年上は好きなのかしら……」

「これは、また……」

「あの歳でＡクラスなんて将来有望すぎる……」

「「「もしかして……たまのこし？」」」

　受付嬢たちの目が、一斉に肉食獣のように輝いていた。

　知らないところで、受付嬢に狙われることになったカインであった。




　リキセツに案内され、応接室のソファーに腰掛ける。

　対面に座ったリキセツは、緊張した様子でカインの言葉を待っている。

　すぐに受付嬢が紅茶をお持ちしましたと部屋に入ってきたが、なぜかカインを見てウインクして出て行った。

「それで、今日の話はいったい……」

　リキセツが心配そうに、カインに問いかけてくる。

「いや、実は先ほど、教会で揉めてきましてね。その件でリキセツ殿に聞きたいことがあって来ました」

「も、もしかして……教会も破壊して──」

「してませんっ！」

「──こ、これは失礼しました」

　リキセツの勘違いを訂正し、今の状況について訪ねた。

「やはり、この街は冒険者が多いですからね、冒険者でもヒール程度なら使える人はいます。ただ、ハイヒールになると司祭クラスか、上位のシスターしか唱えられません。金貨一枚ということもあり、普通の冒険者では払うことはできません。ケガをして治せなかった場合は、冒険者を引退しないといけませんから……。私のようにギルド職員になれればいいのですが、そう簡単にいきません。ほとんどがスラムのほうへ流れていってしまうのです……」

　もっと回復魔法が安く受けられれば、冒険者を引退しなくてよくなると、リキセツも悔やんでいる。

「その回復魔法の法外な金額について、今日スタッグ司祭と話をしたのですがね……。決裂してしまって、僕が王都の教会に、告発することになりました。他の街と比べても、高すぎることが原因でね」

　カインはリキセツに対して先ほどの話をした。

「あの、オーク司祭めっ！　一人で贅沢しおって」

　リキセツもスタッグ司祭とは、仲が悪いようだった。

　今まで何度も、値下げの交渉をしていて、決裂していたということだった。

「そういえば、これを渡しておきます」

　カインは懐から小さな袋を出した。

　中には白金貨が三枚入っている。

「訓練場の修理費には足りないでしょうが、これは私の私財からの補助金という形になります。きちんと税処理も行ってください。この街に内政官が赴ふ任にんする予定になってますので、会計監査を一度行います。それまでに準備しておいてくださいね」

「これは申し訳ありません。ありがたくお預かりいたします。収支計算については、私ではまったくわからないため、ベティに丸投げ状態なのです」

　リキセツは苦笑しながら、白金貨が入った小袋の中身を確認したあと、懐に大事にしまった。

「そういえば、今日はベティさんが見えないのですね」

　カインはいつも隣にいるはずのベティがいないことを不思議に思った。

「なんだか、急に人が来て、話していたと思ったら『急用があるから』と言って、出て行ってしまったのです」

　リキセツの答えを、カインは特に気にせずに流していた。

　その後もこの街についての冒険者の人数や、ランクや狩り場、その他色々な事を話し合った。

　リキセツは金銭に絡むことは苦手であったが、依頼内容などは自らがＳランクであったことから、熟知していた。

「──では、また話しましょう。夏休みになったら学園も長期休暇になりますから、少しドリントルで落ち着ける予定なので」

　カインは席を立ち、ギルドマスターのリキセツと握手をした。

「──そういえばまだ学生だったのですね……こちらこそ、いつでも声を掛けてください」

　応接室から出てきたカインは、受付嬢たちからの熱い眼差しを受けたことにより、不思議に思いながらギルドから外に出た。

　まだ領主邸に戻るには早い時間なので、街の武器屋や防具屋などを覗きながら、領主邸まで戻っていく。

　領主邸に戻ると文官からエライブは出かけていると教えられ、カインは一人で執務室に籠もり、書類の決裁をすすめることになった。
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　カインが執務室に籠もっている頃、薄暗い部屋には四人の男女が椅子に座っていた。全員が機嫌が悪いようで眉間に皺を寄せている。

「今日はいったいなんなのよ。あんまりギルドを抜けるわけにもいかないのよ」

　最初に言葉を発したのは、冒険者ギルドのサブギルドマスターでもあるベティだ。

「今日集まってもらったのは、他でもない。あの領主小僧のことだ。今日、教会に来たのだが、あいつが王都の教会に告発すると、断言して出て行きやがった。このままではまずいだろ。査察が入った場合、お前らの企みも全て明るみにでるぞ」

　両手の指に色とりどりの宝石を散りばめた指輪をつけて、重たそうな体を揺すりながらスタッグが、酒臭い息を撒き散らしながら息巻く。いかにも成金の装いをしていれば、誰が見ても不正を行い懐に入れているとわかるだろうと、他の三人がため息をつく。

「こちらも少し問題が起きた。新しく内政官が来ることになった。街全体の税収の査察が入ることになると思う。今のままでは問題になりそうだ。私たち全員が捕らえられることになるかもしれん。早々に始末する必要がある。リック、人の手配を頼む。必要ならベティからも人手を出せ」

　中央に座っていた男が話し始めた。

「わかったよ。こっちはスラムの闇ギルドのメンツを集めておく。決行は今日の夜でいいよね。明日、王都に帰られたらスタッグは問題だろ？　王都に向かう時に襲ってもいいが、冒険者ランクＡでしょ？　こちらの被害も大変なことになる」

　黒いフードを被り、あまり顔を見せないようにしていたリックが答える。

「私も、上級冒険者で裏稼業ができる者を数人集めておくわ。目の前で魔法を見たけど、あれは日中、正面から襲っても、返り討ちに遭うだけだと思うし、寝込みを襲うのなら問題はないはずよ」

　ベティはあのギルドの訓練場での出来事を思い出し身震いさせた。

「準備が出来たら、鍵は私が開けよう。正門は夜間も衛兵が立っているからな。裏口から入れるようにしておく。あとは、いざという時のために──」

　中央の男は不気味に笑い、そして男の続けた言葉に、皆が頷いた。





[image: ]






　夕食時には、エライブも屋敷へと戻ってきており、一緒に食事をすることになった。

　領主邸での食事は普段不在にしているカインとエライブの情報交換の場となっていた。

「カイン様、教会のほうはどうでしょうか」

　エライブはワインを口にしながらカインに尋ねた。

「あの教会については、王都に戻り次第、教会本部に話すつもりです。グラシア領にいた時もそうでしたが、司祭はもう少し人格者でないといけません。両手の指に指輪をいっぱいつけて、昼間から酒を飲んでいるなんて考えられない。新しい司祭を派遣してもらうことになると思います」

　カインは王都やグラシア領での教会を知っている。教会に絵画や装飾品などあるはずもなく、質素な生活を送っていた。それが当たり前だと思っている。

「そうですか……。そこまでひどいとは。今まで約束を取ろうとしても、いつも反故にされてしまい、中々会うことができなかったのです」

　エライブは残念そうな顔をして、ワインを飲み干していく。

「明日は、早めに王都に戻ることにします。色々と、回らないといけないとこがありますので」

「わかりました。すぐに支度をするように伝えておきます」

　カインは早々に食事を済ませ、風呂に入り寝室で寝間着に着替えた。

　部屋の窓から外を見ると、賑やかに夜の明かりが街並みを彩っていた。

　この街は、冒険者が多いことで、飲む場所も数多く、娼館もあると聞いている。

　窓の外を覗いていると、遠くからの視線が急に気になった。

『世界地図ワールドマップ敵対表示』

　カインが魔法を唱えると、視界の片隅にこの周囲の地図が浮かび上がってくる。

　そして敵対を表す赤印が、いくつか屋敷を囲うように地図に表示された。

　この魔法は、以前、カインが創造魔法で作った世界地図ワールドマップと、探査サーチを組み合わせたものだ。

「教会に行った途端に早速か……」

　カインはため息をつきながら窓を閉め、寝間着から冒険者の装いに着替えると腰に剣をぶら下げた。部屋を明るくしていたランプを消し暗闇の中で椅子に座りながら、ただじっと待つ。

「この街では驚かすから、今まで呼べなかったけど、今日はいいよな」

『召喚サモン　〝ハク〟〝ギン〟』

　部屋に魔法陣が浮かび、中から神狼フェンリルのハクと、神竜エンシェントドラゴンのギンが現れた。

「ワフゥ」「キュイィ」

　ハクとギンは、カインに呼ばれたことを喜び、カインに纏わりついてくる。

「ほらほら、ハク、くすぐったいって、そんなに顔を舐めないでよ」

　ハクは実際の大きさよりも少し小さいサイズで召喚したが、それでも二メートル位ある。

　ギンも翼と首を伸ばせば、二メートルほどの大きさまで育っているが、ハクより小さく一メートル位になっている。何かあれば自分で大きさを変えられるから、特に心配はしていない。

「ハク、ギン、聞いて。たぶんこの屋敷は夜中に襲われる。一人で始末してもいいけど、ここに住んでいるメイドさんたちもいるから、手伝ってくれるかな」

「ワフゥ」「キュイ！」

　両者とも頷いた。眠気防止と、最近かまってあげられなかったことで、ハクとギンを撫で回し、堪能しながら、視界の隅に表示された赤いマークを眺めていた。深夜となり、赤いマーキングが次第に増えていき、最終的には五十を超えていた。

「やれやれ……まさか、こんなに集めてくるとは……」

　カインはその程度の人数に負けるつもりはないが、一人のためにそこまで準備するとは、思っていなかった。そして日を跨いだ時間になり、赤いマーキングが急に動き始めた。

　赤いマーキングは正面の数名を除いて、全て裏口に回って行くようだった。そして何ごともなく敷地内に入っていく。

「いきなり屋敷内か……誰かが手引きしているのか……」

　カインはため息をつき、片手に鞘に入ったままの剣を持ちながら、部屋から出て行く。

　カインの後ろからは、ハクとギンが後を追う。ギンは屋敷の中では飛べないのでハクの背中に乗っている。

　寝室のある三階から、物音を立てずにカインはゆっくりと階段を下りていく。赤いマークで表示された人たちは、裏口から屋敷に入り、正面玄関を入ったすぐのホールに集まっている。

　屋敷内を探されても、メイドたちが襲われる可能性があると思い、カインは自らその敵地に乗り込むつもりだった。

　そして、二階からホールに下りる階段にカインは立った。

「やぁ。こんな時間に来客かい？　ずいぶん物騒な恰好しているね。僕は呼んだつもりはないけど」
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　ホールに集まって準備をしている襲撃者たちを見下ろしながら、カインは黒い笑みを浮かべて挨拶をした。

　その瞬間に、ホールにいた五十人はいるであろう武装集団の視線は、一気にカインに集まった。

「「「「「「…………」」」」」」

　お互いが無言で見つめあう。リックも予想外のことに舌打ちする。

　寝ていると思われていたターゲットが、武装した格好で出てきたのだ。襲撃者たちは唖然とする。

　そして、カイン一人に視線が向く中、その横から想像もしていなかったモノが出てきた。

　もちろんハクとギンである。吹き抜けのホールだったこともあり、ギンは少し体長が大きくなっていた。それでも二メートルほどの体長だが。

　ターゲットとなっている子供の両脇には、白い狼と銀色のドラゴンがいる。

「えっ!?」

「な、なんだ、あれはっ!?」

「ドラゴン!?　聞いてねえぞ!!」

「あの狼の大きさはなんだっ!?」

　誰が見ても驚くしかない。誰もそんな話は聞いていなかった。

「ハク！　ギン！　殺さないようにね！　いけっ」

「ワウゥ」「キュイ」

　その言葉を聞いた途端に、白い狼と銀色のドラゴンは、喜びの声を上げて、集団に向かって階段から飛び降り、突っ込んでいく。ハクの走りに、目の前にいた襲撃者たちは、撥ねられホールを舞っていく。

　ギンはホール内を飛び回りながら、爪と尻尾で襲撃者たちを次々に弾き飛ばしていく。

　実行部隊の闇ギルドマスターでもあるリックは、その様子を茫然と見守っていた。

「な、な、なんなんだこれは……ありえない……」

　この街の領主一人を暗殺するだけの仕事のはずなのに、逆に白狼と銀色のドラゴンに襲われている。

　ここまで大きい狼の話も聞いたこともないし、ましてやドラゴンなんて、いくら小さくても災厄としか思えない。

「お前ら、逃げろっ！」

　リックは思わず叫んだ。そう言うしかなかった。

　その瞬間、後ろからいきなり声が掛かる。

「君がリーダーだね。全員逃がすつもりはないよ」

　リックは思わず振り向いた。

　後ろにいたのは、先ほどまで階段の上から、この惨状を見ていただけのカインだった。

「そ、そんな……」

　その瞬間にリックの意識は、カインによって刈り取られ闇へと沈んでいった。




　カインが最後まで二階から眺めていたのは、襲撃者のリーダーを見分けるためだった。

　ホールにいた五十名近くの襲撃者たちは、すでにハクとギンによって討伐され、意識のあるものは誰もいなかった。襲撃者のうめき声だけがホールに響いていた。

　カインは誰一人立ち上がれない状態になった事を確認した後、視界に映った赤く表示されている箇所に目を向けた。

「あとは、外の連中か。ハク、ギン、少しここで待っててね。この倒れている連中を見てて」

　ハクとギンに指示をして、カインは正面の扉を開けて出て行った。

　そして正門に向かって歩いていく。

　眠そうに立っていた二人の衛兵にカインは声を掛ける。

「遅くにごめんね。裏口から襲撃があった。もう撃退してあるから、衛兵詰所に行って、衛兵を出来るだけ多く呼んできてもらえるかな」

　いきなり現れた領主であるカインに驚いた衛兵たちは、話を聞いたあと、一人は領主邸に、一人は詰所に走っていった。

　もちろん、領主邸に向かった衛兵には、カインの召喚獣がいることを説明した。

　いきなり目の前に白狼と銀色のドラゴンが現れたら混乱するだろう。

　カインは誰もいなくなった正門に立ち、赤いマークが集まって隠れているほうへ話しかけた。

「そこに隠れているのは、わかっているよ。無理矢理出されたい？　それとも自分から出てくる？」

　沈黙が少しの間続き、影から出てきたのは、想像もしていなかった連中だった。

　襲撃者の仲間と思われる数人と、その後ろから司祭であるスタッグ、サブギルドマスターのベティ、そして最後に──エライブが出てきた。

「まさか、みんな結託していたとはね……。これじゃぁ査察が直接入らなければ、わからないはずだよね」

　カインは集まっている面子を見て、大きくため息をついた。

「うるさいっ！　お前がこの街に来なければ、今まで通りだったのだ！」

　激高したスタッグが叫んでいる。

「まさか、ここまで強いとはね、でもこのメンバーはどうかしら、ここにいるのは全てＡランクよ」

　ベティがそう言いながら前に出てきた。

　エライブ達以外のここにいる五人の襲撃者は、現役の冒険者であろう。

　その五人が剣を抜き、カインを囲むように広がっていく。

「悪く思うなよ。これも依頼でね。いい金貰えるんだ」

　冒険者たちのリーダーらしき男がカインに話しかける。

「この街は、私たちが育ててきたのだ。あとから来たガキの領主なんかに、好きにさせてたまるか。あと──武器を捨ててもらえるかな」

　エライブのその言葉に、カインは首を傾げる。

　エライブが後ろに声を掛けると、さらに影から、一人の男が出てきた。右手で何かを引きずりながら。

　それを見た瞬間、カインは目を見開いた。

　引きずられてきたのは、──猫耳のまだ幼い少女だった。

　そう、エナクである。

　エナクは顔から血を流しながら意識を失ったまま男に引きずられている。

「念のために用意していたが、よかったよ」

　エライブが笑みを浮かべ顔を向ける。

　カインは無言で何事もないように剣を投げ捨てた。

　全員が、それを見てふぅと息を吐き安堵した。周りを囲んでいる冒険者たちもだ。

　────その瞬間にカインが消えた。

「「「「「えっ」」」」」

　パァ────ン！！

　音と同時に、エナクを引きずっていた男の頭が、消し飛んでいた。

　頭が消し飛んだ襲撃者は、首から血を噴き出し、そのまま前にゆっくりと倒れこむ。

「「「「「はっ!?」」」」」

　誰もが唖然とした。目の前にいたはずの人がいきなり消えたのだ。

　そして、後ろにいたはずの人質が消え、人質を捕まえていた男は、一瞬にして死んだ。

　次に現れたカインの腕の中には、エナクが抱きしめられていた。

　エナクの腫れて血を流している顔を見つめ、そっと頬を撫でる。

「ごめんね、エナク、こんな目に遭わせてしまって」

『エクストラヒール』

　カインが魔法を唱えた途端、エナクは神々しい光に包まれていった。

「ま、ま、まさか、そんな……上級回復魔法エクストラヒールだと……」

　カインが唱えた上級回復魔法を見たスタッグが狼狽える。

　上級回復魔法は、教会でも司教以上しか唱えられない。司教はマリンフォード教国より、各国に一人ずつ派遣され、各国の首都にある教会本部を統括をしている上級職だ。このエスフォート王国でも一人しかいない。そんな上級回復魔法を子供が使ったのだ。司祭をしているからこそ、その貴重さが身に染みている。

　カインはエナクが回復したことを確認したあとに、アイテムボックスから毛布を出し、地面に敷いたあと、エナクをゆっくりと寝かせた。そしてエナクの頭をひと撫でしたあとに立ち上がった。

「ハク、ギン、来い」

　その瞬間、屋敷の中から扉を勢いよく開き、白狼と銀色のドラゴンが飛び出してきた。

「この子を守っていてくれるかい」

　カインの一言で理解したのか、ハクとギンはひと鳴きしたあと、エナクを守るように囲んだ。

「は、白狼にドラゴンだと……」

　中の惨状を知らない、ここにいる襲撃者たちは、ハクとギンに驚いた。

　そして立ち上がったカインから、一気に殺気が全方向に広がっていく。冒険者ギルドで見た殺気とはまるで違う本当の殺気だ。その殺気を受けた瞬間に、すぐ近くでカインの事を囲んでいた冒険者たちは泡を吹いて気絶した。

　少し離れたところにいたエライブ達三人も、下半身からの洪水で地面を濡らし、尻餅をついてガクガクと震える。

「お前ら……エナクの両親はどうした……」

　カインは冷たい視線で、三人に一歩ずつ近づいていく。

「し、し、知らん……」

　エライブは一言そういった。

　カインが無言で手を振る。

　その瞬間、右腕が吹き飛んだ。

　エライブの身体から離れた腕が宙を舞っていた。

「えっ!?」

「もう一度聞く。両親はどうした……」

「ほ、本当に知らな……」

　言い終わる前に今度は両足の膝から下が消し飛んだ。

　自分の状況を見てエライブは叫んだ。

「わしの腕がぁぁぁ!!　足がぁぁぁぁぁぁ!!」

　カインは叫んでいるエライブから、ベティとスタッグに視線を向けた。

　その瞬間、二人の顔が凍りついた。

「わ、わたしたちは知らないわ……。エライブがやったのよ。わ、私は関係ない」

　言い終わったところで、ベティの両足が吹き飛んだ。

　そして、スタッグも同じように膝から下が無くなった。

　痛みで叫んでいる三人にカインは背を向けた。

「ちょっと見てくる。お前らここにいろ。ハク、ギン、こいつらを見張っててくれ」

　カインは冷たく言い放ち、その場で消えた。

　そして、一瞬にして猫の和み亭の前に転移をした。

　扉は壊されており、宿の中は灯りはなく月明かりのみが差し込んでいる。

　そのままカインは中に入っていく。

　店の中はテーブルが破壊され、椅子はあちこちに散らばっている。

　内装は壊れ、ここで戦闘があったことがよくわかる。

「ダッシュさん!!　ヒミカさん!!　どこにいますか!?」

　カインは二人を捜しながら、店の奥へ入っていく。

　そして厨房の一番奥で、倒れている二人を見つけた。

　ダッシュはヒミカを守るように、被さった状態で二人とも倒れていた。

　ダッシュの背中には切られたあとがあり、服が裂け、手足は折れ変な方向に曲がっていた。

　そして二人の周りには、血の海ができていた。

　カインはその姿を見て呆然とした。
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　カインが消えたあとに残された三人は、足が吹き飛び逃げることもできない。

「スタッグ！　回復魔法を……」

　エライブが這うように動きながら、両足が吹き飛んだスタッグに叫んだ。

　今思い出したかのように、スタッグは回復魔法を唱えていく。

「ヒ、ヒヒヒール」

　スタッグは自分の足の治療をまず行った。ただし、ヒールでは止血にしかならない。部位欠損の場合は、エクストラヒールが必要なのだ。

　だが、スタッグは神に祈ることもせずに毎日、酒に浸っていたため、魔法レベルも落ち、現在はヒールしか使えない状態となっていた。

　エライブ、ベティの二人は、地面に血の跡を付けながら、這いずるようにスタッグに寄っていく。

　スタッグは順番にヒールをかけていった。

　三人とも回復魔法により止血は出来ているが、足はすでにない。エライブについては右腕もなかった。

　しかも自分たちの視界には、エナクを守りつつも、白い狼と銀色のドラゴンがエライブ達を睨みつけている。

「──あんなバケモノだったなんて……」

「ここまでとは……」

　エライブとベティがそう呟き、スタッグも同調した。

　三人とも後悔したがすでに遅かった。
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　血の海の中に倒れているダッシュとヒミカにカインは近づいた。

「あいつら、ここまでやるとは……」

　二人を仰向けに寝かせた。

　血を流しすぎたせいだろう。顔色は青白く意識はないが、僅かながら息をしていた。

　だが、すでに命の灯が消えそうになっていた。

　カインはすぐに回復魔法をかける。

『エクストラヒール』『エクストラヒール』

　二人が光に包まれていき、消え去ったあとには怪我が消えた二人が横たわっていた。

　完治したようで、傷はすでに見受けられず、息遣いも落ち着いていた。

　二人が無事だったことにカインは、安堵の息を吐く。

「よかった……」

　二人の横に座って様子を見る。

　あれだけの血を流した後だ、すぐに意識が戻るような状態ではない。二人に触れ一瞬で転移する。

　転移した先は、領主邸の客室だ。

　意識のない二人をベッドに寝かせて、掛け布団を掛け、またすぐに転移をする。

　転移した先では、回復魔法で傷口を塞ぎながらも、足がないことで逃げ出すこともできない三人が、固まって震えていた。

　無理もない、逃げられない状態で、白狼とドラゴンに睨まれているのだから。

　突然現れたカインに驚き、そして畏怖し、三人が後ずさっていく。

「お前たち……何をしたかわかっているんだろうな……関係ないエナクたちを……」

　十二歳とは思えない冷たい視線を三人に向けながら、カインはエナクに近づく。

　エナクはまだ意識は戻っていないが、安定した呼吸をしていた。

　エナクのそばでじっと待機していた、ハクとギンの頭を撫でる。

「ハク、ギン。見ていてくれてありがとう」

　ハクとギンにそう伝えると、両者ともカインだけにしかわからない笑顔を向けひと鳴きする。

　ハクとギンを送還したあと、眠っているエナクの隣に座って衛兵を待った。




　遠くから、集団の駆け音が聞こえてくる。

　次第に足音が大きくなり、五十人ほどの衛兵が駆けつけた。

　その後ろには、襲撃者を運ぶための荷馬車も追ってきた。

「領主様宅の襲撃者だ。気合い入れてかかれ！」

　先頭を走ってきた衛兵隊長が、座っているカインに気づく。

　以前、猫の和み亭の前で土下座をした衛兵隊長だ。

　カインに気づいた隊長は、真っ先にカインへと駆け寄っていく。

　カインも立ち上がり、衛兵たちを出迎えた。

「領主様、お待たせいたしました。衛兵五十名、ただいま参りました」

　息を荒くしながらも、衛兵詰所から駆けてきてくれたことに、カインは感謝する。

「隊長、ありがとうございます。まだ家のホールに五十人ほどの襲撃者が気絶しています。そしてそこにいる連中が主犯です」

　カインが指さした相手を見た衛兵隊長が、目を見開いて驚いた。

「ま、まさかっ!?　エライブ様に、スタッグ様、そしてギルドのベティさんまでも!?」

　そして、三人とも手足が欠損した状態で、カインに対して震えているのを見て、衛兵隊長は唾を飲み込んだ。

　衛兵隊長は、カインに一礼してから、衛兵たちに指示を出し始める。

「二班から五班までは、屋敷に入り襲撃者たちを縛りあげろ。一班はそこにいるやつらを縛れ」

　四十人の大人数が、屋敷に向かい、ホールで倒れている襲撃者を縛り上げていく。残りはここで倒れているＡランクの冒険者たちと、エライブたちを順番に縛っていった。

「これは領主様が……」

　頭だけがない死体を見つけて隊長が呟く。

「こいつらは、僕が泊まっていた猫の和み亭にも押しかけて、両親を襲い、そこに寝ている子供を攫ってきて、人質にしようとしてた。今は回復魔法で安静に寝ているが、さっきまでは血まみれで意識もない状態だったんだ。両親も先ほど見つけて治療はした。もう少し遅かったら、助からなかったかもしれない。他にも負傷者がいるかもしれないから、確認してきてくれ」

　カインの言葉に、隊長が冷たい視線をエライブたちに向けた。

「こんな子供にまで手を出すなんて……。よし、五名ほど猫の和み亭の様子を見てくるように。負傷者がいた場合は保護し、泊まっている客も誘導してくれ」

　衛兵に指示を出しながらも、隊長の剣を持つ手が震えている。さすがに一般市民に手を出したことに怒っているようだ。

　屋敷の中に入って襲撃者を縛り上げた衛兵が、次々と外に運び出していく。

　運ばれてきた者の中から、カインは一人を指差す。

「この黒いフードを被っているのが、実行犯の主犯の一人だよ」

　カインはリックを指さした。

　衛兵は、倒れているリックのフードを剥ぐ。そして顔を見た衛兵隊長が驚いた。

「こ、こいつは、スラムにある闇ギルドのギルドマスターのリックです。指名手配されていたのですが、今まで捕まることもなかったのです。まさか……こいつらと仲間だったとは……」

　再度、隊長はエライブたちを睨めつけた。

　全員を縛り上げ一箇所に集めたことを確認した隊長は、カインに報告をした。

「全員縛り上げました。死亡者一名、他は重傷者多数ですが命の問題はないかと思います。これから詰所の牢屋に運びます」

　隊長の報告にカインは頷いた。

「衛兵の皆さん、今日は遅くにこんなに集まってくれてありがとう。あと少しだから頑張ってくれ。これは少ないが隊長に渡しておく。あとで飲むなり好きに使ってくれ。僕からの気持ちだ」

　カインは金貨を数枚いれた小袋を隊長に渡す。

　隊長は驚きながらも中身を確認し、衛兵たちのほうを向く。

「お前ら！　聞いたか！　領主様から金貨をいただいたぞ!!　これが全部終わったら勤務が終わったやつから飲み代を渡す。だから最後まで気を抜くな！」

「「「「「「おぉ！！！！！！」」」」」」

　金貨と聞いて、衛兵たちは勢いよく返事をした。先ほどより動きは格段と良くなり、持ってきた荷馬車に次々と捕縛した襲撃者たちを乗せていく。

「これで、全て終わりました。猫の和み亭も確認が終わり、宿泊客については、宿屋はあの状態なのに、なぜか全員深い眠りについておりました。薬か何かを使用されたのかもしれません」

　衛兵隊長は代表して、カインに報告した。

「明日、詰所に顔を出すよ。数日間は牢屋に入れておいてくれ。あと、主犯の四人は王都に連行することになると思うからよろしく頼む」

「わかりました。明日お待ちしております」

　数名の衛兵が領主邸の警護にあたり、残りの衛兵たちが襲撃者を連行していった。

　最後にカインとエナクだけが残った。

　エナクを優しく抱き上げお姫様抱っこをし、屋敷に戻る。屋敷では、騒ぎで起きてきたメイドが、騒動で驚き、アタフタしていた。ホールには数十人の襲撃者たちが倒れていて、さらに衛兵まで入ってきたら驚かないほうがおかしい。

「もう、大丈夫です。明日話しますから、今日はゆっくり休んでください」

　カインは、メイドたちをなだめて、客間に向かった。

　ダッシュとヒミカが寝ている部屋の扉を開けると、すでに二人は目覚めていた。

　二人ともエナクが連れ去られたことで、抱き合って泣いていた。

　扉が急に開き、カインが入ってきたことに驚き、そして、カインにお姫様抱っこされているエナクに気づいた。

「カ、カイン様……エナクは……」

　意識のないエナクを見たダッシュとヒミカは、もしかしたらと、最悪のことが瞬時に頭をよぎった。

「もう、全て終わりました。みんなには迷惑をかけてしまいましたね。申し訳ありません。エナクは無事です。今は意識を失っていますが、じきに目覚めると思います。今日はこの部屋でゆっくりと休んでください」

　カインが頭を下げたことに恐縮しながらも、エナクが無事と聞いて、二人は胸をなでおろした。

　カインは、優しくエナクをダッシュに渡した。

　エナクの顔は怪我もなくスヤスヤと眠っているようで、ダッシュとヒミカはお互い涙を流して眠っているエナクを抱きしめた。

「「カイン様ありがとうございます」」

　頭を下げる二人に、カインは頷き、そのまま部屋を出た。

　部屋に戻り、着替えたあと、ベッドへと潜り込んだカインはすぐに意識を手放した。

　そして長い夜が終わった。




　日が少し高く上がり始めた頃に、カインは目を覚ました。少し残る眠気を感じながら、ベッドから起きあがる。

　カーテンを開け、身体全体で日光を浴びながら、眠気を飛ばしていく。

　カインは寝間着から服を着替え、すぐに寝室を出て、従者たちを一堂に集めた。

　そして昨日あった出来事を説明していく。代官であったエライブが行ったことを話すと、一同絶句し、驚きの言葉さえでなかった。そして、そのうち新しい内政官が来ることを伝え、納得した従者たちは各自の持ち場に戻っていった。

　説明を終えたカインは、エナクたちが寝ている部屋に向かう。ノックをし、カインであることを告げると、すぐに扉が開いた。

　出迎えてくれたのはエナクだった。

「……エナク、良かった。目を覚ましたんだね」

　カインの中で安堵感が広がった。

　眠っているエナクをダッシュに渡したため、起きているのか心配だった。

「カインお兄ちゃん、朝の挨拶は『おはよう』だよ」

「うん、そうだね。おはよう。エナク」

　エナクに諭され、カインは頭を掻きながら挨拶をした。

「カインお兄ちゃん、おはよう！　入っていいよ！　って、ここカインお兄ちゃんの家だったね」

　エナクの元気な挨拶で、カインは笑顔が自然に出た。

　エナクに促され部屋に入ると、ダッシュもヒミカもすでに起きていた。

　服は襲われた時に、ボロボロになってしまったため、朝一番で、メイドたちが用意してくれたみたいだ。エナクを含め三人とも小奇麗な格好をしていた。

「ダッシュさん、ヒミカさん、昨日は僕のせいで、ご迷惑をおかけしてすみませんでした。宿のほうの修繕は、こちらでやらせていただきますので、それまでこの部屋でゆっくりしてください」

　カインは三人に向かって頭を下げた。

「頭を上げてください。領主様がそんなに簡単に、平民の私たちに頭を下げてはいけません」

「カイン様には助けていただきましたし。エナクも無事でしたし、私たちはそれだけで十分です」

　エナクだけでなく、二人にも諭されたカインは頭を上げた。

「二人共ありがとう。これから、この街を良くするように頑張るよ。みんなが住みやすい街にすることを約束する」

　カインの言葉に二人が頷いた。




　その後、皆で朝食を取った。貴族の食卓で食事をするのが初めての二人は、緊張しながらも食を進めている。エナクは美味しい料理に喜びながら食べている。

「カインお兄ちゃん！　これ美味しいね！　もっと食べたい」

「うん。じゃぁお代わりしようか」

　カインは、そっと給仕のメイドに目配せをすると、メイドは無言で一礼をし、新しくよそった皿を、エナクの前におく。優秀なメイドが揃っていることでカインは安心する。

「僕は今日、これから出掛けないといけない。王都にもいく必要があるから、多分、今日は戻れないかもしれない。少しの間、自分の家だと思ってゆっくりして欲しい」

　カインの言葉に、ダッシュとヒミカは恐縮しながらも頷いた。エナクはカインがいないことで、少し寂しそうにしていたが仕方ない。ダッシュもこれから宿泊客に説明をしなければならない。ヒミカとエナクが屋敷に残り、ダッシュは宿に向かうとのことだった。

「ごめんね、エナク。今日はお仕事をしないといけないんだ。昨日のことを陛下にも説明しないといけないしね。新しい代官も派遣してもらわないといけない。帰ってきたら遊ぼうね」

　食事を済ませ、カインは執務室に入り、今後のことを考えた。

　王都に行っている間、ここの警備のことを心配していた。闇ギルドのマスターは捕縛したが、その他全員を捕まえたわけでもない。もし、復讐でこの領主邸がまた攻められた時、衛兵だけでは守りきれない。誰か強いのがいないかと考えた。そして──すぐに思いついた。

「あ、丁度いいのがいた。警護くらいできるだろ」

『召喚サモン〝セト〟』

　執務室の中で魔法陣が浮かび上がり、額から角が三本出ている魔人──いや、魔王セトが現れた。

　相変わらず豪華な衣装を身に付け、マントを羽織っている。

「これはこれはカイン様、どうなさいました。もしかしてまたどこかで氾濫が!?　どこでも、魔王軍一同お供いたしますぞ」

「そんなこと頻繁にあったら困るよっ!!」

　いきなり突拍子もないことを言う魔王に、突っ込みを入れ、ソファーに座らせた。対面にカインも座る。

　そして、カインは自分が王都に行って、今回の事件のことを説明し、代わりの代官と司祭を派遣してもらう必要があることをセトに説明した。

「なんとっ!?　カイン様は、そのような事までお考えを。こうなったらこの街を拠点に独立……いや、一つの国の国王では小さすぎます。ここから世界の全てを掌握しましょう！」

「しないよバカ!!　ただの一領主だよっ!!」

　セトの斜め上の発言に、疲れたカインはソファーの背に寄りかかる。

　ため息をつきながら、もう一度説明をする。

「それで、セトには僕がいない間、この領主邸の護衛をしてもらいたいんだよね。僕がいればいいけど、さすがに王都にいると何もできないから。セトなら何がきても、ここの皆を守れるだろ」

　カインの説明にセトは頷く。

「それなら、わたしよりも適任者がおります。今から呼ぶ者を執事としてお使いいただければ、問題ないかと。わたしはこれでも一応王なので、そこまで気を遣うことができません。長い間、魔王城を空けるわけにもいきませんし。今、お呼びしますね」

『召喚サモン　〝ダルメシア〟』

　呼び出されたのは、白髪頭をオールバックにし、老齢に見える執事服をまとった、人族にしか見えない男だった。

「これはセト様、お久しぶりでございます。どういたしましたかな」

　礼儀正しいその男は、セトに向かって挨拶をする。そして、カインの方を向き身体を硬直させた。

　ただの子供にしか見えない少年は、神に近い存在だと、ダルメシアは一瞬で感じとった。

「こ、こ、この方は……」

　動揺しているダルメシアにセトが説明を始めた。

「この方はカイン様と言って、わたしの契約主でもあり、神の使徒でもあり、この世界を征服する神だっ！」

「征服はしないし、神は余計だよっ！！！」
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　二人の会話を聞きながら、ダルメシアは笑みを浮かべた。

　カインはセトではあてにできず、改めてダルメシアに説明をした。

「カイン様、以前は四魔将の一人でしたが、もう引退してのんびりしていたところです。よろしければ、ここの執事としてお使いください。これでも腕は鈍っておりません」

　ダルメシアは姿勢を正して、カインに深々と一礼した。

　王都のカイン邸は、コランが見ているから問題はないが、ここの領主邸の執事は誰もいなかった。

　今までは、エライブが全て手配してくれていたことで、特に問題はなかったが、今後はそうもいかない。優秀に見える執事服姿のダルメシアに、お願いすることにした。

　セトには早々に帰ってもらい、ダルメシアを屋敷に勤める従者たちに紹介した。もちろんダッシュやヒミカ、エナクにも紹介をしている。

　エナクは「おじいちゃん！」といい、ダルメシアに抱きついていた。その無邪気な子供にダルメシアは優しく頭を撫でながら微笑んでいる。安心してあとを任せることにして、カインは王都に戻る準備をした。

「それでは、行ってくるね。すぐに戻るつもりだから、それまでは頼んだよ」

「カイン様、いってらっしゃいませ」

　ダルメシアに挨拶したあと、王都の自分の屋敷に転移した。

　執務室に転移をし、廊下に出てコランの部屋に向かう。「コランいる？」とノックもせずに扉に手を掛けた。

　中から、二人の話し合う声がし、カインは扉を開けようとしていた手を止めた。

　聞こえてくるのは、コランとシルビアの声だ。

「……私は、シルビアさんが好きです。ただ──今はカイン様にとって大事な時。恋にうつつを抜かしている状態ではありません。しかし、カイン様が成人し、許可がいただけたなら──私と一緒になって欲しい」

　カインは、コランの衝撃的な告白をつい、聞いてしまった。

「──私も、コランさんは好きです。ただ、小さい頃からお世話をしていたカイン様を差し置いてという訳にもいきません。カイン様が成人するまでは、お互いに協力して頑張っていきましょう。それから──後の事を考えたいと思います。でも……コランさんの言葉、嬉しいです」

　コランとシルビアが相思相愛の話を盗み聞きしてしまったカインは思わず微笑んだ。しかも自分達の恋路より、カインの事を気遣ってくれることに胸を熱くする。

　シルビアは幼い頃からカイン専属のメイドとして、今まで育ててくれた。文字も教えてもらい、この世界の事も教わった。

　貴族の婚姻は早いが、平民ではすでに二十一歳は結婚適齢期となり、シルビアには幸せになって欲しいとカインも思っていた。

　カインは扉から手を離し、アイテムボックスから紙と筆を出す。そして一筆書いて扉の前に置いた。

　置かれた紙にはこう書かれていた。

『僕が成人したら、二人とも幸せになってほしい。　カイン』

　ドリントルで色々あって機嫌が悪かったカインだったが、二人の会話で気分を良くし、そのまま王城へ向かうために屋敷を出た。




　王城の入口で身分証を提示し、陛下や宰相に会いたいと告げる。

「カイン様は自由に王城に入って構わないと、陛下から承っております。応接室までご案内いたしますので、どうぞ」

「ありがとうございます」

　騎士と共に王城へ入り、案内されたいつもの応接室のソファーに腰掛ける。

　メイドから紅茶を淹れてもらい、のんびりしていると、マグナ宰相が部屋に入ってきた。

「待たせたな、カイン子爵。陛下とエリック公爵は、今、来客中だ。あとでお見えになると思う。それにしても急にどうしたんだ？　やはり、ドリントルのことか」

　マグナ宰相の問いにカインは頷く。

「実はドリントルで────」

　ドリントルであったことを、順番に報告していく。

　話が進むにつれ、マグナ宰相は眉間に皺を寄せ機嫌が悪くなっていく。

「──そこまでだったか……、それは済まぬことをした。陛下に代わってワシが謝罪しよう」

「それはいいのです。わざわざマグナ宰相が頭を下げる必要はありません」

「そうか、でも済まぬな。こちらの調査不足だ」

　申し訳なさそうな顔をしたマグナ宰相に、今後のことを相談する。

　今回の襲撃で、街の代官が不在になったこと、司祭も捕らえているので不在となっており、早急に代わりの司祭を手配して欲しいことを宰相に伝えていく。

「それなら、ちょっと待っておれ、今、陛下が打ち合わせしているのは、この国の教会を統括している司教殿じゃ。このまま説明しにいくぞ。済まぬがもう一度、先ほどの説明してくれ」

「わかりました……」

　宰相の案内で別の応接室に向かった。

　国王が打ち合わせしている部屋の前に着くと、宰相は扉をノックする。

「マグナです。陛下と司教殿に是非ともご相談が、カイン子爵もおります」

「──入っていいぞ」

　扉の反対側より、国王の声が聞こえたことで宰相は扉を開ける。

　そこには国王とエリック公爵、そして対面には、司祭よりも上等なローブを着た老齢の男性が座っていた。

「失礼いたします。急にお伺いして申し訳ありません」

　カインが部屋に入り、国王に頭を下げて伝えた。

「かまわん、カインは初めてじゃな。まずは紹介しておこう。このエスフォート王国の教会を取りまとめている、司教のハーナム殿じゃ」

　白に金糸をあしらった高級なローブを着た司教が、軽く頭を下げる。

「ハーナム司教、初めまして、ガルム・フォン・シルフォード・グラシアの三男で、カイン・フォン・シルフォード・ドリントルでございます。子爵を仰せつかっております」

　カインはハーナム司教に向かって、頭を下げて挨拶をする。

「エスフォート王国の司教をしておりますハーナムです」

　お互いの挨拶が終わったあと、マグナ宰相と席に座り、先ほど宰相に説明したことを、再度話していく。

「──まさか、うちの司祭がそのようなことを」

　ハーナム司教も、司祭が行っていた教会内部の豪華な装飾、違法と思われるほど高い治療費など、聞けば聞くほど怒りがこみ上げてくる。そして極めつけは領主邸襲撃だ。

　撃退されたとはいえ、襲撃した事実は変わらない。司教だけの判断では収まらず、本国マリンフォード教国まで連絡しなければいけない事案であった。

「現在、他の首謀者たちと一緒に、ドリントルの詰所の牢屋に入ってもらっています」

　カインの説明に司教は怒りを収めるために大きくため息をついた。

「教会の関係者がご迷惑をおかけした。本当に申し訳ない。私のほうも本国まで詳細を送らせていただく。陛下、カイン子爵、この度はご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。教会を代表して謝罪させていただく」

　ハーナム司教が国王とカインに向かって深々と頭を下げる。

「それで、新しい司祭の派遣をお願いいたします」

　現在、司祭が誰もおらず、病気や怪我の治療さえできない状態であり、早々に対応するのは領主の職務でもあった。

「教会本部に戻ったら、すぐに手配いたしましょう。明日の朝にはドリントルに向かわせます」

「ありがとうございます。お手数おかけいたしますが、よろしくお願いいたします」

　カインの願いに対して、ハーナム司教は頷く。

「それで陛下、今回、代官と闇ギルドマスター、冒険者ギルドサブマスターについては、王都に連行するつもりです」

　カインの話を聞き、国王は頷く。ここまで大掛かりな不正については、一領主では処分できない。王都で裁判に掛けて、今までの不正を暴く必要がある。

「代わりの代官については、少し時間をくれ。マグナを含め検討しないといけない」

「わたしも学園があるので、そこまでは待てませんがお願いいたします。ただ、父のガルムから内政官を派遣してもらえるとのことで、決まるまでは代行してもらうかもしれません」

　国王はガルムから派遣される内政官と聞き、手を顎に当て考え始めた。

「わかった。これから検討をする。明日、学園が終わったら、また城に来るがよい」

「わかりました。また明日、お伺いさせていただきます。今日はこれで失礼いたします」

　カインは頭を下げ、応接室を退出した。

　そして、王城を後にし、次の報告する場所、冒険者ギルドへと向かった。




　冒険者ギルドは、昼時ということもあり、閑散としている。

　冒険者たちは日中、依頼に出ているので、混む時間は朝と夕方となっている。

　カインは、いつも世話になっていたレティアを見つけ、カウンター越しに声をかけた。

「レティアさん、こんにちは。これからエディンさんと話ができますか？」

　レティアは、カインに気づき微笑み返す。

「カイン様、こんにちは。今日は、ギルドマスターは執務室におりますので、確認してきますね」

　レティアは隣に座っている受付嬢に一言伝言し、奥へと消えていった。

　待っている間、カインは依頼の掲示板を眺める。王都の依頼は討伐よりも護衛の依頼が主となっている。近辺の魔物は騎士の訓練のために日常的に狩られているため少ないのだ。

　少ない討伐の依頼を探していると、レティアが迎えに来た。

「カイン様、ギルドマスターがお会いになるそうです。ご案内いたします」

　レティアに案内され、エディンの執務室に向かう。

　ノックをし、扉越しから許可の声が聞こえると、扉を開けて中に入っていく。

「カインくん、今日はどうしたのかな」

　カインは勧められたソファーに腰掛けて、前日までの出来事を説明していく。

　話が進むにつれ、エディンの眉間には皺が寄っていく。

　力強く手は握られており、カインの話が終わった時にはエディンの表情は怒りに満ちていた。

「──カインくん、申し訳ない。ドリントルがそこまでひどい状態だとは思わなかった。リキセツは脳筋だが、まっすぐな性格なのは知っている。だから、優秀なサブギルドマスターをつけていれば平気だと思っていたのだが、まさかそのサブギルドマスターが不正をしていたとは……」

「それで、ギルドの立て直しで、誰か優秀な人をつけていただけないかと相談にきました」

　カインもリキセツのことは嫌いではない。まっすぐな性格なだけで、優秀な助手がつけば、問題ないと思っている。今回の責任は多少なりとは取ってもらわないと仕方ないが。

「わかった。すぐに王都のギルドから手配しよう。私も一緒にドリントルに同行しよう。今回の件に関しては、王都本部のギルドマスターとしても容認できることではない。用意出来次第、今日にでも向かうことにする」

　エディンの顔は今まで見たことないくらい真剣だった。それほどまでに怒っているのだろう。

「エディンさんは王都から離れても大丈夫なのですか」

　王都本部のギルドマスターとは、その国で展開されている冒険者ギルドの総括でもある。そんな人がドリントルの街へ向かうにあたり、数日、王都を空けることになってしまう。

　カインは秘密の話を打ち明けることにした。

　転移魔法については伝説とは言われているが、国王より秘密にしろとは言われていない。将来の義理の兄として信頼をしている。

「エディンさん、実は──提案があります。ただし、これから起きる事に関しては内密でお願いします」

「義弟カインくんの事だからね、それに関しては約束するよ」

　エディンの言葉にカインは頷いた。

「実は──」

　カインは転移魔法により、一瞬でドリントルに行けることを説明した。

「それはありがたい！　それにしても、伝説と言われている、転移魔法まで使えたとはね。それなら、今日中にドリントルに行ける。出来れば、新しいサブギルドマスターも連れて行ってもらえないかな？　口外禁止については徹底させる」

「わかりました。では、人選が終わったらすぐにでも」

「二時間後に、また迎えに来てくれるかな。それまでに用意しておこう」

　カインは最後にエディンとがっちりと握手をし、執務室を退出した。

　他に特に用事もなかったので、一度、屋敷に戻ることにした。

　扉を開けて中に入ると、コランとシルビアが恐縮した表情でホールに立っていた。

「カイン様、さ、先ほどはすみませんでした。──まさか聞かれていたとは……」

「カイン様、申し訳ございません」

　二人とも頭を深々と下げてカインに謝罪をする。

「うん？　別に構わないよ。年頃だし、二人だったら問題はないよ。シルビアもコランだったら安心して任せられるし。ただ……今は領主として大事な時なんだ。だからもう少し待っててね」

　笑顔のカインにほっとして二人は胸を撫で下ろす。

　シルビアは、カインが産まれて間もない頃からカインの世話をしている、カインにとって特別なメイドだ。

　だからこそ、気持ちを打ち明けたことで、解雇されるかもしれないと思っていたコランは心底安心した。

「結婚していい時になったら、僕から言うよ。僕もお祝いしたいしね」

　カインは二人に伝えると、二人とも顔を紅くする。

　執務室に戻ったカインは机に座り、決裁が必要な書類に目を通していく。

　さすがにコランは優秀なので、書類が良くまとまっており、問題なく次々に印を押していった。

　全ての書類に印を押し終わったカインは、椅子に寄りかかり腕を上げて身体を伸ばす。

「やっと終わったぁ……そろそろギルドに行く時間かな」

　決裁を済ませた書類をまとめ、完了の箱に入れていく。

　カインは立ち上がり、再度身体を伸ばしてから執務室を後にする。

　コランとシルビアには、ギルドに向かった後、今日はドリントルに泊まることを告げた。

　屋敷を後にし貴族街を歩いて抜けていく。冒険者ギルドについた時には夕暮れ時となっていた。

　ギルドに入ると、なぜかレティアが不機嫌そうな表情をしホールで待っていた。

「カイン様、お待ちしておりました。ギルドマスターがお待ちです」

　レティアの案内でエディンの執務室に向かう。レティアはいつもと違い硬い表情のままだ。

　ノックをし、確認したあとに扉を開け入室する。

　カインはエディンの対面のソファーに座る。そして──レティアがエディンの横に座った。

　すでにソファーの横には、大きな荷物が置いてあった。

「レティアにドリントルに行ってもらおうと思ってな。冒険者ギルドでもサブギルドマスターになるためには、それなりの経験が必要となる。レティアはこの王都ギルド本部のチーフも務めているくらいだから、問題はないと思ってね」

「改めて、レティアです。この度、王都ギルド本部から、ドリントルのサブギルドマスターになることになりました。えぇ、わたしは独身ですし、寮住まいですからね。どこに行くのもすぐですよ」

　レティアは自嘲気味な挨拶をしたあとに、エディンに棘のある視線を送る。

　カインは知らない人が担当になるより、顔見知りのレティアがドリントルへ異動となることに笑みを浮かべた。

「僕もレティアさんが、ドリントルのサブギルドマスターになってくれるなら、心強いです。知っているので話しやすいですし。レティアさん……よろしくお願いしますね」

「カイン様、こちらこそよろしくお願いいたします。精一杯頑張ります」

　カインの笑みにレティアも自然と頬を緩ませた。

「カインくん、こちらは用意できている。出来れば早く行きたいんだが……」

「では、行きましょうか。レティアさんの荷物は、僕が預かりますね」

　カインはアイテムボックスの中にレティアの荷物を入れる。いきなり荷物が消えた事にレティアは目を見開いた。

「カイン様は……アイテムボックスまでお持ちなのですね……」

　レティアの呟きを流しながら、二人に近づくように伝え、肩に手を置き魔法を唱える。

「では、行きますね。『転移』」

　ギルドの応接室にいた三人はその場から消えた。

　一瞬で視界が変わり、ドリントルの門の近くに転移を行う。

　二人とも初めての転移に驚きを隠せない。

「──これが伝説の転移魔法か……」

「本当に一瞬ですね……。今まで馬車で移動していた時間は、なんだったんでしょうか」

　惚けている二人にカインは声を掛ける。

「ほら、街へ行きますよ」

「──そうだな。行こうか」

　三人はカインを先頭に門に向かっていく。

　門の衛兵にカインは声を掛けた。

「お疲れ様、通っていいかな」

　カインを領主だと知っていた衛兵は、いきなり現れた領主に目を見開き直立不動で敬礼をする。

「?!　これは領主様!?　どうぞ!!　あ、後ろのお二人は……」

「後ろの二人は、王都のギルドマスターのエディン殿と、ギルド職員のレティアさんだ」

　カインの言葉に二人が身分証明書を提示する。もちろんギルドカードだ。職員用のギルドカードは、魔力を流すと名前などの他に、ギルド職員ということが表示される。

「確認させていただきました。ドリントルへようこそ」

　身分証を確認した衛兵は、礼儀正しく頭を下げる。

　その横を三人が通り過ぎ、街へ入っていく。

　街並みを見た二人は、賑やかな人の動きに感心をする。

「やはり、冒険者の街だね……賑やかだ」

「わたしも、もっと酷いのかと思っていました」

　二人に街を案内しながら、冒険者ギルドまで到着する。

「この街の冒険者ギルド会館は立派だね。さすが登録人数が多いだけあるな……」

　エディンは建物の外観を眺めながら、そう呟いた。

　中に入ると、夕方のかき入れ時であろうか、冒険者たちで溢れていた。奥の酒場からもジョッキを傾けて賑やかにしているのが見て取れる。

　カインが中に入ったところで、冒険者たちの視線がカインに集まった。

　その中には、先日の訓練場での出来事を、観客席で飲みながら観戦していた冒険者たちも多数いたらしく、カインの顔を見るなり腰を抜かして後ずさる。

　知らない冒険者たちは、逆にその姿を見ながら、指差して笑っている。

　そして、三人を品定めする冒険者たちもいた。知らない人からすれば、子供とエルフと綺麗な女性のパーティーとも思える。

　カインを含め、三人はそのまま中に入っていき、カウンター越しに声をかける。

　対応したのは、以前にも声を掛けたことがあるオーラだ。

「すみません。ギルドマスターと面会したいのですが」

「カイン様!?　ギルドマスターにすぐに聞いてきます」

　声を掛けられたオーラは、笑顔で奥に消えていく。その姿を、他の受付嬢が悔しそうな顔をしながら見ていた。

　少し待っていると、奥からすごい勢いで、ギルドマスターであるリキセツが出てきた。

「これはカイン様！　お待たせいたしまし──」

　カインの横には、もちろんエディンがいる。リキセツはエディンの顔を見て、一瞬にして固まった。

「と、と、統括!?」

「やぁ、リキセツ殿、久しぶりだね。色々と話をしにきたよ」

　エディンが来たことによって、リキセツは直立不動でピクリとも動かない。

　元Ｓランク冒険者のリキセツでさえ、エディンには頭が上がらない。

　周りの冒険者や受付嬢たちも、リキセツの動揺ぶりに驚き、視線が一箇所に集まる。

「王都のギルド統括であるエディン様が、なぜ……ドリントルまで!?」

「それはもちろん、義弟カインくんに聞いたからだよ」

「ここではなんですし、応接室にご案内いたします。こちらへどうぞ」

　にっこりと笑うエディンに、リキセツは冷や汗をかきながら、カイン以上に丁寧に対応していた。

　リキセツを含めた四人が、奥へ消えていき、周りにいた人たちが一斉に騒ぎ出す。

「なんだ、あいつらは!?　あの、鬼のリキセツがあそこまでヘコヘコするなんて」

「あのガキ、何者なんだっ!?」

「あいつは悪魔だよ。あのガキが訓練場を、あそこまで破壊したんだぞ。まさに『銀髪の悪魔シルバーデビル』だよ」

「「「「マジかっ!?」」」」

　受付嬢たちは、リキセツではなく、エディンとカインの話になった。

「あ、あれって……。王都のギルド統括マスターのエディン様よね、王都で一度だけ見たことあるわ。それに後ろにいたのは、王都ギルドでチーフのレティアさんだったよね。そんな人と一緒にいるなんて……」

「「「「カイン様って、いったい何者!?」」」」

　カインたちがいないところで、ギルド内では噂話で盛り上がっていくのだった。

　そしてカインの知らない間にありがたくない二つ名がついた瞬間だった。




　ギルドマスターの執務室にはリキセツ、エディン、カイン、レティアの四人が座って顔を合わせている。

　リキセツに事情を聞くと、事件については何も聞いていないらしく、ただ、衛兵よりベティを捕らえたと伝えられただけであった。

　そのときは激高してしまったが、理由については、後日、領主様から説明があると聞き、落ち着きを取り戻したということだった。

　カインは今回のことを、最初からリキセツに説明していく。

「──まさか、そんなことが……」

　ギルドのサブギルドマスターが、代官と司祭、闇ギルドとまで結託し、領主邸に襲撃をかけたのだ。

　現役のＡランク冒険者もいることで、簡単に済むことではない。カインの実力で無傷で済んでいるが、場合によっては貴族と冒険者ギルドが対立することになる。

　ドリントル支部長のリキセツだけの問題ではなく、王都にいるエディンにまで迷惑をかけることになる。

　だからこうしてエディンがドリントルの街まで来たのだと、リキセツはすぐに理解をする。

　リキセツは真相を聞くと、床に手をついて土下座をし、頭を擦り付ける。

「カイン様、統括、この度は本当に申し訳ございません」

「──リキセツ殿、今はこれからのことを話し合わないといけない。だから僕が王都から出てきたんだ。ここにいるレティアを、ドリントル支部の監察官兼サブギルドマスターとする。そして、君は責任を持って、この街の冒険者たちをまとめてくれ。処罰については、その働き具合で決定とするよ。それまで保留とする。カインくんもそれでいいかな？」

　リキセツは、エディンの決定に土下座しながら「はい」と返事をする。

「エディンさん、それでいいですよ。僕はリキセツ殿が悪い人ではないと知っていますし。少し短気なとこがありますけどね。今回の件は、代官が主犯ですから。それに巻き込まれたという形にするつもりです。もちろん国にも責任をとってもらうつもりです。今度はレティアさんがいるので、ギルドについては安心できますしね」

「そっ、そんな事言っても、何も出ませんよっ！　これから帳簿関係から過去の資料を調べていかないといけないのだから。仕事は明日から始めるとして、まずは職員たちにも紹介してもらわないとね」

　カインからの期待の言葉に、レティアは少し照れた顔をしたが、すぐに顔を引き締め直した。

「では、まず、職員たちに紹介いたしましょう。今日はベティがいないことで、全員出勤しておりますので」

　皆が頷くとリキセツは立ち上がり、ホールに案内する。

　四人がホールに戻ったことに、また職員たちは色めき立つ。

　リキセツは職員に向かって説明を始めた。

「皆、忙しい中すまない。少し手を休めて聞いてくれ。サブギルドマスターであったベティだが、不正行為をしたことにより、現在、衛兵の詰所で捕らえられている。まだ詳細については不明だが、今後、王都に連行され、取り調べが行われることになると思う。二度とここに戻ってくることはないと思ってくれ。……それだけは確かだ」

　リキセツの言葉に、職員たちが驚く。皆、ベティの不正を知らなかったのだ。しかも二度と戻らないということは、重罪か死罪を意味することとなる。職員の皆が唾を飲みこんだ。

　そしてリキセツは、言葉を続ける。

「この度、王都からエスフォート王国冒険者ギルド統括マスターであられる、エディン様がこの件についてお見えになった。そして、新しくこの街のサブギルドマスターには、王都ギルドより来られたレティア殿が就任する。又、ギルド内部の監察官も兼務する。皆、よろしく頼む」

「王都ギルドから派遣されたレティアよ。仕事をするのは明日からになると思うけど、よろしくお願いしますね」

　レティアは一歩前に出て、職員たちに軽く頭を下げて挨拶をすると、一斉に拍手が沸き起こった。

　レティアのことを知っている職員や受付嬢たちは、うれしい悲鳴を上げた。それほどまでに人気なのだそうだ。また、ホールにいた冒険者たちも、レティアの美貌に見惚れていた。誰が見てもレティアは、王都の洗練された色気がある大人の女性であった。

　そして王国のギルド統括マスターのことを、直接、見ることが出来たことで、また騒ぎ出す。

　そこに空気を読まない受付嬢のオーラが手を上げて質問する。

「あの……すみません、ギルドマスター。エディン様とレティア様がいるのは、先ほどの説明で良くわかっていますが、なぜ、カイン様がそこに並んでいるのですか？」

　カインについては、冒険者ギルド職員であっても、Ａランクの優秀な子供の冒険者ということしかわかっていない。

　受付嬢たちの間では、優秀な冒険者は稼ぎが違うことを知っている。まだ成人もしていない子供でＡランクということは、将来Ｓランクに上がる可能性も高い。もし捕まえることができれば、今後の生活は安泰となる。まして、カインの見た目はまだ十二歳ながら、貴族の子息とも思える銀髪の美少年だ。受付嬢たちからしても、狙わないという選択肢はない。

「それは、僕はただの知り合いの冒険者だ──」

「カイン様は、この街の領主様である！　カイン・フォン・シルフォード・ドリントル子爵様だ！」

　カインは、知り合いで通そうと思ったところで、リキセツが意気揚々と説明をした。




「「「「「「「「えっ、えっ、えぇえええええええ！！！！」」」」」」」




　ホールの中が、今日一番の騒ぎになった。

　ギルド職員たちだけではない。

　先ほどまで『銀髪の悪魔シルバーデビル』と、噂していた冒険者たちもだ。

　冒険者たちは「あの凶悪なのが、今度の領主かよ……」などと囁いている。

　カインが訓練場を破壊したことについては、観客席にいた冒険者達は、酒のツマミとしてあの時の出来事を口々にしていた。『子供に見える銀髪の悪魔には気をつけろ』と。

　その少年が実は貴族であり、領主であることに、冒険者たちはさらに驚愕の表情をする。

　隠していたことを、まったく気づいていないリキセツは、何があったのかわかっておらず、皆が騒いでいたことに困惑していた。

　脳筋リキセツのせいでバレてしまったことに肩を落とし、大きくため息をついたあと、カインは自己紹介をする。

「すみません、自己紹介をしてませんでしたね……。僕はカイン・フォン・シルフォード・ドリントルです。先日、この街の領主になりました。まだ新人領主になりますので、皆さんよろしくお願いしますね」

　自己紹介を終え、カインは優雅に一礼する。

「玉の輿かと思ったら、領主様だったじゃない……」

「あの年で、領主様でＡランクなんて……ジュル」

「ますます頑張らないといけないわね……年上平気かしら」

「もしお手つきにでもなれたら……」

　受付嬢たちは、肉食獣の目をしながら、カインに向かって熱い視線を送りはじめた。

　すでにバラ色の妄想をしている受付嬢すらいた。

　そんな受付嬢たちの様子に気づいたエディンは釘を刺す。

「カイン子爵は、僕の妹で近衛騎士団長でもあるティファーナと婚約予定だから、空きはないからね」

　エディンは悪びれることもなく、カインの婚約者のことをバラした。

　未だ内密に決定しているのはテレスティアとシルクについてだけであり、これは政治上で問題があるからそうなっている。ティファーナについては、すでに実家の了承も出ており、公表しても何も問題はない状態である。

　近衛騎士団長は公爵家令嬢だということは知られている。エルフで美しい令嬢でありながら、武力に関しても国内最強と言われ、国民のほとんどが知っている。

　ギルド職員ならば、その情報を知っており、さすがに公爵令嬢には勝てないと、受付嬢たちはガックリと肩を落とした。

　婚約のことをバラしたあとに、エディンはカインに向かってウインクをする。

「これで悪い虫はつかないよ」

　そう小声で囁いた。

（悪い虫はつかないけど、誰も近くに寄れないよ！）

　紹介が終わったあと、挨拶をしてからギルドを出て、領主邸に向かうこととなった。

　転移魔法で来たため、宿も予約しておらず、まだ客室が空いている領主邸を勧めたのだ。

　レティアについても、急に決まったことで、まだ寮に入ることができずにいたので、当面の間、領主邸からギルドに通うことを許可した。

「今までの寮生活がウソみたいっ！　少しの間だけでも、この生活を楽しむわっ」

　案内された部屋を見て、喜んでいるレティアを見ながら、エディンはため息をつく。

「ごめんね、カインくん。少しの間だが、面倒をよろしく頼むよ」

　レティアを案内したあとに、エディンと応接室で打ち合わせをした。

　カインの後ろには、執事服姿のダルメシアが控えている。

「ダルメシア、問題はなかったかい？」

　カインの答えに、ダルメシアは一礼をしてから答える。

「はい、特に問題はございませんでした。建物周囲についても監視をしておりますが、怪しい者はおりません。ダッシュ親子についても、身体の調子も大丈夫かと思われます」

　エディンはダルメシアの事を一瞬見上げ、視線をカインに戻すと口元を緩ませる。

「カインくんの屋敷は、ずいぶん凶悪な執事がいるんだね」

　エディンの言葉に、カインは冷や汗をかいた。まさか気づくとは思わなかった。

「これはこれは、エディン様、私はもう現役を引退した身、ただの執事でございます。そのような事を言われても困りますな」

　エディンの言葉を流すように、ダルメシアは軽く笑う。

「うーーん。そういう事にしておこうか、まぁこれならカインくんがいなくても、この屋敷は安心だね」

「明日の朝一番で、王都に送ればいいのですよね？　僕も明日は学園があるので、早めに出る予定です」

「そういや、まだ学生なんだよね。もう卒業しちゃって領主に専念したほうがいいのでは？　領主と一緒に冒険者をしてくれると、指名依頼を出せるから僕は助かるのだけどな」

「さすがにそれはできませんよ、まだ一年生ですから」

「たしかにそうだな」

　二人が笑いながら雑談を続けているうちに、夜は次第に更けていった。




　朝を迎え、食卓のテーブルを皆で囲む。

　エディン、レティアはもちろん、ダッシュ、ヒミカ、エナクもいる。

「今日から、学校が始まるから、また週末にこちらに来る予定になります。宿の修繕は依頼してあるので、出来上がったらこの屋敷に連絡がくると思います。来週まではゆっくりしていてください。何かあれば執事のダルメシアに聞いてもらえれば大丈夫です」

　ダルメシアはカインの後ろに立ち一礼をする。

　皆は頷くが、相変わらずエナクは、カインがいなくなることに寂しそうな表情をする。だが、カインは学生なので仕方ないことだった。

　食事を終え、挨拶をしたあと、エディンと共にギルドの執務室に直接転移することにした。ここなら直接でも問題ないと、エディンから言われたからである。

「カインくん、また近いうちにドリントルに行くことになると思う。その時はよろしくね」

　転移魔法で一瞬にして行けるのを味わえば、馬車に二日間も揺られて行くという苦行は、もう耐えられないようだった。

「そんなに多用していると、他のところに行けなくなりますよ」

「たしかにそうだね。僕も気をつけるよ」

　二人は笑いあったあと、カインはギルドから屋敷に転移した。

　一度、屋敷に戻り、制服に着替えた後、学園に向かう。

　休日はゆっくりと休むものだが、領地で色々とありすぎて、カインにとっては学園が一番の休息場所になっていた。

　まだ朝なのに疲れ果て机に伏せ手を前に伸ばしている。

「週末に色々ありすぎた……。もう疲れた」

「もうカイン様ったら、週明けの朝からそんなに疲れ果てた顔をして……」

「カインくん、まだ十二歳とは思えないよ」

　心配そうに覗き込んでくるテレスティアとシルクがいたが、元気よく返事をする余力は、あまり残っていなかった。手を上げて返答をしてからまた机に伏した。

　授業を受けていたが、窓際の一番前の席で、暖かい日を浴びながら、カインはほぼ夢の世界へ旅立っていた。

　授業で行っていたことは、すでに理解しており、特に問題はない。

　授業を行っている教師たちも、エリック公爵から学園長へ連絡がいっており、特に気にしている様子もない。

　そして一日の授業が全て終わる。




「テレス、今日は陛下とこれから打ち合わせなんだ、また乗せていってもらえないかな？」

「もちろんいいですわ！　私もカイン様と一緒にいれるのでうれしいです」

「テレスいいなぁ。私もたまにはカインくんと一緒の馬車で帰りたい」

「少し落ち着いたら、今度街に買い物に行こうよ！」

　シルクの少し寂しげな顔が気になったので、カインは二人に提案をした。

　その瞬間、二人の顔はパーっと花が咲いたように笑顔になった。

「絶対行きましょう！　楽しみにしていますね」

「それならいいかなぁ、約束だよ」

　笑顔のシルクに別れを告げ、テレスティアの馬車に乗り込み王城へと向かった。

　王城につくと、いつもの応接室に案内され、メイドから出された紅茶を楽しんでいた。

「待たせてすまんな」

　マグナ宰相と父のガルムが入ってきて、そして少し遅れて国王が部屋に入る。

「ガルムから内政官については聞いた。人格的にも問題ないから、そのまま代官として就任させるように決めたぞ」

「もう王都に着いているので、もうすぐ来るはずだ。〝アレ〟なら問題ないはずだ」

　まだ会ったことのない、代官となる人を想像しながら、四人で今後の対応について話し合った。

　扉がノックされ、メイドが新しい代官が来たことを告げた。

　部屋に通されてきたのは、青い髪をした、まだ二十歳前の青年である。

　そして、カインは目を見開き驚いた。

　応接室に入ってきたのは、ガルムの次男でもあるアレク──アレク・フォン・シルフォードだった。カインより八歳年上で二十歳になる。父親のガルムと同じ青い髪で、少しほっそりとした美男子である。元々、ジンの手伝いをするために、学園に通っていた時も、内政科を選択し街づくりや運営を学んでいた。
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　アレクは入室し、まずは国王や宰相に対し、姿勢を正し頭を下げて挨拶をした。

「アレク・フォン・シルフォードでございます。ガルムの次男になります。この度は代官の打診をいただき、ありがとうございます」

「うむ、そちなら問題はなかろう。カインの非常識のストッパーになってもらえればと思う」

　国王がカインを横目にため息をつきながらアレクに座るように促す。

「アレク兄様じゃないですか！　グラシア領でジン兄様の手伝いをするって言ってましたよね」

「いやぁ、グラシア領は落ち着いていて、やることがあまりないんだよね。父上から話が来たときに、色々と仕事が出来そうな気がして、すぐにＯＫを出したよ」

　アレクはカインの隣に座り、協議がまた再開した。

「教会については、司教から新しく司祭が派遣されることになると思う。その時に教会の監査官も同行し、今までの帳簿関係を調べるそうだ」

　マグナ宰相から今後の教会についての対応が説明される。

「冒険者ギルドについては、昨日ギルドマスターのエディンさんと一緒に、ドリントルに行きました。王都ギルドから一人派遣されてサブギルドマスターと監査官を受け持つそうです。ドリントルのギルドマスターについては、今回の件については何も知らなかったとのことですが、責任者として処分を受ける必要があると聞いています。ただし、現状は処分保留とし、今後の働きをもって処分内容を決めるとのことでした」

　カインは国王らに昨日の出来事を説明していく。

　説明が終わると皆頷くが、一人だけ挙手をした。

「すみません。少しよろしいでしょうか」

　口を挟んできたのはアレクだった。

「昨日今日の話をしているのですが、ドリントルは王都から馬車で二日の距離にありますよね。距離が離れているのに、とてもタイムリーな話に聞こえるのですが……。しかも、今回、内政官から代官にという話は受けましたが、詳細は聞いておりません。街で何かあったのですか……」

　アレクの言葉に、皆がため息をつく。

「──アレク、カインはな、かなりの規格外だ。今はなき伝説の魔法とされている転移魔法を取得し、一瞬にして王都とドリントルを行き来しておる。先日あったグラシア領の氾濫においても、王都とグラシアを行き来しておったぞ。それにな、ドリントルの領主になった途端、ギルドの訓練場を破壊し、教会にケンカを売り、裏で糸をひいてた前の代官と闇ギルドをまとめて倒してしもうた。今、衛兵の詰所には、五十人以上が捕らえられている状態だ」

　ガルムは呆れながら、アレクに今まであったことを説明した。

　アレクは聞いている途中から、信じられないような顔をし、ガルムとカインの顔を見比べる。

　国王を含め、宰相もガルムの説明に同意し頷く。

「そんな……。可愛い弟だと思っていたら、そこまでやっていたとは……」

　さすがにアレクもカインの非常識さに驚きの表情をする。

「だから、ワシがさっき言っただろう。カインの非常識さのストッパーになって欲しいと」

「──そういうことだったのですね……」

　国王の言葉にアレクは苦笑しながらも頷いた。カインとしては何が非常識なのか意味がわからなかった。ただ、正しいことをしただけだと思っている。領主としてドリントルの街を良くしていこうとした結果なだけだ。

「そんな、人を非常識の塊みたいな言い方をしないでください！　ただ、悪い奴らを退治しただけですから」

「「「それはない!!」」」

　国王、マグナ宰相、ガルムの声が重なった。

　自覚はないのに、非常識だと言われ、カインはガックリと肩を落とす。

「そういえば、カインよ。お前が王都にいる間、街は平気なのか？　闇ギルドの残党どもが領主邸を襲うかもしれんじゃろ」

　国王の質問に対し、カインは気にした様子もない。

「その件については、大丈夫です。強力な執事を召喚しました雇いましたから。百人の襲撃があっても平気だと思います」

　淡々と答えたカインに、一同は冷や汗をかく。絶対にこいつは何かをやっていると確信を持つ。

　実際にカインは前回、召喚魔法で魔王を呼び出し、契約した前科があるのだ。

「──お主、また何かとんでもないものを呼び出したのか……」

　国王の冷たい声がカインに突き刺さる。

　その瞬間、カインは目を泳がせた。腹黒貴族と長年やりあっていた国王や宰相である。まだ経験の足りないカインのその表情に気づかないはずがなかった。

「カイン！　お前、絶対に何かやっただろ！　白状せいっ!!」

　国王は机を両手で叩いて、カインに詰め寄る。

　カインは皆からの冷たい視線を感じて、肩を落とし観念した。

「執事は僕が呼び出したわけではありません。最初、契約しているセトを領主邸のボディーガードに使おうと思ったのですが、自分の仕事魔王の仕事が忙しいらしく、代わりにセトの紹介で、将軍を引退した人に執事をしてもらうことになったのです」

「お主、セトと言ったな……。セトとは……前に契約した魔王じゃろ!!　その部下の元将軍を執事として使ってるのかっ!!」

　カインの言葉に、国王は魔王の部下を執事にしていると聞いて、さらに詰め寄る。

　マグナ宰相と父のガルムはすでに諦めた顔だ。

「あれだけ……、あれだけ非常識なことをするなと、何度言ったらわかるんだ!!」

　国王は顔を真っ赤にし、最後は疲れ果てたように、席に力なく座った。

「──もう良い。ドリントルはお主の好きにしていいぞ。お主に真面目に話すのは疲れたわい。ワシは少し寝室に戻って寝る……」

　肩を落とした国王は、無言のまま部屋を出て行ってしまった。

　ガルムとマグナ宰相は頭を抱えている。

「──カイン、君がどれだけ非常識なのか、この場だけで良くわかったよ」

　爽やかな笑顔を向けてきたのは、アレクだけだった。












３　優秀な人たち








　カインとアレクの二人は、王城を後にする。

　テレスの馬車で王城まで来たので、王城から馬車を出してもらい、屋敷まで送り届けられた。

　二人を送迎するのは近衛騎士団の馬車だ。

「いつもありがとうございます」

　カインは近衛騎士たちにお礼を言い、アレクと共に馬車を降りる。

　騎士はカインに手を振り、王城へと戻っていく。

「カインはいつも、近衛騎士に送ってもらっているのかい？」

「自分の馬車で行かない時は、いつも送ってもらっていますね。訓練に付き合わされることもありますけど……」

「カイン、普通はね、近衛騎士団を送迎で使える貴族なんて誰もいないのだよ。近衛騎士団は王城の警備や王家の警護などを受け持っている。それを送迎で使っているとは……」

　アレクは額を手で押さえ、大きくため息をつく。

　二人は屋敷に戻ったあとに、すぐに応接室で打ち合わせをすることになった。

　カインの要望として、ドリントルの全住民の戸籍を作りたいこと。スラム街の解体をし、職業に就かせること。孤児のための施設を作りたいことをアレクに説明する。カインは前世の知識でも領地経営などしたことはないのだから、基本的な事はアレクに頼るしかない。

「住民がそこまで多くないドリントルなら可能だろうね。最初に説明受けたときは三千人と聞いているが、冒険者を除けばもっと少ないからね。あとはドリントルに行ったあと、調べながらやっていくよ。これからドリントルに行けるかな」

　アレクの問いにカインは頷く。

「代官邸をそのまま使ってもらって構いません。平日は学園に通うので、終わってから毎日領地に行くようにします」

「うん。それでいいよ。日中は僕のほうでやっておくよ」

　二人の打ち合わせが終わったあと、執事のコランにドリントルに向かう事を話し、そのまま転移した。

　二人の視界が一瞬に変わる。ドリントルの領主邸の執務室に一瞬で着いた。

「本当にあっと言う間に着くんだね。これなら王都とドリントルの行き来でも問題ないか」

「まずは、ドリントル領主邸にいる人たちを紹介しますね」

　そう言ったところで、執務室のドアがノックされた。

　許可を出すと部屋に入ってきたのは、ダルメシアだった。

「カイン様、お戻りになられたと感じましたので」

　さすが魔王軍の元将軍なだけあり、気配察知は優れていた。

「あぁ、ダルメシア。今、戻ったとこ。紹介するね、これから代官に就任することになった、アレク兄様だ」

　カインの紹介で、アレクが一歩前に出て軽く目礼をする。

「カインの兄で、アレク・フォン・シルフォードだ。ダルメシア、これからよろしく頼む。それにしても随分優秀な執事だね」

　アレクの言葉に笑みを浮かべた後、一礼する。

「ただの現役を引退した爺でございます。アレク様、この屋敷の執事を任されております、ダルメシアでございます。もうすぐ夕食の支度も調ととのいますので、ご一緒にいかがですかな。レティア様も先ほどギルドからお戻りになられましたし」

「ありがとう、それはいいね。アレク兄様のことをみんなに紹介したいしね」

「それでは、用意ができましたら、またお呼びいたします」

　ダルメシアは一礼したあとに、部屋を出て行った。




　そして、夕食の用意が整い、ダルメシアが呼びに来たので、アレクと一緒にダイニングへ向かった。

　ダイニングには、ダッシュ夫妻とエナク、レティアがすでに席に座って待っていた。

　来週まで来る予定ではなかったカインが現れたことに、エナクは笑みを浮かべた。

「今回、この街の代官を勤めることになった、アレク兄様だ。これから隣の代官邸に住むことになる」

　まず、皆にアレクの事を紹介した。今後、レティアと共にこの街の舵取りを行っていく必要がある。

「アレク・フォン・シルフォードだ。この度、この街の代官に就任することになった。以前はグラシア領で内政官をしていた。ここにいるカイン子爵と共に、この街を良くしていきたいと思っている。皆、よろしく」

　アレクの紹介が終わり、各自が自己紹介を行っていく。

　そして各自の紹介が終わったところで料理が運ばれてくる。

「食事が終わったあとに、今日ギルドの監査をした事を報告させてもらってもいいかしら。まだ一日だけど、色々と出てきたわ」

　レティアは今日から冒険者ギルドのサブギルドマスター兼監察官として、前サブギルドマスターのベティの不正を調べている。

「うん、終わったらアレク兄様を含め、執務室で話をしよう」

　カインとアレクは頷いた。

　エナクはよくダルメシアに遊んでもらっているらしく、とても懐いている様子だった。その状況をダッシュ夫妻が笑顔で見つめている。

　食事が終わり、執務室には、カイン、アレク、レティア、ダルメシアの四人が集まる。

　そしてレティアが調べたことを報告する。

「まずは、この街のギルドは、一応税金を納めていることになっているわ。受領印をもらった資料が保管してあったわよ、エライブのサイン付きで。ただ、不明な依頼が代官から良く出ていたわ。指名依頼として、森の調査なのだけど、かなりの金額がでている。それも今回、捕縛されたＡランクの冒険者たちに。報告書については、新人でも出来る森の入口あたりの調査だし、確実に金を裏から回しているようだったわ」

「……税金については納めていると。エライブのサインということは、個人的に懐に入れているということだね。僕が来たときには、ギルドは税金を納めていないと言っていた。あと、国からの補助金については、冒険者ギルド、冒険者経由でわからない様にして、また戻していると」

　カインは腕を組んで考える。税金、補助金を考えると相当な金額になっていると思われる。

「お話の途中、申し訳ございません。実は今日、代官邸の掃除をしておりましたら、執務室の横に、たまたま隠し部屋を見つけました。そこでこのようなものが……」

　ダルメシアが出してきたのは、帳簿と、白金貨、金貨が入った袋だった。分けられて袋に入っており、数えてみると、相当な金額になっていた。

　ダルメシアが出してきた帳簿を、アレクが目を通していく。

　読み終わった帳簿をテーブルに置き、アレクはため息を吐く。

「この帳簿に金の流れが書かれていたよ。まだそこまでは細かく見ていないけど。貯め込んだ金は、一部、闇ギルドを雇うために流れていて、それ以外はエライブ、ベティ、スタッグ、リックの四人で分けている。今まで横領した金額は、白金貨で五百枚以上あるね」

　白金貨五百枚とは、日本円にして五十億円にのぼる。国から出る補助金は、年間白金貨二十枚だ。それにギルドから納められた税金が年間白金貨十枚となる。どれだけの金額が横領されていたのかがわかる。

　さすがにその金額を聞き、カインとレティアは驚いていた。そしてアレクは話を続ける。

「相当額の金額になっているから、隠蔽するために、領主が赴任してきても闇ギルド、冒険者ギルドで裏から圧力をかけてきていたのだろうね」

　カインがアレクの話に頷く。

「アレク兄様には、明日からこの街の問題点の調査をお願いしたいです。毎日、学園のあと、この街に来ることにしますが、基本的にお任せすることになると思います。街に出るときは、まだ闇ギルドの連中がいると思いますので、護衛をつけてください。レティアさんもギルド内は大丈夫でしょうが、領主邸までの行き来については、十分注意してくださいね」

　カインの言葉に二人は頷いた。

「わかったよ、カイン。僕はこのままこの帳簿と街の収支を見比べてみる。週末までには調べておくから、また相談しよう」

「私のほうも、ギルドマスターが今までベティに任せっきりだった資料を調査してみるわ。他にも色々と出てきそうだし」

「恐れながら、カイン様。お二人には私の使い魔を付けるようにいたします。もちろん見えないように待機しておりますので、他の人にはわかりません。何かあれば念話で私に通るようにしてありますので大丈夫かと。実力もそれなりにありますから」

　ダルメシアは元とはいえ、魔王直属の四天王をしていたと聞いていた。情報収集に優れているとセトからも説明を受けていた。

　笑みを浮かべたカインは頷く。

「ありがとう、ダルメシア。そのことは任せたよ。二人はこの街にとって重要だからね」

　カインの言葉に、ダルメシアは姿勢を正し一礼する。

「まずは、明日、詰所で四人を王都に移送する準備をする。主犯以外については、犯罪奴隷となると思う。カインは王都で奴隷商に話をしてきてくれるかい？　五十人位いるなら、それなりに準備をしてもらわないと困るからね」

「わかりました、アレク兄様。明日、学園帰りに寄ってみます。ではそろそろ僕は王都に戻りますね」

「アレク様は、すでに代官邸のほうでお泊まりになれるように準備を済ませてあります」

　打ち合わせが終わると優秀な執事ダルメシアの案内で、各自部屋に戻っていく。

「それにしても、アレク兄様もレティアさんも優秀だな。これでこの街を良くすることができそうだ」

　カインは一言呟き、王都の自分の屋敷に転移した。












４　予想外の出会い








　カインは屋敷に戻ったあと、コランに声を掛けてから眠りについた。

　そして次の朝。朝食を食べながら、後ろで控えているコランに話しかける。

「コラン、奴隷商ってどこにあるのかな？　ドリントルの襲撃の件で奴隷商に行きたい。捕まえた者たちを犯罪奴隷にする必要があって、輸送を含め頼みたいんだ。学園の帰りに寄ろうと思っているんだけど……」

「カイン様、この王都で奴隷商といえば、西門から少し外れた通りにある、サンダラマール商会が一番でございます。多く扱っている奴隷商は他にもありますが、奴隷の躾からこなし、質が良い奴隷が多いと有名でございます」

「わかった、ありがとう。学園の帰りに寄ってみるね」

「いえ、奴隷商に行くのでしたら、馬車で学園までお迎えにあがります。私が場所を知っておりますので。貴族の当主自ら歩く、ましてや御一人で奴隷商に向かわれるなど、どこぞの輩からあることないことを醜聞が流され、それはシルフォード子爵家の沽券にも関わります。ただでさえカイン様は王家の覚えがよろしく、それをよく思わない貴族も少なからずおります。御自重下さいませ」

　コランの必死な説得もあり、渋々ながら頷き、帰りに学園の門まで迎えにきてもらうことになった。

　そして食事を済ませたカインは学園に向かった。週末領主をしていくつもりだったのが、襲撃事件や横領など多岐に亘る問題を抱え、週末だけの予定が、放課後まで領主の仕事をしないといけないカインにとっては、唯一休憩できるのが学園だ。屋敷から十五分程度の距離だが、太陽の光を浴びながらのんびりと歩く。

　教室に入ると、すでに見慣れた二人が席に座っていた。

「おはようございます、カイン様」

「おはよう、カインくん」

　腰まで伸びた綺麗な金髪と、天使のような笑顔を浮かべるテレスティアと、同じく紫色の髪を後ろで結びポニーテールのようにしていて、元気な笑顔を向けるシルクだ。

「おはよう、テレス、シルク」

　そんな二人に手を上げて挨拶をする。

「カイン様、たまには放課後にご一緒にお茶でもいたしませんか。最近週末はお忙しそうで、私たちも構っていただいていませんわ」

　誘ってきたテレスティアに、カインは申し訳なさそうに首を横に振る。

「ごめんね。今日は放課後に奴隷商に行かないといけない。お茶するなら明日以降かな」

『奴隷商』と聞いてテレスティアは、カインが幼気いたいけな少女や妖よう艶えんな女性を、奴隷として買い、抱きしめているところを妄想する。

「カイン様！　も、も、もしかして、幼い少女や、妖艶な女性でも買うつもりですかっ!?　私たちというものがありながらっ!!」

　テレスティアが顔を真っ赤にして、カインに詰めよっていく。

　カインの首元を両手で掴み、頭を前後に揺らすくらいの強い力で締め上げていく。

「ちょ、ちょっと待って。なんで買う前提なの？　この前、領主邸が襲われたのを聞いたでしょ？　捕らえた襲撃者をいつまでも詰所の牢屋に置いておけないから、犯罪奴隷として売るつもりでドリントルに引き取りに来てもらうために、奴隷商に行く予定なの」

　カインの言葉を聞き、ハっとしたテレスティアは、自分の行動が恥ずかしくなり、顔を真っ赤にさせて、手で顔を覆い、半泣きになってしまった。

　そんな行動を見て、隣でシルクは、お腹を抱えて笑っている。

「テレスったら早とちりしすぎだよー」

「もう、カイン様ったら、勘違いさせる言い方をするのが悪いのですわ」

　テレスティアはヘソを曲げてしまって、頬を膨らませ横を向いているが、その姿もまた可愛らしかった。思わずカインの頬も緩む。

「怒っているテレスの横顔も可愛いね」

　カインは心で思っていたことを、そのまま口に出すと、それを聞いたテレスは怒りではなく照れて頬を染める。

「そういえば、カインくん。もうすぐ夏休みだけど、予定は？　ずっとドリントルに行っている予定なの？」

　テレスティアと見つめ合っている二人に苦笑しながらシルクが問いかける。

「今のところはその予定だよ。ドリントルもこれからが本番だし。何かあれば戻ってくるけど……」

「初めて会った時みたいに、テレスと一緒にまたマルビーク領に行く予定だけど、心配だから一緒に行かないかなって思ってさ。あの時はカインくんがいたから助かったけど、やっぱり心配で……」

　シルクは上目遣いでカインに尋ねる。

　初めて王都に向かう時に、オークの群れと戦ったことを思い出した。あの時は間に合ったけれど、次はわからない。カインとしては婚約者たちの安全を期したいと思った。

「今すぐには言えないけど、二人が安全に行けるようにするよ。一緒に行けなくても、後から合流することも出来るし」

　本当は、先にマルビークまで飛翔フライで飛んだあと、転移で王都に戻ってきて一緒にまた転移で行くのが一番安全だとカインは思ったが、貴族の責務として、途中の街に金を落としていかなければならない。ましてや、王女と公爵令嬢が通るのだ。それなりの金額を消費していく必要がある。

（何かいいアイデアが浮かばないかな……）

　そんな考え事をしつつ授業は進んでいく。

　午後は選択した魔道具科の授業となった。

　魔道具科の授業は、基本的に理論や作成方法を説明していくのが主となっている。実際に自分で制作をするのは、高学年になってからになるとのことだった。

「──で、あるからして、魔石に魔法を思念しながら刻み、魔力を込めることによって、その刻まれた魔法を起動するのだ」

「──それだっ！！！」

　カインは、二人を守る事のできる方法を考えていたが、いい方法が思い浮かばなかった。

　今、授業で行われている説明が、丁度作りたい魔道具だったことでカインは思わず声を出してしまった。

「カインくん、何が、それだ、なのかな？」

　魔道具科の担当教諭である、セリナがカインに尋ねる。

　ハッとなって周りを見渡すと、カイン一人だけ席を立ち、他の生徒の視線がカインに集まっていた。

「いえ、すみません。今、先生が説明した方法で、作りたい魔道具が思い浮かんだので」

　カインは頭を下げて席に座る。

「うむ、そうか。ただ、君は少しやり過ぎると聞いている。あまり人を困らせるものを作らないようにな」

「わかりました。気をつけます」

　また授業は再開したが、カインの頭の中では、すでにテレスティアとシルクに渡す魔道具に思いを集中させていた。

　授業も終わり、手早く帰り支度を整え、テレスティアやシルク、クラスメイトに挨拶を済ませ、学園を後にした。カインは魔道具のことを一度心に仕舞い、迎えに来たコランが待っている馬車へ乗りこむ。

　貴族街から、平民街の方へ抜け西門近くから、一本裏の路地にはいった。

　コランから着いたことを告げられ、馬車から降りると、目の前にある奴隷商の建物は、賑やかな繁華街ではなく、少し路地を入った目立たない裏通りに建っていた。

　三階建てで、レンガで建てられた立派な店構えをしており『サンダラマール商会』と看板が掲げられていた。

　先に馬車を降りたコランが商会の扉を開き、カインは制服姿のまま中に入る。

「いらっしゃいませ」

　カインが店に入ると同時に、執事服に身を包んだ初老の男性が挨拶をする。

　まだ子供のカインを見ても、まったく動じた様子もない。

「いらっしゃいませ、シルフォード卿。我が商会へようこそおいでくださいました。今日はどのようなご用向きでしょうか」

　ただの子供に対してもここまで礼儀正しく、しかも名前まで知っていたことに、カインは目を丸くする。

「……どうして僕の名前を？」

「それは、王都で商会をしていれば、情報には特に気をつけますからね。魔物を蹴散らし王女様たちを救い、齢十歳で叙じょ爵しゃくをされ、さらに十二歳で子爵に陞しょう爵しゃくされるほどの御方は、この王都にはおりませぬ。──失礼いたしました、私はこの商会の会頭をしております、サンダラマールと申します。よろしくお願いいたします、シルフォード卿」

　受付だと思っていた男性が商会長だったことに、カインはさらに驚いた。

「わざわざ私が受付をしていることに驚きましたかな。私は人を見て商売をいたします。誰にでも奴隷を売るわけでもございません。私の目で判断して、売るか決めております」

　カインはその商売方法に共感した。売った相手がもし酷い人なら、奴隷は辛いことになるだろうとすぐに理解できる。

　それを商会長自らが、判断しているとはさすがにコランが勧めるだけあると感心した。

「シルフォード卿、まずはこちらの応接室へどうぞお入りください。おい、誰か、受付を交代してくれ」

　奥から出てきた店員と代わり、サンダラマールは受付の横にある扉を開け、応接室へカインを案内する。

　カインはそのまま奥のソファーに腰掛け、サンダラマールが対面に座る。

「実はですね、私が領主をしているドリントルの街で、犯罪者を捕縛したのですが、それを犯罪奴隷として引き渡したいと思って、今日はお伺いしました」

「犯罪奴隷ですか……。犯罪奴隷は用途が限られておりますので、そこまで高値ではお引き取りできませんがよろしいでしょうか。一般的な犯罪奴隷は、一名あたり大銀貨三枚とされております。もちろん四肢が無事な事が条件ですが。手足がない奴隷は、引き取り手がありませんからね」

「それは同感です。他に現役のＡランク冒険者が数名おります。詳しいことは話せませんが五十名程度引き取ってもらいたい」

「……そこまでの大人数ですか。ドリントルからの移送費はこちらで持ちます。Ａランクの冒険者でしたら、一人金貨一枚出しましょう。他の犯罪奴隷は一名あたり大銀貨三枚でどうでしょうか」

「それで構いません。引き取りだけは早めにお願いしたいのですが。人数が多いので、警護にも人が割かれてしまってますから」

「わかりました、今週中にはお伺いしてお引きとりさせてもらいます。その時に契約書をお持ちいたします」

　カインとサンダラマールは立ち上がり握手をする。

「シルフォード卿、せっかくですから奴隷でも見ていかれませんか。こんな機会でないと、この商会に来ることも少ないと思いますし」

　カインは買うつもりはないが、やはり前世の知識を有しているだけあり、奴隷というものに少しだけ興味があった。

「では、少しだけ見学させてください」

　サンダラマールの案内で、奴隷の居住スペースに入っていく。さすがに部屋の扉は鍵付き格子となっており、中が覗けるようになっている。ベッドが部屋に並び、小奇麗な服を着ている人族が多かった。男女の部屋が分かれ、食事をしっかりと取っているようで、痩せこけて病気を患っているような奴隷は見られない。

「誰を見ても、奴隷として少し暗い顔をしていますが、食事管理が行き届いているようで、皆さんそこまで悲観的ではないですね」

「奴隷商にとっては大切な商品でございますからね。体調がすぐれないものは売る事はありませんし。やはり信用が必要な商売でございます。このフロアは主に借金奴隷ですから、商会などで失敗した方など色々とおります。文字を読めない者には教育をしており、そのおかげでお客様からの信用をいただいております」

　さらに階段を上がると、獣人のみとなっている。犬獣人や猫獣人、熊獣人など様々な獣人がいた。

「この獣人たちも、集落で収穫が少ない時に、身売りされたのが多いです。戦争奴隷や犯罪奴隷たちは、すぐに鉱山送りになることが多いので、この中には犯罪奴隷はおりません」

　話を聞きながら、カインはふと目に入った奥に続く扉の向こうに気配察知を使うと、気になる気配を感じた。

「サンダラマールさん、ここの奥を見たいのですが」

「──奥ですか。シルフォード卿が見る必要もないかと思いますが……。奥には移送中に魔物に襲われ、身体を欠損した奴隷がいるのです」

「それでも構いません。見せてください」

　渋々ながらサンダラマールはカインを奥へと案内する。そして気になる気配を感じた部屋に入る。

　そこには、歳の違う二人の獣人の少女がベッドに座っていた。年の頃は十五歳と十歳くらいだろうか。二人とも白い髪を腰くらいまで伸ばし、頭には髪と同じ白の狐耳があることから、姉妹のように見える。しかし、年上の少女は両脚とも膝から下が無く、もう一人は、左腕しかない。

　お互いを守るように寄り添いながらも、その顔には悲壮感を漂わせ、部屋に入ってきたカインをちらりと見て、また目を伏せる。

「この二人は？」

　カインの問いにサンダラマールは、眉間に皺を寄せながら話し始めた。

「この二人は姉妹なのですが、狐人族の中で白狐は不幸を運んでくると言われております。そのせいで集落から奴隷商に売られたとのことですが、移送中に魔物に襲われ、奴隷商が自らを守るために、あの子達を囮として逃げたようです。その時にあの様な怪我をしてしまったと聞いております。その後、当商会の馬車がたまたま通り、護衛の冒険者達が魔物を駆除し助けたことで、当商会で保護させていただきました。身体の欠損はありますが、姉のほうは博識であり、こちらにおいております」

「────この二人をください」

　カインはじっと二人を見つめたまま、思わずサンダラマールに伝えた。

　カインは四肢を欠損した姉妹から目を離せなかった。

　コランはカインの暴走的な言葉に呆気にとられ、口を大きく開けて驚いている。

　サンダラマールも、まさか四肢に欠損のある姉妹をいきなり購入すると言ったカインに驚いた。

　そして言われた姉妹たちが一番驚いていた。姉は一人で立つこともできず、妹も十歳にして片腕がない。

　そんな姉妹に対して、目の前にいる貴族の子供が買うと言い放ったことに。

「カイン様！　そんないきなり決めるなんて。しかもこの子達は四肢に欠損が──」

「いいんだ。これは僕が決めたことだから」

　カインはコランに目もくれず、ただ二人の少女を見つめている。

「──はい、わかりました」

　カインの常識外れな行動については、コランも理解していた。またきっと考えがあるのだろうと納得し、素直に頷いた。

「シルフォード卿、本当によろしいのですか？」

　横から、サンダラマールが声を掛けてきた。さすがに商会長として、欠陥がある奴隷を買うと言い始めたカインの心配をした。

「うん。その前に二人と話をさせてもらってもいいかな？」

　カインは視線を部屋の中に向けながら、サンダラマールに問いかけた。

　その言葉にサンダラマールは頷き、懐から出した鍵で格子扉を開けた。

　扉が開かれたことで、姉妹の表情に緊張が走る。

「どうぞ。宜しければ一度、話してあげていただけますか。それから決めていただいて構いません」

　カインは格子扉を潜り部屋に入っていく。カインの行動に姉妹は驚き、肩を寄せ合い震えている。

　姉は妹を守るように手を回して、カインのことを睨みつけた。

　二人の前にゆっくりと進み目の前に立つと、カインは二人に視線の高さを合わせるためにその場で片膝を付き、笑顔を向けて話しかけた。

　姉妹はカインの行動に驚く。いくら制服姿とはいえ、貴族と思われる子供が、わざわざ自分たちに視線まで合わせて、笑顔を向けてきたのだ。

「二人とも、僕の家に来てくれるかい？　身体が不自由なのは気にしなくていい。二人一緒に是非きてもらいたいんだ」

　カインの問いかけに萎縮した白狐族の姉妹は、一度、顔を合わせたあと、カインの純粋な笑顔に向かって、緊張した顔つきで僅かだが小さく頷いた。

「……頷いてくれてありがとう」

　カインの優しい言葉に、二人とも少しだけだが表情が和らいだ。

「少し待っていてくれるかい？　これから契約を済ませてくるから。それが終わったら一緒に帰ろう」

　カインは二人に告げた後、振り返り部屋を出た。

「シルフォード卿、本当に宜しいのですか？」

「うん、構わないよ。今日二人を連れて帰れるように用意してくれるかい？」

「はい、それはもちろん。すぐに準備いたします。契約の準備を致しますので、先ほどの応接室までご案内いたします」

　カインとコランは、サンダラマールの後を歩き、先ほど通った奴隷達の居室を通り抜け応接室に戻った。

　サンダラマールは、職員に白狐姉妹の準備をさせるように指示し、契約書の作成を始めた。

　この国は、奴隷は契約によって結ばれており、双方の合意があって成り立っている。契約書には、奴隷、奴隷商、購入者の三者のサインが必要となっている。奴隷商にも神棚が置いてあり、契約を交わした後に契約書を供えると消えて神の世界に行くと言われている。但し、犯罪奴隷に関しては除かれているが。

「シルフォード卿、たしかに姉妹は保護したという関係で購入費用はございません。ただ、この奴隷商で二年間過ごしておりました。教育費や食費がかかっております。その費用だけでも精算させていただいてよろしいでしょうか。二人で金貨一枚と大銀貨四枚となりますが」

「うん、それについては問題ないよ。逆に、そちらの儲けがなくなってしまうのではないかな？」

　カインはサンダラマールから提案を受けた金額では、ほとんどが経費で消えてしまって儲けがでていないと思っている。

「それは構いません。このままここにいても姉妹は変わりませんし、先ほど少しだけですが、姉妹の顔が和らいでいました。きっとシルフォード卿ならなんとかしてくださるだろうと思っております」

　サンダラマールは出来上がった契約書をカインに渡す。カインは手渡された契約書の内容を確認し、コランに手渡して再度確認させた。

「カイン様、契約については特に問題はございません」

　コランの言葉に頷いたあとに、サインをし、懐からテーブルに金貨二枚を置いた。

「代金はこれで。お釣りはいらないよ。身体に欠損のある姉妹を二年間に亘って面倒を見ていることに対して、あなたの心意気を感じましたから」

　その言葉でサンダラマールは僅かながら微笑んだ。が、表情をすぐに戻す。

「わかりました。シルフォード卿のお気持ちを確かにいただきました」

　代金を受け取ったサンダラマールは、カインに一礼し、姉妹の用意をするために部屋を退出した。

「コラン、ごめんね。どうしても二人を購入しないといけない理由があったんだ」

　カインはソファーに座ったまま、後ろに立っているコランに話しかけた。

「カイン様、私はカイン様の考えていることはわかりません。ただ、カイン様の進む道をお手伝いするだけです」

「コラン、ありがとう」

　コランにお礼を言ったあと、用意されていた紅茶に口をつけた。




　少し時間を置いて、サンダラマールに連れられた姉妹が部屋に入ってきた。もちろん姉は両足がないので歩けるはずがない。職員に抱きかかえられながら部屋に入る。

　ソファーに座らされ、サンダラマールから契約についての説明を頷きながら聞いている。

　先ほどまでの服装とは違い、二人とも平民が普段着ているようなワンピースを着ている。長い髪も綺麗に梳かされており、カインは二人の横顔を見ていた。

　二人は納得できたようで、共にサインをしていた。

「これで契約が完了いたしました。これからお世話になるシルフォード子爵家の当主、シルフォード卿だ。二人とも挨拶するといい」

　姉妹はサンダラマールからカインの方を向いた。妹のほうは片方しかない左手で、姉の腕を掴んでいる。やはり緊張しているようだ。

「ご主人様、姉のルーラになります。隣にいるのは妹のローラです。二人とも身体の欠損があり、何が出来るかわかりませんがよろしくお願いいたします」

「ローラです。よろしくお願いします」

　二人はカインに頭を下げた。

「カイン・フォン・シルフォード・ドリントルだ。二人ともこれからよろしくね。馬車で来ているから一緒に乗って帰ろう」

　カインは笑顔を二人に向ける。まだ二人とも緊張しているようだが、部屋にいたときよりも表情は和らいでいた。

　サンダラマールに案内されて、商会を出て馬車に乗った。姉のルーラは職員に馬車に乗せられ、ローラは隣に座る。

「では、週末にドリントルにお伺いできるようにいたします。本日はありがとうございました」

　サンダラマールと職員が並んで礼をする。

「うん、その件についてはよろしくね」

　御者のコランの一声で馬車が出発した。

　カインの対面に座った二人は、貴族の馬車に初めて乗ったことで内装が気になるらしく、視線が落ち着かない。コランは御者をしているので、馬車の中は三人だけだ。

　それでも姉妹は緊張からか密着し、手をつないだままでいる。

　外は日が傾き始め、街は仕事から帰る人や、買い物をしている人で溢れている。その中を馬車は屋敷に向かって進んでいく。

「君たち二人を引き取ったのはね、申し訳ないけど商会で鑑定させてもらったからなんだ」

　カインは二人に告げた。その瞬間に姉のルーラが一瞬緊張する。

　妹のローラはわかっていないようで、少しだけ身体が固くなった姉の顔を見上げた。

「あとは、そのうち落ち着いたら話をするよ」

　カインはそれだけ言うと、馬車の窓から見える街並みを眺めた。

　馬車は、貴族街に入り、大きな敷地に建つ屋敷が並んでいる通りを進んでいく。妹のローラは、その屋敷の大きさに驚き窓の外をずっと眺めている。

　そして、衛兵が立っている門を通り、屋敷の前に馬車を止めた。

「屋敷につきました。私がルーラさんを運びますね。部屋の準備がありますので、一度応接室にご案内いたします」

　カインは、問題なくルーラのことを抱きかかえることが出来るが、コランに任せた。

　コランがルーラを抱きかかえ、屋敷に運んでいく。シルビアもいきなり白い髪をした娘二人を連れて帰ったことに、一瞬動揺したがすぐに持ち直しコランの手助けをしていた。

　コランとシルビアが応接室に案内して、姉妹を座らせテーブルに紅茶とお菓子を用意する。

　カインは二人の対面に座り、置かれた紅茶に口をつける。相変わらずシルビアが淹れてくれた紅茶は美味しかった。

　そんな様子を姉妹が眺めている。妹のローラは目の前に置かれたお菓子のほうに意識がいっている。

「二人とも紅茶を飲んでいいよ。お菓子も食べていいから」

　その言葉で、ローラは、緊張しながらも、お菓子を一つ手に取って口に入れた。

　口の中に広がる甘さで、一瞬にしてローラは子供らしい笑みを浮かべた。

「──おいしい」

　ローラの笑顔を見たカインは笑みを浮かべる。もちろん、後ろで控えていたコラン、シルビアも含めて笑顔になる。

　ローラの笑顔を見たルーラは、一瞬頬を緩ませたが、またカインのほうを向き真剣な眼差しで見つめる。

「ご主人様、四肢に欠損がある二人ですが、なぜお求めになられたのでしょうか」

「四肢の欠損については、問題ないと思っているよ。元に戻るし」

　カインは軽く答えたが、その言葉にルーラとローラは目を見開く。欠損後すぐならばともかく、数年経過してから治すのはほぼ不可能だと言われている。それはコランも共通認識であり、驚きを表面に出さないように我慢した。

　どんな伝手があるか知らないが、とても目の前に座っている子供が簡単に出来ることだとは思えないのが全員の認識であった。

　驚いている二人に、カインはさらに話を続ける。

「その身体じゃ不便だよね、もう屋敷の中だしいいよね」

　カインはそう言うと、席を立ち、二人の前に立つと手をかざした。

『パーフェクトヒール』

　カインが二人に手をかざし魔法を唱える。その瞬間に二人は今まで見たこともないほどの神々しい光に包まれていく。光が収まると、そこには今までなかったルーラのスラっと伸びた両足と、ローラの右腕が戻っていた。

　切断されて直ぐならば上級回復魔法のエクストラヒールで問題はなかったが、すでに四肢の欠損をしてから二年が経過している。超級回復魔法を使用する必要があったが、カインは躊躇なく使用した。超級回復魔法など、マリンフォード聖教国でも教皇と次期教皇候補と言われる枢機卿が使える程度だ。各国に派遣されている司教ですら使えない。そんな伝説級の魔法を奴隷に向けて使ったのだ。

「えっ……」

「……うそ……」

「……そんな……」

「お、お姉ちゃん、私の手があるよっ！！」

　初めて見たカインの超級回復魔法にコランとシルビアは愕がく然ぜんとした。二人はこの魔法の希少性を知っている。絵本の御伽噺に出てくる魔法を、目の前で見た事自体が信じられなかった。

　ローラは喜び、元に戻った右手を握ったり広げたりしている。その様子を見てルーラは驚き、そして自分の足を確認して両目から涙をボロボロと流す。

　妹に片腕がないことや、自分に両足がないことできっと色々と苦労してきたのが、目に見えてわかる。

　ルーラは喜んでいるローラを抱きしめる。ローラは超級回復魔法がどれほど貴重なのかは、奴隷になったのが小さかった事もあり、わかっていないようだった。
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　ローラを抱きしめていたルーラだったが、手を緩めたあと、改めてルーラはカインに向き合った。

「ご主人様、何と感謝の言葉を申し上げたらいいかわかりません。私たちのことを治していただき本当にありがとうございます」

「ご主人様、ありがとうございます」

　ルーラが頭を下げたことで、ローラも一緒に習って下げた。

　二人は、回復魔法のおかげで顔色も一気に良くなっていた。

「うん。構わないよ。まだ少しリハビリが必要だと思うけど、慣れてきたらシルビアの下でメイドとして働いてもらえるかな？　今日は部屋でゆっくりするといいよ。僕はこれから領地に行かないといけないから、あとは二人に任せたよ」

　後ろに控えているコランとシルビアが頷く。二人とも先ほどの感動のシーンを見たことで、ハンカチで目を押さえている。

「うぅ……。も、もう部屋の準備は出来ております。ルーラさんは、足が戻ったばかりで歩くのが辛いでしょうから、私が手を貸しますね」

　感動して流した涙を拭きながら、シルビアはルーラに手を貸す。その横にローラが笑顔で歩いてついていく。

　コランと二人きりになったカインはフゥーっとソファーに寄りかかる。

「カイン様、まさか超級回復魔法まで使えるとは思いませんでした。だから二人のことを気にせずに購入できたのですね」

「うん、それもあるけど、理由は別にあるかな。今はまだ話せないけど」

　コランの問いにカインは軽く答える。こればかりはコランにも話せない。それだけ重要な内容だからだ。

　カインは席を立ち、手を上にあげ身体を伸ばす。

「それじゃ、ドリントルに行ってくるよ。また夜には帰ってくるね」

「わかりました。お気をつけていってらっしゃいませ」

　コランが一礼したところで、　カインはドリントルに転移をした。












５　ドリントル四者会談








　カインはドリントルの執務室に転移した。

　奴隷商に寄ったことで、すでに夕食の時間になっていた。カインは制服のまま執務室の椅子に座る。領主の執務室というだけあり、それなりに立派な部屋となっている。

　カインが座った椅子も何かの革が鞣されて貼られている高級品だ。

　部屋について数分も経たないうちに扉がノックされる。

　転移すると、すぐに執事のダルメシアに気づかれてしまう。いったいどうやって感知しているのだろうかと思いつつ返事をする。

「カイン様、食事の用意ができてございます。皆様お待ちになられております」

　ダルメシアの声に「今出て行く」と返事をし、扉を開けてダイニングに向かう。すでに全員揃っていた。

「お待たせしたね」

　カインは自分の席に座り食事が始まる。

　さすがにダッシュ家族がいる前では、領地の話はすることはない。雑談をしながら食事をすすめていた。

「カイン様、今週末には宿の修繕が終わるとのことです」

　ダルメシアが後ろからそっと囁いてきた。

「そうか……。ダッシュさん、今週末には宿の修繕が終わるそうです。色々と迷惑をかけてしまってすまない」

　カインがダッシュ家族に向かって頭を軽く下げる。カインが泊まっていたというだけで、この街の闇ギルドに襲われたのだ。しかもカインが見つけるのが遅れれば命も危なかった。エナクについても今回の件で攫われて大怪我をしていた。

「カイン様、頭を上げてください。家族も無事でした。宿まで修繕していただき、その間、領主邸でお世話になりこちらこそ感謝しております」

「カインお兄ちゃん、また宿にも遊びにきてくれる？」

　寂しそうな顔をするエナクにカインは笑顔を向ける。

「もちろんだよ。ダッシュさんの食事もたまには食べたいしね。是非行かせてもらうよ」

　その後、食事を済ませた四人は執務室に集まる。

　アレクがカインのいない間にあった事を説明していく。

「今日、王都から騎士団が着いたよ。一日衛兵詰所で休憩してから、明日、捕縛したエライブ達を王都に移送することになった」

　アレクの説明にカインは頷く。マグナ宰相に説明をした後に、すぐに手を打ってくれたらしい。四人を移送するために二十人ほどの騎士団が来たのは、闇ギルドのマスターを捕縛しているからだろう。闇ギルドの残党が襲撃してくる可能性もある。

「それと、帳簿や書類を調べたけど、街の運営が軌道にのれば数年で補助金を貰わなくても今後やっていけるね。そのためには色々とやらないといけないことはあるけど。この街の東にある森や奥にあるダンジョンでは魔物の素材が採れる。素材や製品化したものを流通させれば、この街は十分に潤っていくと思うよ。ただ街の規模が小さいから出来れば拡張していきたい。スラム街についても闇ギルドのマスターを捕縛したことが響いて、表立った行動ができないはずだ」

　アレクがこの街について調べた結果だ。元々この街には冒険者が多い。素材の回収を行い冒険者ギルドに納めることで、冒険者の懐は潤っていく。同時にギルドから商会に素材を販売することにより、ギルドも潤い、その売上税を街に納めることにより街の財政も潤うという算段だ。さらに領主が主導で街道を整備することにより、商隊も増えることになる。また、スラム街を一度解体し区画整理をすることによって住民を増やすことも可能だ。

　カインは脳内で今後進めている事業を整理していく。

「わかりました。アレク兄様のほうは引き続きお願いします」

「次は私のほうね。調べていったら、ベティの下で二人ほど職員が不正をしていたから捕縛してあるわ。二人も明日、同時に王都へ連行する予定よ。王都のギルドでたっぷりと事情聴取されることになると思う。あと、カイン様が破壊した訓練場だけど、仮で復旧はしたわ。元々観客席など必要なかったからそのままにしてあるけど。ギルドマスターが私財を出してくれたお陰で、そこまでギルドの負担にはなっていないわ。それにしてもあそこまで破壊するなんて派手にやったわね……」

　呆れながら説明するレティアに、カインは破壊したギルドの訓練場を思い浮かべる。学園の入学試験の時も修繕費が白金貨十枚かかったと聞いた。それ以上に破壊した訓練場はいったい、いくらしたのかと思いながらカインは冷や汗を流した。

「最後は私ですね。屋敷周りの他にスラム街の方を偵察しておりますが、明日の移送に伴っての襲撃予定はなさそうです。怪しい動きはしておりません。来週、ダッシュ様が戻られる宿についても私のほうで確認しておきますので、ご安心くださいませ」

　ダルメシアが報告したあとに優雅に一礼する。

「ダルメシア、そこまで広範囲を調査できるって……」

「私の特殊能力でございます。詳細については──」

　後ろで控えているダルメシアの足元が黒く染まっていく。ブラックホールのような黒い渦が出来上がり、次第にその中から音が聞こえてくる。




　カサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサ

　ブーンブーンブーン、ギギョギギョ、ゴソゴソゴソ




　色々な音が次第に大きくなってくる。その中でも一番大きい音は聞き覚えがある。

　前世でも戸建てに住んでいた時に、たまに出てきた〝アレ〟だ。アレは見せてはいけないモノだとカインはすぐにわかった。特にレティアには見せるモノではないと悟り、すぐにダルメシアを止める。

「ダルメシア、わかった。それは出さないでくれ」

「──かしこまりました、カイン様」

　次第にダルメシアを囲っていた黒い渦が消えていき、音もしなくなった。アレクやレティアは不思議そうな顔をしているが、カインは音が収まったことで一息つくと話を続ける。

「この調子なら、大丈夫そうですね。週末はドリントルに来る予定ですが、学園帰りには少し王都に残ろうと思います。テレスやシルクから誘われているのを断っているので」

　テレスティアやシルクとは正式に婚約発表したわけではないが、学園の放課後も全てこの街のために時間を使っているため、二人の誘いを断っていた。カインが忙しいのをわかってくれているが、それでも相手をしないといけないと思っていた。

「確かにそうだね。テレスティア王女殿下やシルク嬢も学園で会うとは思うけど、放課後のデートもたまには必要だよ。愛想を尽かされてしまうからね。平日は僕のほうでやっておくよ。週末には来てもらわないと困るけど」

　アレクの気遣いで、平日ドリントルに来るのは免除された。アレクとカインが納得したが、レティアが急に口を挟んできた。

「カイン様って、近衛騎士団長のティファーナ公爵令嬢と婚約していますよね。ギルドで会った時に『旦那様』と言っていましたし、何故、テレスティア王女殿下や、サンタナ公爵令嬢のシルク様の話が出てくるのでしょうか」

　アレクは婚約した時にガルムから説明を受けていたので、問題はなかったが、レティアが知らない事を二人はすっかり忘れていた。

「「あっ」」

　アレクとカインの二人は目を合わせて声が出てしまった。

　アレクは首を横に振り、レティアに説明するように促す。

「──実は、まだ公表されていないけど、テレスティア王女殿下とシルク嬢とも、婚約することが決まっているんだ。この街の内政が落ち着いたら発表することになっている」

「えっ……えっ!?　えぇぇぇぇぇえええええええええええええ！！！！」

　レティアの声が執務室に響いた。

「ちょっと待って下さいよ!?　王女殿下と公爵令嬢の二人とも結婚することになっているのですか!?」

　レティアがカインに詰め寄っていく。

「これには色々と事情が……。詳細は聞かないで欲しい」

　カインの説明に、レティアは落ち着きを取り戻し、ソファーに力なく座り込んだ。

「わたしなんて……もう二十過ぎているのに、誰とも何もないのに、カイン様は十二歳ですでに婚約者三人もいるなんて……。しかも王女様と公爵令嬢……」

　レティアは遠い目をしながらボソボソと呟いている。

　別世界に行っているレティアを置いておいて、アレクとカインは話を続ける。

「明日はエライブ達の移送があるから、学園は休んで立ち会うことにします。騎士団にも挨拶しないといけませんからね」

　いくら学生とはいえ、領主なのだ。王都からエライブ達を引き取りにきた騎士団に挨拶もしなければ失礼にあたる。

「うん、そうしてもらえるとありがたい。明日、一緒に衛兵詰所に行くことにしよう」

　打ち合わせが終わり、アレクは代官邸に戻っていった。レティアはブツブツと言いながら客間に戻っていく。

　カインはソファーに座り、ダルメシアが淹れてくれた紅茶を飲みながら一息つく。

「街の監視については、私にお任せください。至るところに目と耳がありますから」

　優秀なダルメシアだが、その監視しているのが〝アレ〟だと思うと、ぞっとする。

「……うん、わかった。引き続きよろしく頼むよ。やっぱりダルメシアの特殊能力って……」

「私の特殊能力は蟲使いでございます。ありとあらゆる蟲を従えることができるのです」

「〝アレ〟だけかと思ったけど、蟲全般だったのね。どれくらい従えてるの？」

「どれくらいと言われましても、私の異界で従えているのだけでしたら、数億はいくかと。申し訳ありませんが、あまり細かくは把握しておりません。呼びましょうか？」

「いや……絶対にやめてくれ」

　ダルメシアの言葉に少し疲れながら、夜が更けていった。




　朝を迎え食事を済ませたあと、アレクと共に馬車で衛兵詰所へ向かった。

　衛兵詰所は領主邸から、中央広場を通り西の門付近にある。御者をしているダルメシアはすでに街の地理を把握しているようで、馬車は街を抜けていく。

　衛兵詰所の門番も領主の馬車だとすぐに分かり、門を開け、その間を馬車は通り抜ける。

　そして馬車は詰所の建物の前に止まった。

「カイン様、アレク様、衛兵詰所に到着いたしました」

　先に降りていたダルメシアが扉を開ける。

「ありがとう」

　カインとアレクは馬車から降りて詰所の応接室へ向かう。詰所内には衛兵の他に、王都より騎士団も移送の準備をしている。カインの姿を見て一同に手を止め敬礼する。

「カイン殿、久しぶりだね」

　その声に振り返ると、近衛騎士団の副騎士団長であるダイムだった。騎士団でも役職付きに与えられる白銀の鎧を着て、久しぶりに会えたことでカインも頬を緩ます。

「お久しぶりです。わざわざ移送のために、副騎士団長が出てきたのですか」

　カインとダイムはがっちりと握手を交わす。さすがに十二歳と三十過ぎた中年が、笑いながら握手しているのは違和感がある。

「そりゃな、今回は国の不始末だ。宰相から直接騎士団に依頼があったくらいだからな。団長はさすがに王家の護衛があるから王都を離れるわけにはいかないから俺が来たんだ」

「あ、紹介しますね、ドリントルの新しい代官となった、僕の兄でもあるアレクです」

　カインの紹介でアレクが前に出る。

「ドリントルの代官に赴任することになった、アレク・フォン・シルフォードです。カインの兄ではありますが、次男ですし、気軽にアレクと呼んでください」

「近衛騎士団で副騎士団長をしているダイム・フォン・ガザードだ。よろしく頼む。カインは十歳の頃から良く近衛騎士団で訓練していたから、ほぼ全員の顔を知っているぞ。しかも誰よりも強いしな。あのティファーナ団長より強いし」

　笑いながらダイムは言うが、カインの顔を横目で見ながらアレクは苦笑している。十歳で叙爵されたのは知っているが、さすがにこのエスフォート王国でも精鋭が集まった、近衛騎士団で訓練しているとは誰も想像できない。その中でも一番強いということは、この国でも一番強いということだ。横で頭を掻いているカインがそこまでの強さを持っていると聞いて、アレクはため息しかつけなかった。

「今回、主犯の四人は王都へ移送する予定ですが、残りは週末に奴隷商がくるので、全員犯罪奴隷とする予定です」

　カインの言葉にダイムは頷く。

「まずは、四人を見てくれや。あれはカインがやったんだろ？　ああなったら、もうどうにもならないな」

　ダイムは笑いながら、カインとアレクを案内する。衛兵詰所の収監所は地下となっており、ダイムが先頭を歩き二人が続いていく。その後を移送の為に四人を運ぶ騎士団が追う。

　各所に衛兵が二人組で見張りをしており、数十人を同時に収監していることが原因で緊張している様子だ。皆、領主のカインの顔を見た瞬間にさらに引き締まった顔になる。衛兵たちに「おつかれさま」と声を掛けながらダイムの先導で階段を下りていく。

　階段を下りた地下部分は、空気は流れているが、僅かながらの開口部から入る日の光によって、最低限の明るさを保たれた薄暗い通路となっている。通路の両側に檻があり、数名ごとに分けられて収監されている襲撃者達がいた。

　襲撃者たちは、カインの顔を見た瞬間に悲鳴を上げた。

　悪魔や魔獣使いだと呟くものもいれば、顔を見た瞬間に震えあがって失神したものもいた。一様にカインに怯えているのはよくわかった。

　その様子を見ながら三者三様の顔をした。ダイムは笑い、アレクは苦笑い、カインは何故怖がっているのかわからない顔をしていた。

「カイン、襲撃者達がここまで怯えるなんて何やったんだ？　失神しているのまでいるぞ」

　カインは屋敷に入ってきた襲撃者達は誰一人殺していない。殺したのはエナクを捕まえていた奴だけだ。

「こいつらは、僕の召喚獣が相手しただけですよ」

　カインは何事もなかったように言葉を返す。

　ダイムはカインの召喚獣を見たことがある。王城の応接室で召喚されたときに立ち会っていた。白い狼と銀色のドラゴンは想像以上の神々しい気配を放ち、思わず平伏したいと思わせる程だった。あの二頭が揃って襲ってくるところを想像してダイムは身震いした。

　檻が並んでいる一番奥に辿り着くと、そこには個室サイズの檻が並んでいた。そして見慣れた顔がいくつかある。Ａ級冒険者たち四人と主犯の四人だ。闇ギルドのリックは一撃で意識を奪ったため外傷はないが、他の三人は四肢を欠損している状態であり、スタッグの回復魔法で傷口を塞いだだけの状態だ。

　騎士団の後をついて来たカインの顔を見た瞬間、一様に皆震えだした。司祭であったスタッグはカインが司教クラスが使える上級回復魔法を使用した事により、許しを請うために祈り始める始末だ。

　エライブだけはカインを睨みつけている。

「私がいないとこの街はどうにもならん！　金のある場所も私しか知らんしな。ガキが街を治められると思ったら大間違いだ」

　大口を叩くエライブの前にカインは立つ。

「エライブ、あなた達はやり過ぎた。この街を良くしようと思っていたのかも知れないが、やり方が間違っていた。これから王都へ移送され尋問を受けることになると思う。それに猫の和み亭にしたことは絶対に許されることではない。それと、あなたの執務室にあった秘密の部屋からすでに裏金は回収させてもらっていますよ」

　カインから僅かながら殺気が漏れ出していく。牢に入っている連中はその殺気でガクガクと震えだす。エライブは目の前で殺気を思い切り感じ泡を吹いて失神する。

　その瞬間にカインの肩に手が置かれた。

「カイン、殺気がでているぞ。俺は平気だが、衛兵もお前の兄貴も辛そうだぞ」

　カインはアレクの方に振り向くと、アレクは腰を抜かしていた。衛兵も顔を真っ青にさせ、小刻みに震えている。

「あ、アレク兄様、すみません」

　殺気を引っ込めた事により、アレクは衛兵に手を借りてなんとか立ち上がった。

「いやー、びっくりしたよ。まさかカインの殺気がここまで辛いとは思わなかったよ。もう大丈夫、衛兵さんもありがとう」

　アレクは立ち上がり、尻餅ついた時に汚れた服を叩く。

「では、これから移送をする。お前ら、こいつら四人を運ぶぞ」

　ダイムの指示で騎士団が牢の鍵を開けて次々と運ぶ準備をしていく。両足がない三人は担架に乗せられたあと、縛られて運ばれていった。

　四人が運ばれて、空となった牢を見ながらカインは、これからいい街にしようと決意する。

　薄暗い地下牢を出ると、騎士団が運んできた馬車牢の中に四人が入れられていた。

　すでに騎士団は出発準備を整え、馬に跨がっている。

「では、カイン。また王都で訓練しような」

　ダイムは笑いながら手を振り、騎士団に出発の合図をした。

　カインとアレクの二人は、その行進をただ見守っていた。

　ダルメシアがカインの肩越しで小さく声をかける。

「ダイム様にも護衛をつけてあります。何かあれば助けるようにと。ご安心ください」

　カインはダルメシアの言葉に頷く。護衛をつけてくれるのはありがたいが、蟲というのは勘弁してほしいと思うカインであった。




　ダイム達近衛騎士団を見送ったあと、カインとアレクは馬車に乗りギルドへと向かう。

　馬車の中で二人は感慨に耽りながら無言のままだ。ダルメシアが御者をしている馬車は街を抜けていく。

　冒険者ギルドの前に到着すると、ダルメシアが馬車の扉を開ける。

「カイン様、アレク様、冒険者ギルドに到着いたしました」

　二人は馬車を降り、ダルメシアが開けた扉を潜り冒険者ギルドの中に入る。

　ホールの中は朝の忙しい時間を終え、閑散とした雰囲気だった。受付嬢たちは雑談をしながら待機していたが、奥でレティアだけは机の上に書類を山積みにし、忙しそうに働いていた。

　ギルドに入ってきた子供が領主のカインだとわかると、受付嬢たちからは一瞬にして緊張した空気が流れる。一人の受付嬢がレティアのところに向かい小声でカインが来たことを伝えると、レティアは作業を一度止め、奥からホールに出てきた。

「カイン様、わざわざありがとうございます。ギルドマスターの部屋へご案内いたします」

　レティアは近くにいた受付嬢に紅茶の準備をするように手配した後、カイン達を執務室に案内した。

　ギルドマスターの執務室につくと、ノックしカインが来たことを伝えた。レティアが扉を開けようとしたところで、先に勢いよく内側より扉が開かれた。

「カイン様、わざわざありがとうございます。こちらへどうぞ」

　ギルドマスターのリキセツが、恐縮したようにカインをソファーに案内する。

　カインとアレクの二人は、案内されたソファーに座り、対面にリキセツとレティアが座る。

「新しい代官が赴任したので紹介しようとお伺いしました。次兄のアレクです」

「この度、ドリントルの代官に赴任したアレク・フォン・シルフォードです。どうぞよろしく」

　二メートルほどの大男で筋肉に覆われたリキセツと、細めのアレクが握手をすると、成人しているアレクでさえ子供に見えてしまう。

「アレク殿、ギルドマスターのリキセツです。この度はギルドの失態、申し訳ございません。今、レティア殿と一緒にギルドの浄化を図っております。すでにベティの下で裏工作をしていた職員二人については、捕縛して本日、王都のギルドに移送する準備を進めております」

　今回の件については、ギルドマスターの管理不足も影響している関係で、リキセツは終始低姿勢となっている。

　特に王都の統括マスターのエディンまでドリントルに来ている。早急に結果を出す必要があった。

「職員についてはそちらに任せるよ。ギルド職員だから王都でエディンさんが裁くことになると思うし」

　カインの言葉に三人が頷く。

　リキセツもレティアも内部の調査を含めて今が一番忙しい。カインたちは早々にギルドを後にすることにした。

　カイン達が去ったあとのギルドでは受付嬢がまた騒ぎ出す。

「あのカイン様と一緒にいた人は誰？　新しい代官様が来るとは聞いているけど、あの若いイケメンがそうなのっ!?」

「カイン様は年下過ぎるけど、あの代官の人は成人しているし、狙うならあの人かもっ！」

「私はカイン様が……じゅるり」

　受付嬢たちは仕事が落ち着いている時間ということで、領主と一緒に来た人の噂話で盛り上がる。

　パンパン

　いきなり手を叩く音が響き渡る。受付嬢達が振り返ると、叩いた手を腰に当てて、サブギルドマスターでもあるレティアが怒っていた。

「ハイハイ、噂話はそれくらいにして。あの人は新しい代官で、アレク・フォン・シルフォード様よ」

「シルフォードって言ったら……」

「そう、カイン様のお兄様よ。辺境伯様の次男にあたるわ。次男だし叙爵されなければ将来は準貴族扱いね」

「「「アレク様……」」」

　受付嬢たちが青い髪の美男子アレクに思いを寄せる。貴族の当主でもあるカインは高嶺の花となるが、アレクなら貴族の子供としての扱いになる。貴族の令嬢が妻になることも多いが、側室としてなら平民にも十分チャンスはあるのだ。

「まったくあなたたちは……」

　レティアはため息をつきながら、自分の机に山積みになっている書類に目を通し始めた。




　ギルドを後にしたカインたちは領主邸に戻った。

　執務室のソファーにはカインとアレクが座っている。ダルメシアは紅茶の用意をするために一度席を外していた。

「これで内政に力を入れることができるね」

　アレクが代官邸にある本を数冊持ち出して、執務室の机に置いた。

「まずは、街壁の拡張をしたいですね。スラム街の解体をするのにも住んでいる人に引っ越しをしてもらわないといけませんし。夏休みに入ってからが本番ですね」

　カインの言葉に、アレクは呆れた。

「カイン、街壁の拡張なんて数年掛かるし、人の手配も大変なんだよ。それに莫大な費用がかかる。もっと身近なところからやったほうがいいのではないかな」

「それは大丈夫ですよ。街の街壁は魔法で創りますし、魔力は相当使いますけど、なんとかなると思います。アレク兄様にはそのあとの整備関係をお願いしますね」

「そういえば、陛下から言われていたね……。カインは常識外のことをするって……。わかった。街壁の事はカインに任せるよ」

　話を続けていると、扉がノックされ、ダルメシアが入ってくる。

「お待たせいたしました。紅茶の準備が出来ました。それと来客ですが、どうしましょうか」

　カインとアレクの前に紅茶を置き、ダルメシアが訪ねてきた。

　カインは目の前に置かれた紅茶に口をつける。

「客？　珍しいね。いったい誰が来たのだろう」

「──それが、セト様がお見えになられております……」

　ダルメシアが申し訳なさそうに答える。

「ブハッ！」

　カインは口に含んだ紅茶を吹き出した。

　アレクはセトのことを知らないので、カインの対応に首を傾げる。

「今、外でお待ちになられているのですが、中にお入れしても宜しいでしょうか」

　玄関の外にあの魔王セトが立っていたら、周りの人は驚くだろう。

「す、すぐにここに案内してっ！　あのまま外に立っていられたらそれこそ困る」

　ダルメシアは一礼をし、執務室を出て行った。

　少しすると、勢いよく扉が開かれた。

　入ってきたのはもちろん魔王セトだ。相変わらず三本の角を額からだし、高貴な服とマントをつけている。

「カインさまぁぁぁぁ！　聞いてくれよっ！」

　ただ、半泣きになった魔王は威厳もまったくなかった。

　その姿に、ただカインは驚くだけだった。

　半泣きのセトをソファーに座らせ事情を聴くことにする。

　アレクは魔族の存在は知っていたが、実際に見たのは初めてのことだった。そしてその魔族が半泣きになりながらカインに縋る姿を見て、さらに驚愕した。カインが宥めるのを見て、込み入った事情だと察し、紹介されセトと挨拶したあとに、代官邸で仕事をすると言ってアレクは執務室から退出していった。

「それで、いきなりどうしたの？」

　何があったのか、理解ができないカインはセトに説明を促した。

「──うちの妻に、浮気していたのを見つかって魔王城から追い出された……」

「「…………」」

　カインは絶句した。後ろで控えているダルメシアはため息をつく。

「あれほど私がお仕えしていた時にダメだと言っておいたではないですか……。レファーネ様は、浮気には厳しいお方だと、何度も、何度も、何度も言いましたよね」

　ダルメシアはセトの妻のことを知っていた。

　しかも相当な嫉妬深さらしく、浮気には厳しいとのことだ。

「ダルメシアがいた頃は、お主が止めてくれただろう。今は私にそんな説教をするのはおらん。だからつい魔が差してもうてな……」

　セトの妻が他の街へ行っている間に、街娘に手を出したところを、セトに付けられていた使い魔が全て妻であるレファーネに報告していた。

　セトが城に戻ってきてから、レファーネに問い詰められ白状したところを、王城のテラスからそのまま蹴り落とされたそうだ。そして鬼気迫る勢いで追ってきたので逃げだし、以前、この街に召喚されたことから、場所もわかっていたので転移して逃げてきたということだった。

「──セト……自業自得だ」

　カインはため息をついたあと、冷たく突き放した。

「そ、そんな……」

　セトがソファーで力なく肩を落とす。

　ダルメシアの説明では、魔族の国では、一夫一妻制が基本となっており、このエスフォート王国のように、一夫多妻制ではないということだった。

　しかもセトの妻のレファーネは魔族の国では有力貴族とされる家の令嬢で、浮気には特に厳しく、セトはいつも怒られていたそうだ。

「そんな冷たいこと言わないでくれっ！　カイン様だって婚約者が三人もいるではないかっ！　私だってたまには息抜きがしたいのだっ！」

「むぐっ」

　たしかにこの国では合法で、国王たちの方針で無理やり決まったとはいえ、カインには三人の婚約者がいた。そのことを持ち出されるとカインとしては強く言えない。

「──わかったよ。少しの間はこの屋敷にいてもいいよ。ただ、外には出ないでよ？　魔族がこの街を歩いていたなんて知られたら大騒ぎになる」

　カインの言葉に、セトは目を輝かせ、カインの手を両手で包みこみ感謝する。

「カイン様！　ありがとう！　少しの間だけこの屋敷にいさせてくれ。変幻の術を使えば、人族と同じように出来る。この屋敷にいても平気だ」

　セトは立ち上がり何かの呪文を唱えると、身体が光に包まれていく。光が消えるとそこには、セトの顔つきだが、角がなく赤髪の人族に見える男性が立っていた。

　その姿を確認して、カインは頷く。

「その姿なら誰が見ても驚かないね。この屋敷にいる間はその格好でいてくれ。それにしてもそんな魔法があったんだね。もしかしてダルメシアも？」

　ダルメシアも無言で頷く。

「はい、私はいつも変幻魔法でこの姿となっております。魔法を解きましょうか？」

　ダルメシアの言葉に、カインの頭の中では「蟲使い」を想像した。そして一瞬にして浮かび上がった脳裏に浮かんだイメージを、首を横に振り打ち消したあと、ダルメシアにそのままでいてほしいと懇願する。

「わかりました。残念ですが、このままでいましょう」

「それにしてもセト、数日だったらいてもいいけど、ちゃんと自分の城に戻らないとダメだよ」

　カインの言葉に、嫌々ながらもセトが頷く。

「それでしたら、私が魔族の国へ行って説明して参ります。私でしたらそのまま王城まで行けますので、レファーネ様に会うことも可能でございます」

　ダルメシアの提案に、カインは少しだけ考え、頷いた。

「たしかにそうだね。いきなり王が行方不明になったら大変なことだからね。ダルメシア、セトがここにいることを伝えておいてくれるかな」

　カインの言葉にダルメシアは姿勢を正して一礼し、地面から湧き出した黒い渦の中へと消えていった。

　セトと二人になり、対面に座らせ魔族の国について色々と聞くことにした。

　魔族の国は、このエスフォート王国があるグルニュード大陸から、ずっと南へ行き、さらに海を渡り船で一週間ほど離れた別の大陸にあり、その中で一つの国を治めているそうだ。今は二百万人くらいの人口がいるということだが、皆、魔法特性が強く、魔法神の加護を持っているとのことだった。

　カインは魔法神レノの顔を思い浮かべながら話を聞いていく。

　国は海沿いということで漁が盛んだが、内地では農業もしており、それなりに文明も栄えていて、話を聞いていると、この国とほとんど変わらない生活を送っていた。

　魔族にも貴族制があり、大まかに上級、中級、下級に分けられている魔族の中で、上級魔族が貴族として国の運営を行っているということだった。中級魔族は官僚が多く、下級魔族は国民として国を支えている。

　セトの妻のレファーネは、上級魔族の伯爵家の令嬢で、あまりの美しさに一目惚れをしたセトが告白し、結婚したそうだ。

　ただ、その性格までは結婚するまで知らず、結婚したあとはずっと尻に敷かれている状態だとわかった。

「カイン様もそのうち遊びにきてください。歓迎いたしますから」

「うん、是非行かせてもらうよ」

　セトの言葉にカインは頷く。そのあとも、魔族の国について色々とセトと話し合った。

　話を続けていると、急に部屋に黒い渦ができた。先ほどダルメシアが消えた時の渦だ。二人はダルメシアが戻ってきたのかと思っていた。

　しかしそこから現れたのは、体中傷だらけになり、左腕が肩からなくなって、すでに虫の息の状態になったダルメシアだった。

　カインは驚き、すぐにダルメシアに近寄る。

『エクストラヒール』

　カインが魔法を唱えると、ダルメシアは光に包まれていく。光が消えると執事服はボロボロだが、身体は元に戻ったダルメシアがいた。

　身体を抱き起こすと、ダルメシアは意識を朦もう朧ろうとさせながらも話し始める。

「カイン様、申し訳ありません。ありがとうございます。セト様、申し訳ございません……私の説明では納得していただくのは無理でした」

　その言葉だけを残し、ダルメシアは意識を失った。

「…………」

　ダルメシアの姿を見てセトは身震いさせる。

　──その瞬間、また新しい黒い渦が現れた。

　そして姿を現したのは、真っ赤なドレスを着ている美女だった。髪は赤く腰まで伸びており、顔は絶世の美女とも言えるほどの美形だ。額からは角が二本生えていたが。美女が着ている赤いドレスは胸元が開いており、そのスタイルも目が離せなくなるほどに美しい。

　そんな姿を見て、セトの顔は真っ青になっていた。

　そして突然現れたその美女は話し始める。

「あら、あなた。こんなところにいたのね。ダルメシアが説明しにきたけど、他の人にご迷惑をおかけしているのがわからないのかしら」

　美女はセトのことを上から冷たい目で見下ろす。

「い、い、いや……カイン様はそんなご迷惑など……」

　顔を真っ青にさせ、冷や汗をかきながらセトは弁明する。レファーネはカインの方に視線を送り満面の笑みを浮かべた。

「あ、ご挨拶がまだでしたわね。私はセトの妻の、レファーネ・ヴァン・ダルシュタインと申します。うちの夫がご迷惑をおかけして申し訳ございません」

　優雅にドレスの両端を摘み丁寧な挨拶をする。

　カインも立ち上がり、レファーネに挨拶をする。この女性から出るオーラに逆らってはいけない気がしてならなかった。

「初めまして、カイン・フォン・シルフォード・ドリントルです。セト殿には魔族の国の話を色々と聞かせていただきました。──まずはお座りになられてください」

　セトの座っている隣の席を勧める。

「カイン様、ありがとうございます。それでは失礼いたしますわ」

　レファーネは優雅にソファーに座る。そしていつの間にか気がついたダルメシアがカインの後ろに回る。

「カイン様、紅茶を準備いたします。着替えもしたいので一度失礼いたします」

　ダルメシアは、いつもとは違う少し焦った様子で、部屋を退出した。

　執務室にはカイン、セト、レファーネの三人が残る。

「カイン様、事情は夫から聞いていると思います。男としてどう思われますか」

　レファーネは真っ赤な切れ長の目で、まっすぐにカインを見つめた。

　すがる目でセトはカインを見つめていたが、即断罪した。

「魔族の国は、一夫一妻制だと聞きました。しかもこんな絶世の美女ともいえるほどの素敵な奥様がいるのに、他の女性を意識するなんて言語道断ですね」

「……えっ!?　そ、そんな……さっきと……」

　その瞬間に、セトは泣きそうな目をし、レファーネは嬉しそうな表情をする。

「あら、カイン様、私も同感ですわ。それにしてもお上手ですわね、絶世の美女だなんて」

　レファーネは胸元から出した扇で口を隠しながら答える。やはり女性は容姿を褒められるのは嬉しいようだった。

「セト殿からも一目惚れと聞きました。実際にお会いするとその気持ちがよくわかります」

　カインの言葉にレファーネの頬も緩み機嫌がよくなっていく。

　そして扉がノックされ、ダルメシアが用意した紅茶とカップを乗せたワゴンを引いて部屋に入ってきた。

　いつの間にか新しい執事服に着替えており、部屋の隅で紅茶の用意をする。

「お待たせいたしました」

　ダルメシアはそう言いながら、紅茶を各自の前に置いていく。そして何事もなかったかのようにカインの後ろに控えた。

　レファーネは紅茶を一口飲み、笑みを浮かべる。

「やはり、ダルメシアが淹れた紅茶は美味しいですわね。引退してしまったのが今でも残念だわ」

「今はカイン様にお仕えする身でございますので」

　ダルメシアは一礼をする。

　少しの間、雑談を交わし、セトとレファーネの二人は魔族の国へ帰ることになった。

　さすがにセトが哀れな気がしたので、いつでも遊びにきていいと伝えた。しかし、来るときはレファーネの許可を得るように念を押す。

　カインの言葉にレファーネも了承してくれ、セトは嬉しそうな顔をする。

「それではカイン様、ごきげんよう。セト様、いきますわよ」

「カイン様またくる！」

　レファーネはセトの片耳を掴んだまま、黒い渦に消えていった。

　二人がいなくなった部屋でカインはソファーの背もたれに寄り掛かり大きなため息をついた。

「──ダルメシア、逆らったらいけない人っているんだね……」

「カイン様、おっしゃる通りでございます……」

　女性は怖いと改めて思ったカインだった。












６　ルーラの正体








　ドリントルで一息ついた後、カインは王都の屋敷へと転移した。

　誰もいない執務室の椅子に座って背筋を伸ばす。

　少しのんびりとしたあと、カインは執務室を出て、コランに戻ったことを告げると、シルビアを呼び白狐姉妹の様子を聞いた。

「姉のルーラですが、落ち着いた様子でメイドとしてやっていけると思います。知識についても十分かと。妹のローラはまだ見習いですね。年相応な育ち方をしております。奴隷商で教育をされていたお陰で、奴隷期間が長い割にはまともだと思います」

　用意してくれた紅茶を飲みながら、シルビアの報告を聞く。

「一度、ルーラと話をしたいからここに呼んでもらえるかな？」

　カインの言葉に、シルビアが頷き、ルーラを呼びに執務室を後にした。




　程なくして、扉がノックされ、カインが許可を出すとルーラが執務室に入ってきた。

　メイドとしての仕事を勉強しているようで、メイド服姿のままだった。歩くことにもすでに慣れたようで、問題ないようだ。

　しかも食事もして、お風呂も入って顔色も良くなったことで美人度がさらに増していた。

「ご主人様、私のことをお呼びとのことですが……」

　不安そうな顔をしながら、執務室の入口に控えている。

「うん、この前はまだここに来たばかりだから言わなかったけど、昨日話した続きをしようと思ってね。とりあえず座ってよ」

　カインはルーラに目の前のソファーに座るように促す。

『昨日』と聞き、ルーラは少し恐々としながらも、促されるままカインの対面に座った。

「馬車の中で言ったと思うけど、二人のことは鑑定させてもらっている。それで聞きたいことがあったんだ」

　カインは一度立ち上がり、執務室の机の引き出しから一冊のノートを取り出しルーラの前に置いた。そして中を見るように促す。

　恐る恐るルーラは、置かれたノートを開く。そして中を見た瞬間、目を大きく見開いた。

　カインとノートを何度も見比べて、そして──涙をボロボロと流しはじめる。

「──やっぱりそうだよね。隠蔽で隠していたけど、称号に『転生者』と出ていたから、もしかしてと思ったんだ。だから二人のことを購入させてもらった。神獣の加護を持っていたのもあったけど……」

　ルーラに見せたのは、時間があるときに、これからドリントルで行う内政についてまとめたものだ。もちろん前世の知識を活かして内政を行うために、他の人が読めぬ様日本語で書いてある。日本語で書かれていることに反応を示しているということは、ルーラが転生前の前世が日本人だと確定したと同じだった。

「ご主人様はもしかして……」

　ルーラの問いにカインは無言で頷く。

　その姿を見て、ルーラはさらに目に涙を溜める。

　そして、ルーラはソファーから立ち上がり、カインに抱きついて泣き始めた。

　カインは、ルーラの頭を撫でながら話しかける。

「日本人の記憶を持っていると、奴隷は辛かったよね。もう安心していいよ。これからはローラを含め僕が面倒を見るから」

　ルーラはカインの胸で泣きながらも何度も頷く。

　数分だろうか、ルーラが泣いている間、ずっとカインはルーラの頭を撫でていた。

「ご主人様、すいません。胸を貸していただいて……」

　ルーラは落ち着いたあと、子供の胸を借りて泣いたのが恥ずかしいのか、真っ赤な顔で照れくさそうにソファーに座り直す。

「構わないよ。ルーラの前世の話を聞かせてくれるかい？　今、ドリントルという街を治めているのだけど、人材が不足していて、ルーラの前世が活かせるなら協力して欲しいと思ってね」

　カインの言葉にルーラは顔を引き締めて、真っすぐ見つめる。

「私の前世は、大学で建築学科を専攻していて、インフラと建物の設計について勉強していました。二十歳の時に信号無視の車に撥ねられて死んじゃったんだと思います。そこまでしか記憶がないので。転生してからは、五歳の時に洗礼を受けたのですが、その時に前世の記憶を取り戻したのです。狐人族では、白狐は先祖返りとして迫害されており、早くに両親を亡くしたこともあり、同じく白狐で生まれたローラと一緒にずっと二人で暮らしていました。建築についてなら少しは勉強しましたのでお役に立てるかもしれません」

　カインは前世が自分よりも年上だという事に驚いた。カインも自分の前世についてルーラに説明していく。この件については、コランもシルビアも知らないため、内緒ということに念押しは忘れずにしておく。

「ドリントルでは、これから学園や孤児院、他にも色々と建設することになってくる。僕の兄が代官としているけど、内政官として建築系を手伝ってくれるかい？　もちろんローラも一緒に来て構わない。それと、ご主人様と呼ばなくていいよ。カインで。前世が同じ日本人だということを考えればおかしいと思うし」

　カインは伝えたが、ルーラは首を横に振る。

「流石にそれはできません。今はこの世界を生きているので。他の人の体面もあります。ただ、二人の時に少しだけ前世の話をさせてください。アニメの話とか……」

　カインはルーラの言葉に笑みを浮かべ頷く。

　その後、ドリントルについて話していき、今後の方針をルーラに伝えた。

「それならば私でもお役に立てると思います。週末にドリントルに行くことをシルビアさんにも伝えます」

「それは、僕からもシルビアに話しておくよ。学園ができたら、ローラを通わせることもできるし。よろしく頼むね」

　カインの言葉にルーラは頷く。

　話が終わり、ルーラはシルビアの手伝いのために退出した。

　入れ替わりでコランが来たので週末ルーラとローラの二人をドリントルに連れて行くことを伝えた。

「カイン様、それは構いませんが、ルーラに内政官を任せて平気なのでしょうか」

　コランはルーラの前世のことを知らない。いきなりルーラに任せることに疑問を感じているようだ。

「それは僕が見るから問題ないよ。早く学園を建設して、ローラやドリントルの孤児たちに勉強をする場所を提供してあげたいんだ」

「わかりました、カイン様がそうおっしゃるなら大丈夫でしょう。今日、学園を休んだので、テレスティア王女殿下とシルク嬢がお見えになられました。手紙を置いていかれましたので、ご確認ください」

　コランから手紙を受け取り、封蝋を開け中身を読んでいく。明日、学園が終わったら王城でお茶会をするので、そこへのお招きの手紙だった。

「明日、学園が終わったらそのまま王城へ行くよ。テレスとシルクからのお誘いだった」

　コランはカインの言葉に頷く。

「そうですね、カイン様は最近お忙しいですから、婚約者の皆様と会う機会がほとんどありません。時間があるときにはお付き合いすることも必要かと存じます。それと、もう少しで食事の準備が整います」

「そうだね。もう少し考えたいことがあるから、食事の準備が出来たら呼びに来て。それまでここで仕事をしているよ」

　コランは了承したあと、一礼をして執務室を退出した。

　カインはソファーに背を伸ばして寄りかかる。

「まさか日本人が他にも転生しているとは……。神様たちも教えてくれればいいのに……」

　カインは先ほどルーラに見せたノートに、今後のことをさらに加筆していく。

　集中してノートに書いていると、夕食が出来たことをシルビアが伝えに来たので、一緒にダイニングに向かう。

　ダイニングにつくとすでに食事の用意がされていた。ルーラとローラはメイド服姿でシルビアの手伝いをしている。ローラは十歳ということで、まだ慣れない手付きだが、頑張っているように見える。

　食事を済ませたカインは執務室に篭もり、今後のドリントルについてノートにまとめていく。

「うん、こんなもんだな。あとはアレク兄様とルーラを含めて相談だ」

　書き込んだノートを机の中へ仕舞い、一度大きなあくびをした後に、着替えてベッドへ入り意識を手放した。












閑話　一年後








　今日はあいつの命日だ。




　一年前のあの夏休みの日。愛美を庇って死んじゃった和也の命日だ。

　愛美は中学を卒業し、私の高校に入学してきた。私も一学年上がり三年生になった。

　二年生の間は、和也の席は教室に残されていたが、さすがに三年生になると当たり前のように、和也の席は用意されることはなかった。

　一年が過ぎると、学園で和也の話題など触れる生徒は誰もいなくなる。

　まるで最初から何もなかったかのように……。

　家では愛美や家族とはまだ和也の話をしている。小さい頃から一緒に撮ったアルバムの写真を見ながら。

　そして今日は三人で和也の墓参りに来ている。

　本当は二人で来るはずだったのに……。

「なぁ沙織さぁ、さっさと墓参りなんて終わらして遊びに行こうぜ」

　後ろから声を掛けてくるのは、二年生の頃から同じクラスメイトである、谷たに市いち剛ごうだ。

　和也が死んだあと、ずっと落ち込んでいる私に、何かと声を掛けてきてくれた。元々、和也ともクラスメイトということで、今日の墓参りにもついてきたのだ。

「お姉ちゃん、もう一年経つんだよね」

　墓の前で線香に火を付けながら、愛美が聞いてくる。

　愛美も高校生となったことで、少し大人びてきた。中学の頃は肩につくくらいの長さだった髪も、すでに胸のあたりまで伸びていた。

「そうだよね。一年なんてあっという間」

　愛美から線香を受け取り、和也の墓に供える。

「きっと、和也兄ちゃん天国へ行けているよね？　私のこと助けてくれたし」

　愛美の問いかけに私は手を合わせながら深く頷く。

　花と線香を供えたあと、和也の墓をあとにする。

「もうさ、一年経つんだぜ？　和也の事が好きだったのは知っているけど、もう死んだ奴のこと思っていても仕方ないし、次の男を探そうぜ」

　谷市の言葉に私と妹は眉間に皺を寄せる。

「──ぅるさい」

　思わず言葉に出てしまった。

　もう和也とは会えないとわかっているの。

　そんな事は自分でも良くわかっているんだ。

　──でも、一年経っても心の整理がまだつかない。

　心を抉られるような谷市の言葉に、妹と一緒に機嫌が一気に悪くなる。

「もう今日はこれで帰る。じゃぁね。愛美、行こう」

「谷市先輩さようなら」

　冷たく谷市にそれだけ伝え、愛美と一緒に家に戻っていく。

　後ろから谷市の声が聞こえてくるが、振り返るつもりもない。

　家に戻ったあとは、ベッドに寝転び携帯で和也とやり取りしたメールを眺めていた。

「──和也、あんた、本当に天国に行っているんでしょうね？」

　携帯を片手に私は呟いた。












７　新たな国宝








　王城に招かれ、今はテレスティアとシルクと共にテラスで紅茶を楽しんでいる。

　用意された紅茶は一級品でいい香りが鼻をくすぐる。

　そして一口飲むと、その香りが口の中へと広がっていく。

「──美味しい」

　思わず漏れる言葉に二人は微笑む。

　最近忙しいカインの事を思ってか、ゆっくりとした時間を作るためにテレスティアとシルクが今回の計画を立てた。

「最近、色々と忙しかったから、こんなゆっくりしたのは久々な気がする……」

「たしかにそうかもしれませんわね。カイン様が色々と想定外のことをするので、お父様もいつも悩んでおりますし」

「うちのお父様はいつもカインくんの話で笑っているよ」

　そこまで酷いことはしていないとカインは思いつつ紅茶に口をつける。

　テラスからは王城を囲んでいる綺麗に整備された庭園が見える。

　三人が座っているテーブルの周りには、王城に勤めているメイドが三人ほど控えており、紅茶のお代わりやお菓子の準備をしている。

「カイン様、最近忙しいからってお付き合いしていただけないから、私は寂しいですわ」

「カインくんもまだ十二歳なのに、もう子爵なのよね。もうちょっとしたら婚約の公開をしていいって、お父様が言っていたよ」

「私も早く『カイン様が婚約者なのよ』と堂々と言えるようになりたいですわ」

　カインがドリントルの領主になってから色々と忙しかった。

　領主邸の襲撃や、奴隷の購入、セトの家出などイベントが多岐に亘る。

「出来るなら夏休みが終わってからがいいかな。ドリントルもその時には落ち着いていると思うし」

　アレクとルーラが内政に加わったことにより、カインはドリントルの街をもっと広くして本格的に取り組む予定である。

　夏休みになれば集中して内政を行うことが可能となり、その間で一気に仕上げたいと考えていた。

「夏休みは私もシルクと一緒にマルビーク領に行く予定です。道中ご一緒したいですけど、無理だとわかっておりますので我慢いたします」

　少し寂しそうな表情をしたテレスティアに、カインは思い出したように説明をする。

「あ、道中は一緒に行けないけど、マルビーク領には行くつもりだよ。二日あれば行けると思うし。それと二人に作ったものがあるから渡すよ」

　カインはアイテムボックスから二つの箱を取り出し、テレスティアとシルクに手渡した。

　二人は受け取った箱を開けると、目を大きくし驚いた。

「素敵なネックレス……」

「うん、本当に綺麗……」

　箱の中身は二つともネックレスが入っている。

　二人に贈ったのは、魔石と白金ミスリルから創造魔法制作クリエイティブメイクでつくったネックレスだ。白金ミスリルのチェーンに、綺麗な楕円形に形を整えられた二センチほどの魔石がついている。テレスティアが赤色の魔石で、シルクは緑色の魔石がついている。

　テレスとシルクはネックレスを手にとり、目を輝かせながら眺めている。

「魔石と白金ミスリルから創ったんだ。よかったら付けてくれるかな」

　カインの言葉に二人は頬を染める。

　まだ正式に婚約を発表していないこともあり、人前でカインが直接王女殿下に触れることは許されていない。メイドが代わりに二人にネックレスを付ける。

　控えていたメイドから渡された手鏡で自分の姿を見ながら、二人はうっとりとしている。

「そのネックレスには僕の魔力が込められていて、もし何か危険なことがあれば、その魔石を握って魔力を込めれば、僕に伝わるようになっているんだ」

　カインの創造魔法だからこそ出来ることであって、国が抱えている魔道具士でも作ることはできない、国宝と言ってもいい代物だった。

　しかしテレスティアやシルクは、このネックレスがどれほどの価値があるのか理解していない。もちろんカインもである。

　ただ、カインからのプレゼントをもらったという事実だけが先行していた。

　カインについては、二人が心配で思いついた物を実現化させただけと考えている。

　しかし周りに控えているメイドたちは、贈られた品物が国宝級であることが理解できているため、三人の会話を聞いて冷や汗をかくのであった。




　お茶会も終わり、カインは王城から歩いていると後ろから声を掛けられた。

　振り返るとそこにはティファーナが和やかな笑顔を向けてくる。

「旦那様、お久しぶりですね。最近模擬戦して愛し合ってくれないので寂しかったです。まだ日が暮れるまで時間が少しありますから行きましょう」

　もちろんカインは断れる訳もなく、戦闘狂ティファーナにそのまま訓練場へ連れて行かれた。

　そしてメイドからマグナ宰相に報告が伝えられ、すぐに国王まで伝わった。

　後日、カインはまた王城に呼び出されるのであった。




　王城に呼ばれたカインは国王とマグナ宰相の二人からこってりと絞られ、ため息をつきながらソファーに座った。

「カイン様、随分お疲れのようですね。また何か問題が……」

　コランが声を掛ける。

「テレスとシルクの二人に自分で創ったプレゼントを渡したら、かなり希少価値が高いものらしく、それで呼ばれたんだ」

「……いったい何をプレゼントしたのですか」

　恐る恐る聞くコランにカインは気軽に返す。

「緊急時に僕に位置を知らせるネックレス。それだけの機能しか持ってないよ」

　カインの言葉にコランはため息をつく。

「カイン様、それだけの機能があれば貴族がこぞって欲しがると思われます。誘拐された場合や、戦時に捕虜になった際など、自分の位置を知らせることができるのですよ。国宝と言うにも十分な品だと思われます」

「──国宝……？　そうかな、まぁ、今回はテレスとシルク、ティファーナの婚約者三人だけにしか渡してないから、軽く小言を言われただけで済んだけどね」

　当初、テレスティアとシルクのために創ってみたが、さすがに婚約者であるティファーナだけに渡さないのも問題があるかと思い、模擬戦デートの後に渡したのだ。その時のティファーナは頬を染め、騎士ではなく一人の女性としての反応を見せた。

「そういえばルーラとローラの二人だけど、週末にドリントルに連れていくから用意しておいてね。二人ともドリントルで暮らすことになる」

「そんな急に……。いえ、わかりました。二人の準備を進めておきます」

　コランは一礼して執務室を後にする。




　そして週末を迎え、執務室にはコラン、シルビアの他に荷物をまとめたルーラとローラが集まっている。

「これから、ルーラとローラはドリントルに僕と一緒に来てもらう。ドリントルで暮らしてもらうことになるからよろしくね」

　カインの軽い言葉にルーラとローラの二人は頷くが、馬車に向かう訳でもなく執務室に集まったことに疑問を抱いていた。

「カイン様、ローラはまだ見習いですので、よろしくお願いいたします」

　シルビアが頭を下げる。さすがにまだ十歳のローラにそこまでの仕事をさせるつもりはないのでカインは頷いた。

「では、行こうか。また週明けに戻ってくる」

　カインの言葉にコランとシルビアは一礼する。

　コランはルーラとローラに手荷物を持つように指示し、カインは二人の肩に手を置く。

『転移』

　王都の執務室から、一瞬で三人が消えた。

「二人はドリントルで大丈夫なんでしょうか……」

「カイン様にも考えがあるのだと思います。私たちはこの王都の屋敷を守っていきましょう」

　シルビアの問いにコランは頷き、執務室を後にした。




「……えっ!?」

　一瞬で視界が変わったことにルーラとローラの二人は驚いた。

「ようこそドリントルへ」

　カインが笑顔で二人に伝える。

「……これってもしかして……転移魔法？」

　ルーラの問いにカインは笑みを浮かべ頷く。

「このドリントルの屋敷で二人とも暮らしてもらうことになる。ルーラは僕の兄の手伝いで内政官をしてもらいたい。ローラは引き続き見習いメイドだね。執事のダルメシアがすぐにくると思うから指示に従ってくれるかな」

　カインの言葉のあとに、やはり時間をおかずに執務室の扉がノックされる。

「ほら、きた。どうぞ」

　カインの返事のあと、執務室の扉が開かれダルメシアが入ってくる。見た目は初老の渋い大人にしか見えないが、優秀な執事だ。色々な意味で。

　ルーラもローラも緊張しているが、ルーラは一人だけ頬を染めている。

「カイン様、お客様ですね」

　ダルメシアの言葉にカインは頷く。

「白狐族の姉妹で、ルーラとローラだ。ルーラにはアレク兄様の手伝いをしてもらおうと思っている。ローラはメイド見習いなので、色々と教えてあげてくれ」

　カインの言葉にダルメシアが姿勢を正して一礼する。

「ドリントルの街でカイン様の執事をしております、ダルメシアでございます。これからよろしくお願いいたしますね」

　優雅で完璧な挨拶に、ルーラはさらに顔全体を赤くし、ローラは普通に頭を下げる。

「ル、ル、ルーラです。ダルメシア様これからよろしくお願いいたします」

「ローラです。よろしくお願いします」

「私は二人の部屋の準備をいたしますので、後でお迎えにあがります。お待ちいただく間、紅茶をお楽しみください」

　ダルメシアは二人にソファーに座るように促し、部屋の隅で紅茶を淹れる。

　部屋に流れてくる紅茶の匂いに、二人は喉を鳴らす。

「お待たせいたしました」

　紅茶を淹れたカップを完璧な動作で順番に置いていく。カインはいつも淹れてもらっているので、そのまま口をつけていく。

　二人は恐縮しながらも口をつけていく。

「「──美味しい」」

「お口にあったようで何よりでございます。では、一度失礼させていただきます」

　ダルメシアは優雅に一礼し、退出していった。

　ダルメシアが出て行く姿をずっと眺めているルーラをカインは見ていた。

「ねぇ、ルーラって──年配好き？」

　カインは思わず口に出した。

　その瞬間にルーラは顔を真っ赤にして両手で顔を隠した。

「────私、ダルメシア様みたいな渋い男性に弱いんです……しかも執事服を着てあの優雅なお姿。あんな魅力的な人がいるなんて……」

　さすがのカインもルーラのジジ好き発言に対して苦笑いしかできなかった。












８　ドリントルの内政








　用意された部屋にダルメシアが二人の案内をする。

　ローラが姉のルーラと同じ部屋を希望したことで、二人部屋にすることにした。

　二人の着替えについても、すでにダルメシアがメイドに買ってくるように指示をしていた。

　さすが優秀な執事だとカインは微笑んだ。

　一人になった執務室で、カインは決裁が済んでいない書類に目を通していく。

　先ほどルーラの想定外の告白には驚いたが、これからアレクと一緒にドリントルのために、頑張ってもらいたい。但し、ルーラは奴隷扱いであり、今後の内政管理において支障をきたす可能性があった。

　そう思っていたカインは早々に奴隷から解放するつもりでいた。

　奴隷は基本的に首元に奴隷の魔法印が刻まれており、常に見える状態にしておくという義務がある。

　決裁を進めていくと、アレク、ダルメシア、ルーラ、ローラの四人が執務室に入ってきた。

　中央のソファーにカインが座り、横にはアレク、その対面にルーラとローラを座るように促す。

　ダルメシアは部屋の隅で紅茶の準備をしている。

「アレク兄様、二人をこの屋敷に住まわせる事にしました。姉のルーラはアレク兄様の助手として内政官をしてもらいます。妹のローラはこの屋敷のメイドとして、ダルメシアに任せたいと思っています」

「ルーラです。アレク様、よろしくお願いいたします」

「ローラです。よろしくお願いいたします」

　二人は一度立ち上がり頭を下げてアレクに挨拶をする。

「アレク・フォン・シルフォードだ、カインの兄ではあるが、次男なのでそこまで気にしなくていい。二人ともよろしく頼む」

　挨拶が終わったところで、ダルメシアが順番に紅茶を淹れたカップを置いていく。

「まずは二人を奴隷から解放しようと思います。ルーラはアレク兄様の手伝いがありますし、奴隷の身分だと問題が出ると思いますので、奴隷から解放してシルフォード家に雇われているという形にします。ルーラは建築の知識がありますから、きっとアレク兄様の助けになると思います」

　アレクはカインの言葉に少し疑問に思いながらも頷いた。

　そして、カインはルーラとローラが座っているソファーの後ろに立つ。

「そのまま少しじっとしていてくれるかな」

　カインはそういうと、ルーラの首に手を当てた。

『奴隷解放リリース』

　カインが唱えると、ルーラの首にあった奴隷紋が、何もなかったように消えた。

「えっ！」

　奴隷紋の施術に関しては、奴隷商の専売特許である。奴隷商に登録している商会だけの秘匿魔法となっており、いきなりカインが奴隷解放の魔法を使用したことに、アレクが驚くのも無理はなかった。

「思った通りだ。次はローラを解放するよ」

　同じ手順でローラも奴隷から解放する。カインは試したことはなかったが、解呪と同じ原理だとわかっていた。

　二人はお互いの首の奴隷紋が消えたことに驚き、涙を流して抱き合い喜んでいた。数年間に及ぶ奴隷生活を送っていたのだ、やはり不安だったのだろう。しかも出会った時は四肢が欠損している状態で半ば人生を諦めた表情をしていた。

　二人が立ち上がり、カインに頭を下げる。

「カイン様、四肢の回復だけでなく、奴隷から解放までしていただきありがとうございます。今後も姉妹でカイン様に尽くさせていただきます」

「カイン様、私も仕事頑張ります。ありがとうございます」

　二人の言葉にカインは笑みを浮かべ「よろしく」と一言だけ言い頷く。

「まったく、父上が言っていた『規格外』というのが良くわかったよ」

　アレクはため息をつき、紅茶に口をつける。

　そして後ろには、少しだけ笑みをこぼしたダルメシアが二人を見つめながら控えていた。




　カイン達は馬車に乗り街中をゆっくりと走り抜けていく。ダルメシアが御者を行い、馬車の中にはカイン、アレク、ルーラの三人が乗っている。

　ローラはメイド見習いとして、屋敷のメイド達に預けてきた。

　ドリントルの街の人口は三千人程度である。しかも領民は二千人程だ。残りは冒険者となっており、別名『冒険者の街』とも言われるくらいに冒険者が多い。

　魔物がいる森やダンジョンの方角である東門付近は、冒険者向けの宿屋や武器屋、道具屋などが多い。もちろん酒場や娼館もこの地区に集まっている。

　その中を西門に向けて馬車は進んでいく。

「本当に冒険者用に作られた街という感じですね」

　ルーラは馬車の窓から外を眺めながら呟く。

「うん、その通りだね。ただ、東門から南側の裏通りに行くとスラムがあるんだ。ケガを負って冒険者を引退した人や、孤児などが集まっている。闇ギルドもあったけど、それはもう潰したから大人しくなっていると思う。この地区をなんとかしたいと考えている」

　カインは外を眺めながらルーラに告げた。

　馬車は東門付近につき、外壁越しを南に向けて進み始める。

　大通りとはまったく違い、ボロボロの建物が立ち並び、浮浪者とも思える片足しかない人や、孤児たちが集まっている。

「……ほんとにスラムなんですね」

　ルーラは悲しい顔をしながら返事をする。自分の奴隷時代を思い浮かべたのかもしれない。

　スラムを貴族の馬車が進むことは珍しい。孤児たちは豪華な馬車を眺めて話し合っている。その中を馬車は南門へ向けて進んでいく。

　南門をそのまま通過し、西門へ向けて馬車はさらに進んでいく。西門から南門は鍛冶屋やこの街の領民が住むところになっており、ある程度区画され通りも綺麗になっている。ただ、外壁に囲まれた中ということもあり狭苦しい感じがする。

「カインと僕は、外壁を広げてもう少し街を広くしようと考えている。そして領民が住むところを広げたい。同時に学園や孤児院を建てたいと考えている。孤児を教育することによって、色々な将来性を教えてあげたいんだ」

　アレクの言葉にカインは同調する。三人は馬車の外を眺めながら街を一周し、領主邸に戻ってきた。

　執務室では今後のドリントルについて考えをまとめていく。

「やはり、今のままではどうにもなりませんね。建物を建てるスペースすらありません。スラムを潰してしまっては、スラムの住民達が溢れてしまいますし。やはり外壁の拡張が一番先だと思います。そこに、住居や孤児院、学園を建てることによって、スラムの人たちに転居してもらってから、スラムを整地していけばいいと思います」

　ルーラの率直な意見にカインとアレクは頷く。

「よし、明日まず外壁を拡張してみよう」

　カインの一言に、二人は驚く。外壁の拡張はそんな簡単なことではない。何かを作るには金と人と材料が必要となる。「何言ってるんだ？」としか思えない。

　それをカインは何事もないように言う。

「そんなに簡単なことでは……」

　ルーラが呟くが、アレクが手で制す。

「カインのことだから、何かあるんだろうよ、きっと……。明日を楽しみにしよう」

　笑顔を向けたアレクにルーラは頷く。

「ルーラはこれから建てる建物の設計をお願いできるかな。簡単な道具なら創れると思うから」

「わかりました。では、書くものと紙が欲しいです。あとは……定規になるようなものがあれば……」

「うん、すぐに作っておくよ」

「定規？」

　カインは理解して頷いているが、アレクは聞きなれない言葉に首を傾げる。前世の事は説明できないことなのでカインは流して話を進める。

　前世でも技術の授業があり、簡単な製図は行ったことがあったのでイメージはつく。さすがにパソコンとＣＡＤソフトが欲しいと言われたら困ったが手書きを行う道具程度なら問題なく創り出せる。

　昼食を取りながら内政についての話をさらに進めていった。もちろん製図に必要な道具を世界事典ワールドディクショナリィを頼りに創造制作クリエイティブメイクで創り出してルーラに渡してある。道具一式を渡した時のルーラは「随分基礎の道具ですね」と言って苦笑いをしていたが、前世では高校生までの経験しかないから仕方のないことだった。

　ルーラが作業をする部屋を一つ与え、そこにはドラフターを設置した。図面を書くための台みたいなものだ。ルーラは目を輝かせ道具一式を持ち部屋に篭もってしまった。

　カインとアレクは苦笑し執務室に戻る。すでに造りたいものはルーラに伝えてある。後は出来上がった図面を見てから決めれば問題ない。

「少しずつだけど進みそうですね」

　カインの言葉にアレクは笑みを浮かべ頷いた




　次の日の朝、すでに前日に外壁周りには近づかないように衛兵より領民には伝達してあった。領主からの言葉に領民たちは、意味もわからず首を傾げながらも頷いていた。

　カイン達が乗る馬車は、東門から出たところで止めた。門から森に向かって数キロの道が続いている。整地したわけではないが、冒険者達の大半が、森で狩りを行って生計を立てていることもあり、魔物の素材を運ぶために馬車で行き来するうちに自然と整地されていったそうだ。

「この辺でいいかな」

　カイン達は門から二キロほど森に向かった場所にいる。

「ここら辺に外壁が出来れば、街の中に十分なスペースができますね」

　ルーラが同調する。

「危ないから少し下がっていてくれるかな」

　カインの言葉に、アレクとルーラがカインから離れて馬車の近くに戻って行く。

　カインは二人が離れたことを確認してから、地に両手を付き魔力を流し始める。そして脳裏に街の街壁をイメージしていく。

「魔物の氾濫が昔はあったと聞いたから、ある程度の高さがあったほうがいいよな。そして外側には堀。水を流しておけば問題ないだろう」

『創造魔法クリエイティブ：天地創造』

　カインが魔法を唱えると、土が生き物のようにウネウネと動き始め、次第に盛り上がっていく。長さは数百メートルに渡り、次第に街壁のような形を作り上げていく。しかも十メートルほどの高さまで上がったところで止まった。

『創造魔法クリエイティブ：硬化維持』

　土で出来た街壁が次第と硬化していき、一枚板で出来たような壁に仕上がった。

　カインは均一化された石が規則正しく積まれたような美しい出来栄えに満足し、汗を拭い振り返る。

「こんな感じでどうかな？」

　振り返ると、アレクとルーラは口をポカンと開け固まっていた。

「……さすがにここまでとは……陛下があれだけ念を押していた理由はこれか……」

「……本当にチートですね……」

　カインの規格外の魔法に、さすがに二人とも茫然とするしかなかった。馬の世話をしているダルメシアだけは笑顔のままである。

　新しく出来た街壁越しに馬車で移動し、ひたすら同じ魔法を繰り返し街壁を造り続けた。
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　夕方になる頃にはドリントルの街を一周囲うまでの壁が完成した。ドリントルは高さ十メートルの街壁で囲んだ城砦となっていた。

　普通の魔法使いで出来ることではない。カインもファビニールで修行する前なら、魔力切れになり倒れていることだろう。ただ、カインはすでに亜神であった。人間の域を超えているからこそ出来る所業である。

　街壁を造ったことにより出来た外側の深さ五メートルの堀には、カインはさらに大量の水を魔法で創り流し込んだ。そして最後に橋を造った。

「……これでひとまず大丈夫かな」

　カインは満足した顔をしていたが、一日カインの常識外れな魔法を見ていたアレクとルーラは、すでに諦めており何も言うことはなかった。

　そして馬車に乗り領主邸に戻っていく。




　王都や他の街から行商に訪れた商人たちは、新しく出来上がった街壁に腰を抜かすほど驚いていた。

「────一夜城だ……」

　街壁を見た商人たちは口々にそう言った。

　もちろん、ドリントルは王都から馬車で二日の距離である。王城まで噂が届くのにはそう時間がかかるものではなかった。




　外壁だけ大きく変わったドリントルの街の領民や冒険者達は皆驚いていた。

　たった一日で街の街壁の外側に高さ十メートルの新しい街壁ができていたら誰でもそう思うだろう。

　街壁は堀で囲まれており、どこかの小国の王城かと思うほどの立派な出来栄えとなっている。

　しかも積まれた石は均一化され、規則正しく仕上げられており、圧倒する高さと美しさを兼ね揃えていた。

　街壁だけを見てみれば、エスフォートの王都街壁にも劣らない出来となっている。

　いや、国内では並ぶ建物はなく、この世界で一番の街壁であろう。もちろん、そんなことを創った本人は知る由もなかった。

　元は二キロ四方しかない小さな街であったドリントルは、四方に二キロずつ大きくなり、六キロ四方の大きな街となることになる。

　面積で言えば九倍の広さになったことで、他の大きな街とも遜色ないほど広くなった。

　カインは、アレクとルーラに大まかなインフラの設計をお願いして王都へ戻ることにした。

　昼間は学園で授業を受け、放課後にドリントルの街へ転移して、整備を続けている。

　旧街壁と新しい街壁の間は、草原となっており、主に草刈りや整地を行う必要があった。

　ただ、領民が入ってくるとカインの魔法が露呈してしまうため、旧門から新門へ一直線で進めるように五メートルほどの塀を両側に造り、広大な敷地は覗けないようになっている。

　カインは魔法を駆使し、ひたすら広大な面積となったドリントルの土地を整地している。

「──こんなに働く必要があるとは思わなかった……」

　魔力は無制限に使えるとはいえ、同じ作業の繰り返しでは次第に飽きてくる。

　さすがのカインも愚痴を言いたくなった。

「カイン様、もう少しです。頑張ってください！」

　アレクは代官としての職務をしており、ルーラとダルメシアと三人で移動しながらの作業を続けている。

　領民に向けての広報や、街の有力者との調整などはアレクに任せている。まだ外見だけは幼いカインがその場にいても仕方なかった。

　街の門が旧壁と新壁の二箇所に増えてしまったため、衛兵の配置も再考する必要があり、仕事は山積みであった。

　ドリントルの街の拡張や、今後、建てられる住宅の資材や大工などの人の手配は、優秀な執事であるダルメシアに一任している。

「その件につきましてはお任せください」

　ダルメシアの返答にカインは笑みを浮かべ頷き、任せることとなった。

　ルーラからの応援の言葉を聞きながら、カインは魔法を行使していく。放課後の作業ではあったが、カインの規格外の魔法もあり四日間で大まかな作業は終わった。

　ルーラはカインが学園に通っている間に、図面を描き、すでに大まかなインフラ整備についての図面が出来上がっていた。

　図面と言っても、門に向かって真っすぐ伸びていく道や、学園や孤児院を建てる区画を決めていくだけだったが、カインの前世の知識を活かしても出来ることではなかった。

　新しい道は馬車や人の導線を住み分けし、安全にも配慮するように広く確保している。

　しかもルーラは前世の知識を活かし、コンクリートの研究も行っていた。カインの創造魔法を最大限に利用し、学園や孤児院はコンクリート造を考えている。

　コンクリート造の建物は、カインがいないと建てることはできないが、常識外の魔法を駆使すれば問題ないと思っている。

　日が進むにつれ、建設用の木材が次第に増えていく。日中に増えている様子はないが、なぜか朝には資材が増えていく状態となり、数日の間に大量の木材が置かれていた。

「ダルメシア、この木材って……」

「もちろん森から伐採してきております。伐採しているのは私の使い魔達ですが。お呼びいたしましょうか？」

　カインは、以前、屋敷で使い魔を呼ぼうとした時のことを思い出してブルっと身体を震わせた。

「いや、呼ばなくていい。なるべく森にいる冒険者たちに見つからないように。ギルドに変な報告がいっても問題になるから」

「もちろんでございます。作業は寝静まった夜間に行っておりますからご安心ください。ただ、家を建てるとなると私の使い魔では難しいので、商会にお願いする予定でございます。そちらのほうが街に金銭が流通いたしますから街の発展には不可欠です」

　ダルメシアの言葉にカインは頷く。これから領民を増やすにあたり仕事がなければ仕方ない。公共事業のように領主が資金を出し、仕事を回すことにより経済が発展するのは、どこの世界でも一緒だ。前世で受けた授業でも少しは習っていた。仕事が増え、人が増えることによって、商会の売り上げもあがり、税収も増える。

　最終的には現在冒険者を含めて三千人しかいない人口を、一万人を超える街にしたいとカインは思っていた。

　作業も一通り目処がつき、ダルメシアが用意した紅茶で一息つく。

「あともう少しで一段落しそうだね」

　土地はすでに整地され、山のように積まれている資材を眺めながらカインが呟く。

「あとは、旧街壁の解体が終われば、大々的に建築ブームになると思います。商会を通じて王都にも職人の手配をしておりますので、次第に人も増えるかと思われます」

　さすが万能執事のダルメシアだとカインは改めて感心する。

　ルーラは隣に座り自分で描いた図面を眺め唸っている。

「よし、旧街壁の解体をしちゃおうか」

　最後の一口を飲み終えカインが立ち上がり宣言する。

「そんなこと言っても解体は大変ですよ？」

　ルーラはそう言うが、カインには無制限の魔力がある。解体よりも、また一周ドリントルの街を回るほうがカインは大変だと思っている。

　カインは旧街壁に手を付き魔力を流していく。

『解体』

　カインの一言で街壁は音を立てて崩れていく。街壁に使用されている石材は、今後、石畳などに使われるため、カインのアイテムボックスに入れられている。

「……チート過ぎますね」

　ルーラが呆れる中、数百メートルに渡って、数十年の間、この街を守ってきた街壁が崩れ去った。しかも崩れたはずの街壁の瓦礫は消え去っている。常識外のことで誰もが驚きを隠せない。

　街壁付近は解体のため、立ち入り禁止の表示はしているが、解体に伴う大きな音がしたため領民が次々と集まってくる。

　そして、魔法を行使した領主であるカインが、解体された街壁の反対側に立っていることに驚く。

　カインは前に立ち、集まっている領民に向けて話し始めた。

「皆、驚かせてすまない。領主のカイン・フォン・シルフォード・ドリントルだ。このドリントルの街を拡大するのに、どうしても邪魔だったから街壁を撤去させてもらった。噂では聞いているかもしれないが、私の背後に見えている新しくできた街壁までがドリントルの街となる。今後、区画に沿って街を作っていく予定だ。大工の経験や、土木が出来る者。仕事がない者は手伝って欲しい。もちろん見合った給金は支払う事を約束する」

　カインの言葉に領民は喜びの声を上げる。この地域はスラムと面していて仕事がない人も多い。事前に代官アレクから街のいたるところで広報をしてもらっていたが、半信半疑の者が多かった。目の前で直接、新しく仕事を与えられ、給金を払うと言っている領主に歓迎の言葉しかない。

「「「おおおぉぉぉ！！！！！」」」

　喜ぶ領民を手で制し、カインは話を続けた。

「この新地域に新しく住居もつくることとなる。そして今あるスラムは解体する。もちろんスラムにいる人たちは用意した住居に住んでもらい、今後、仕事をしてもらうことになる。それだけは理解しておいてくれ。僕からの話は以上だ」

　解体区域にいるスラムの人たちも、住居と仕事を与えられることで期待を抱く。カインは集まった領民に背を向けて次の解体場所へ移動していく。

　次々と旧街壁を解体していき、瓦礫はカインのアイテムボックスに収容していく。そして街壁跡を整地して次の場所へ移っていく。

　数日を掛け、旧街壁の解体は全て終わった。

　そして主要メンバーが集まり、執務室で今後のことを話し合っていく。

「これからについては、みんなに任せたよ」

　アレクに資材から工事に伴う費用を渡す。今まで溜め込んだ白金貨の小袋だ。中には百枚ほどの白金貨が入っており、換算すると十億円ほどになる。

　魔物の素材や、商会を通して売った商品の代金などのほか、王家に売ったガラス製品の代金もこの中に入っている。

　それでも、カインのアイテムボックスの中には、まだ同じくらいの白金貨が入っている。

「これだけあれば、なんとかなると思う。衛兵の増員も王都に依頼した。あとは職人が来たら始めるよ」

　アレクは執務室にある金庫に保管した後にそう言う。

「もうすぐ夏休みだから、もう少しここに滞在したいと思う。ただ、テレスからマルビーク領に呼ばれているから、一度行く事になる。そんなに長くはドリントルにいれないと思うけど」

　学園には二ヶ月ほどの夏休みがある。各領地から王都まで遠い場所では二週間ほどかかるため、学園より配慮され長くとられている。

　王都に屋敷を持っている者もいるが、大半は学園内にある寮で生活を送っていた。

「わかったよ。その間は任せて」

　カインの言葉にアレク達は頷いた。












９　マルビーク領








　今、カインは空を飛翔フライで飛んでいる。

　休日となり、予定通り転移する拠点登録を行うためにマルビーク領に向かうことにした。マルビーク領は王都から北西に位置し、山岳地帯近くとなっている。

　ドリントルの街からは王都を挟んで反対側にあたり、一度王都付近まで転移した後に、道に沿って飛んでいく。

　初夏を迎えたことで、暖かな風の気持ちよさを感じながらカインは飛ぶ。

　途中、グラシア領から王都に向かう道の合流地点を通過した。

「ここで、テレスとシルクに初めて会ったんだよな」

　カインは二人と出会った時の事を思い出す。王都で行われるお披露目会に向かう途中で、オークの群れに襲われていた一団を助けたことをきっかけに、男爵を叙爵し、屋敷も拝領した。

　そして──二人の婚約者も出来た。

　街道に行商とその護衛と思われる集団が進んでいるのを、上空から眺めながらカインは進んでいく。

　この世界、空を飛ぶという発想はあまりない。ワイバーンという空を飛ぶ竜種も存在しているが、生息地域が異なるため、道を行き交う人が上空を眺めることは、ほぼ無いに等しい。カインが空を飛んでいても気づく者はなかった。

　マルビーク領までは馬車で十日ほどの距離があるが、カインが本気で空を飛べば一時間もあれば着くことが可能であった。しかし心地よい風を感じながらゆっくりとしたスピードで道上空を進んでいく。

　途中、街や小さな村の上空を通り抜けていく。さすがに街の上空を飛ぶのはカインも躊躇とまどい、大回りして回避しながら飛んでいく。

　あと幾つかの街を通り過ぎればマルビークの街に着くという所で、戦闘が行われていた。

　林を抜ける一本道で、一台の馬車が両側から襲撃を受けていた。

　貴族と思われる馬車と数人の護衛の一団に、盗賊と思われる二十人ほどの集団が襲いかかっている。

「あの人数差はキツそうだな……。加勢に行くか」

　カインはすぐに近くの林に着地し、戦闘が行われている場所に駆けていく。

　護衛の騎士たちは誰一人倒れることなく、襲ってくる盗賊に対し盾を使い撃退している。すでに数人の盗賊たちが騎士の周りに倒れていた。

「加勢します！」

　カインは大声で、騎士たちに叫ぶように伝えた。そして盗賊たちの後ろから魔法を放っていく。

『真空弾エアバレット』

　カインの右手から放れたれた魔法は盗賊たちに襲いかかっていく。

　まだ状況もわからないので、殺傷能力は抑えていた。

　突如、後ろから現れた子供に驚き、そして魔法の攻撃を受けた盗賊たちは次々と倒れていく。

「加勢感謝する！　お前らあと少しだ！　気合い入れろ！」

「「「「「おうっ！」」」」」

　護衛の隊長と思しき騎士が声を張って鼓こ舞ぶし、騎士たちも応えるように剣に力を込め、盗賊たちを切り捨てていく。カインが加勢してから数分後には、立っている盗賊は誰もいなかった。

　騎士たちはまだ生存している者を次々とロープで縛っていく。

　そして護衛隊長と思われる騎士が警戒しながらもカインに近づいていく。

　数歩離れたところで止まりカインに声を掛けた。

「加勢感謝する。子供だと思っていたが強いな。私はダンロフの街の騎士団長をしている、ロデックと言う。貴公の名は？」

　見た目は三十代後半、身長は百八十を超え、鍛え抜かれた体から放たれているオーラが他の騎士たちとは違っていた。

「冒険者のカインです。マルビークまで旅をしておりましたが、盗賊に襲われているのを見かけ加勢させてもらいました」

　カインはそう返事をし、懐からギルドカードを出した。

　カインのギルドカードはＡクラスであり金色ゴールドに輝いている。

　騎士団長のロデックは、実力はあるが子供だと思っていた少年が、Ａランクだと知り舌を巻く。

「その年でＡランクとは……。これは助かったな。少し待て、領主様に話してくる」

　カインにそう言うと、馬車へと戻っていく。

　カインは馬車に視線を向けると、見たことはないが紋章が彩られており、貴族の馬車だということが確認できた。

「やっぱり貴族だよね……。面倒なことにならなければいいけど……」

　ロデックと馬車に乗っていると思われる貴族との話が終わったようで、馬車の扉が開かれて、初老の男性が降りてきた。

　五十を過ぎているように見え、白髪は後ろに流され、綺麗にまとめられている。

　初老の男性はカインの元に歩み寄っていく。そしてカインの前に立つと、無言で顔をじっと見つめ、それから口を開いた。

「カインと言ったか、加勢感謝する。さすがにあの大人数では、ロデックがいくら強いとは言え苦戦は免れん。ここではなんじゃ。礼もしたいし次の街まで同行してくれんかの？　ワシの治めている街じゃ」

「いえ、盗賊に襲われていたのを助太刀しただけですので。急ぐ旅ですのでこれで失礼いた──」

「まぁまぁ、じじい一人の馬車は寂しいのでのぉ。話し相手が欲しいのじゃ。お主も乗ってけ」

　初老の男性は、逃げようとしたカインの両肩を掴んで、馬車に誘導する。さすがにカインは冒険者の格好をしており、貴族からの好意を無下にする訳にもいかなかった。

　仕方なく男性に続いて馬車に乗り込む。

「ロデックよ、あとで騎士を寄越す。先行組は街へ知らせにいけ。二人ここで残って監視するように」

　男性はロデックに指示し、ロデックが騎士たちの割り振りをしていく。そして馬に乗った二人が先行して街に向かって馬で駆けていった。

　八人いた騎士は四人になり、馬車が進み始めた。

「そういえば、まだ名前を言ってなかったの。ワシはサントスじゃ。サントス・フォン・ゲレッタ・ダンロフ子爵じゃ。ダンロフの街の領主をしておる」

「カインです。冒険者をしています。──家名もありますが、冒険者の時はカインとして動いています」

　さすがに同じ領主とはいえ、カインは今、冒険者の格好をしている。そのままただの冒険者として通すことも考えたが、これから先、シルクと同行した時に、また会う可能性もあることから貴族であることは匂わせることにした。

「──やはり貴族の出か、ワシの前でも態度が変わらんからそう思っていたぞ。ただの冒険者ではないとな。まぁ馬車に乗せた理由は他にもあるのだが……」

　サントスは最後の言葉を切ると少し心苦しいような表情をする。

　馬車の中で、サントスはカインと向かい合って座り雑談を続けた。カインにとっては五十近くの壮年の男性は祖父に近いものを感じられ、しかも息が合うからか和やかに会話は続いていく。

　日も暮れ始めた頃に、ダンロフの街に到着した。

　ダンロフは人口八千人ほどの街で、エスフォート王国では中位程度の街になる。

　街を囲む外壁を通り抜け街中を馬車は進んで行き、中央の一番奥にある領主邸で馬車を停めた。

「ここがワシの屋敷じゃ。客間を用意させる。今日はゆっくりしていくとよい」

「さすがにそれは……。ご迷惑ですし宿にでも泊まります」

　領主邸に泊まると聞いて、流石に断ろうと思ったが、サントスの押しに負け屋敷の門を潜った。

「帰ったぞ。客がいる。用意を頼んだ」

　サントスの一言で、メイドたちがテキパキと動いていく。カインはメイドの一人に案内され、応接室に通された。

「こちらでしばらくお待ちくださいませ。今、紅茶の準備をいたします」

　メイドに淹れてもらった紅茶を飲んでいると、程なくして扉が開かれ、サントスが入ってきた。

「待たせてすまんな。さっきのことも含めて指示する必要があったからな」

　サントスはメイドが淹れた紅茶を飲みながら話を続ける。

「カインよ。どうじゃ、この街に来んか？　うちは女系家系でのぉ。うちの孫の婿でも構わんぞ」

「ブホッ!!」

　カインはサントスの唐突な一言で、飲んでいる紅茶を吹き出しそうになった。

「いきなり何を言っているのですか……。今日が初対面ですよ。さすがにそれは……」

　サントスは悪びれもせず、話を続ける。

「なんだかお主を見ていると、親近感が湧いてのぉ。一応貴族の家系なら、婿に来てもらってもいいかもと思ってな。腕っぷしも先ほど確認させてもらったし、面も良い。ワシとも目を合わせて話せる。なかなかそんな若者は、最近おらんからのぉ。ところで……お主は兄弟で何番目じゃ？」

　サントスは笑いながら顎あご鬚ひげを撫でる。

「一応、三男になります」

「それなら問題はあるまい！　婿にくれば、子爵家を継ぐこともできるぞ。さっき娘と孫を呼んでおいた。義息子はまだ仕事しているから顔を出せぬと思うがのぉ。会うだけ会ってみると良い」

　サントスの少し強引な言葉に戸惑いながらも、さすがに話を受けることはできない。

「──すみません。実はすでに婚約者はいるのです……」

　カインは申し訳なさそうな顔で頭を下げる。

　サントスはカインの予想外の返事に残念そうな顔を浮かべた。

「──すでにおったのか……貴族として子爵家を継げることになる。それよりも大事か？」

「そっ、それは────」

　扉がノックされ、サントスが入室の許可を出す。

　入ってきたのは、銀髪の母親と思われる女性と、同じ銀髪でカインよりいくつか年下に思われる女の子だった。

　そしてカインは目を大きく見開き驚きの表情をする。

「えっ、あれ？　母上？　なぜこの屋敷に!?」

「ブホッ、ゲホゲホッ」

　カインの発した言葉に、今度は目の前に座っているサントスが盛大に紅茶を噴いた。




　部屋に入ってきたのは、カインの母であるサラにそっくりな女性だった。

　良く見ると、似ているが別人であり、サラよりも少しだけ年下に見える。

「すみません。間違えました。母に良く似ていたもので……」

　カインは恐縮し、二人に頭を下げる。

　視線をサントスに戻すと、サントスは真剣な顔をし、カインを突き刺すような視線を送る。

「……カイン、お主の母の名前を聞いてもいいか？」

　真剣な眼差しを向けてくるサントスに、カインは唾を飲み込む。

「……はい、母はサラと言います」

　カインの答えに、サントスと部屋に入ってきた女性は目を大きく見開いた。

「まずはこっちに座れ、二人を紹介する。それにしてもサラの子じゃったか……。どうりで親近感が沸くわけじゃわい」

　カインはサントスの言うことが良く分からなかったが、サントスの隣に座った女性と女の子に向かって挨拶をした。

「カインです。家名は冒険者をしておりますので、伏せております。サントス様とは道中知り合うことになり、同行させていただきました」

　カインは丁寧に頭を下げ、自己紹介をする。

「私は、ララ・フォン・ゲレッタよ。この子はリーラと言うわ。リーラ、ご挨拶しなさい」

　ララの言葉に、リーラは一度立ち上がり、スカートの裾を摘んで軽く腰を下げる。

「リーラです。カイン様よろしくお願いいたします」

　丁寧な挨拶の後に、リーラはララの隣に座り直した。

「それにしても、母の事を知っているのですか？」

　カインの言葉に、サントスは眉間に皺を寄せながらも頷く。

「サラはな────ワシの子じゃ。ララの姉でもある」

　サントスの言葉にカインは目を見開く。

「えっ!?　母からは冒険者をしている時に父と知り合ったと……」

　カインの言葉を受けて、サントスは話し始めた。

「あの子はな……ゲレッタ家が女人家系なのは先ほど話しただろう？　それで婿をとってサラと結婚させようと思ったら、嫌がって家を飛び出してのぉ。それ以来じゃ……。もう飛び出して十五年以上は経つかのぉ。まさかお主のような子がおるとは……サラは元気か？　その年で冒険者をしているということは、もしかしてすでにサラは……」

　サントスが目に涙を浮かべていく。隣に座るララもそうだ。リーラは話の内容がわからないので首を傾げている。

「いえいえいえ、母は元気にしております。今は王都の屋敷にいると思います」

　カインは二人が勘違いをしていると思い、焦って誤解を解いた。

　そして、冒険者としてではなく、素性を明かし、一貴族として話すことにした。

　一息ついてからカインは話し始める。

「正直に言います。僕の名前はカイン・フォン・シルフォード・ドリントル。今は子爵を拝命し、ドリントルの街を治めております。父は、ガルム・フォン・シルフォード・グラシア。グラシア辺境伯になります。母のサラはそこに第二夫人としております」

　カインは子爵の証である短剣をテーブルの上に置いた。

　カインの言葉にサントスは驚きを隠せなかった。

「ま、ま、まさか、あのシルフォード子爵かっ!?　十歳にして王女殿下とシルク嬢をお救いになり、叙爵され、王都の学園の試験では試験場を破壊し、学力でも主席となった、あの鬼才シルフォード子爵がサラの息子なのか……。エリック卿から話はいつも聞いておる！　エリック卿は領地まで戻る時は必ずこの街を通るからな」

　カインは自分の過去が、そこまで知れ渡っているとは思っていなかった。しかも恥ずかしい過去を説明されることになるとは思ってもいない。

（たしかに言っていることは正解だけど、面と向かって言われると恥ずかしい）

「はぁ……。まぁそんなところです……」

　カインは照れくさそうに頬を掻いた。

「それにしてもサラがシルフォード辺境伯に嫁いでいたとは……。貴族は嫌だといいながら、貴族の家に嫁いだか。あの子は小さい頃から行動的だったからのぉ。そうかそうか……。さすがに従兄妹とあっては婿にもらう訳にもいかぬしな。リーラ、カイン殿はお前の従兄になるのだぞ」

　サントスの言葉が理解できたのか、リーラは頷く。

「カイン様はお兄様なのですね」

　カインは自分が末っ子だったこともあり〝兄〟と初めて呼ばれたことに、つい頬を緩ませる。

「すまんがサラのことを教えて貰えるかな……」

　カインが緩んだ顔をしているところに、サントスから声が掛かる。

　その言葉で、カインは現実に引き戻された。

「詳しいことは知りません。ただ、母に聞いたことでしたら話せます」

　カインは小さい頃に聞いたことを話し始める。

　小さい頃にカインはサラにガルムとの出会いを聞いたことがあった。もちろんガルムにも聞いていた。

　その頃のカインは前世の記憶が戻ったばかりであり、色々と情報を集めるために、ガルムやサラ、シルビアに色々と聞いていたのだ。
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「母上、母上はどうして父上と結婚したのですか？」

　カインはベッドで横になり、絵本を読むサラに聞いた事がある。

「私はね、元々は冒険者だったのよ。一応Ｃランクまで上がったんだから。依頼でね、その時パーティーを組んでいた冒険者たちと、魔物の森で狩りをしている時にガルムと会ったのよ。ガルムは訓練のためと言って、少人数で狩りをしていたらしいのだけど、負傷したメンバーを背負いながら森から撤退しているときに会ったのよ。私も回復魔法が使えたから、その場でガルムの仲間を回復させてあげたの。それからの付き合いね。そして求婚されて結婚したのよ」

　サラは頭の中で昔の話を思い浮かべながら話し始める。

「母上は平民だったのに、貴族と結婚できたのですか？」

「──うん。騎士の格好をしていたけど、私も貴族だなんて知らなかったしね。第一夫人は駄目だけど、第二夫人だったらって許可が出たのよ。ガルムが「絶対に君を嫁にもらう」と言って家に掛け合ったみたい。あの頃のガルムは結構積極的だったのよ。って、カインに話してもわからないわよね」

　サラは思い出して頬を染める。

　ガルムも同じようなことをカインに言っていた。無茶をして森の奥深くまで行ったことが失敗だったと。そしてけが人を抱えて撤退している最中にサラ達に助けられたと。冒険者のはずが、凛とした気品があったことに惹かれて求婚したと。最初は紹介したときに両親からも反対されたが、サラの冒険者とは思えない気品ある佇まいを見て結婚を認めてくれたのだと、ガルムは胸を張って教えてくれた。
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「──そんな感じみたいです」

　カインの説明を、サントスは涙ぐみながら聞いている。ララも、ハンカチを目元にあてて涙を拭いている。

「──そうか、シルフォード卿ありがとう。王都のパーティーでは何もなければ正妻が同伴することになる。だから今まで会うことがなかったのか……」

「いえ、私の祖父にあたるのですから、カインと呼んでください。母はあまりパーティーには出ておりませんでしたからね……」

　カインは軽く頭を下げて言った。

「──すまぬ。それにしても、まさか今日は孫に助けられるとはな……。今夜は是非にでも泊まっていってくれ。カインさえよければ、いつまで滞在しても構わんぞ」

　サントスは笑顔でカインに話すが、さすがに領主として受けるわけにはいかなかった。

「お心遣いありがとうございます。お言葉に甘えて今日はお世話になりますが、明日、マルビーク領まで行った後、すぐに王都に戻らなくてはなりません。今日皆さんにお会いしたことは母にお伝えします。もちろん父にも」

「うむ……。では、今夜、サラとガルム卿宛の手紙を認したためる。届けて貰えるかな」

　サントスの問いにカインは快く頷いた。

「もちろんです。王都に来たときは是非、母とも会ってください。今は姉と一緒に王都の邸宅におりますので」

「その時は頼んだ。ありがとう、本当にカインに助けられてよかったよ」

「こちらこそ、父方の祖父母はもう他界しておりますので、祖父がいるとは思ってもおりませんでした。これからもよろしくお願いいたします」

　その後も、雑談を続けていたところに、食事の準備が出来たとメイドが呼びに来た。

「では、食事にしよう。この街は近くに山々があり、山菜が美味しいのだ」

　サントスの言葉にカインは喉を鳴らす。

　そして案内されたダイニングに着き、帰ってきた義息子を紹介され一緒に食事をした。

　テーブルには、切り分けられたステーキや、山菜を炒めたもの。他にも色々と綺麗に盛り付けられていた。

「今日は、新しく孫と会えた事を感謝する。乾杯」

「「「乾杯」」」

　カインは少しずつ取り分け食べていく。

「──美味しい」

　山菜の甘みと、塩がいい塩梅となっており、旨みを引き出していた。

　カインの言葉を聞いて、サントスも笑顔で頷く。

「エリック卿も、シルク嬢もこの街の山菜が好きでな、領地の行き来の際は必ず寄ってくれるのだ」

「シルクも好きなのですね」

　カインはシルクが山菜を勢いよく食べているところを頭に思い浮かべてクスっと笑う。

「〝シルク〟か……。先ほど言っておったカイン卿の婚約者とはエリック卿の次女のシルク嬢かな？」

　サントスが満面の笑みを浮かべカインに質問をする。

「えっ、それは……」

　カインは額に汗を流し、動揺するように目を泳がせる。

「まぁ良い。まだ公表されておらんということは、訳ありじゃろ。その時がくるのを待つぞ」

「そう言って貰えると助かります」

　カインはサントスの気遣いに頭を軽く下げた。

「よし！　今日はめでたい日だ。飲むぞっ！　カイン、お前も飲め！」

　サントスは勢いよくグラスに入ったワインを流し込んでいく。

「お父様……カイン様はまだ未成年ですよ？」

　ララからの鋭いつっこみを受けながらも、サントスは笑顔で酒を呷あおり続けたのだった。




「お世話になりました」

　カインは見送る人たちに頭を下げ元気な声でお礼を言う。

　屋敷の前には、昨日、お世話になったゲレッタ家の人たちが見送りの為に並んでいる。

「手紙のことは頼んだぞ。それにしても本当に馬車で送らなくていいのか？」

　サントスの問いにカインは頷いた。

「冒険者として移動していますからね、それに一人のほうが早いですから。手紙は確実に両親に渡します」

　ガルムとサラに宛てた手紙を懐に仕舞い、カインは最後に頭を下げ「次は家族と一緒に」と言ってから背を向けて歩き出した。

　屋敷に来るときは馬車だったので、街を眺める余裕はなかったが、一人で歩くことによって、この街が栄えているのがよくわかった。

　朝から人々が行き交い、露店も数多く見受けられた。

「いい街だな……。今度は母上とレイネ姉さまを連れてこないとな」

　カインは呟きながら街並みを抜けて門へ向かう。

　門を抜け街道をマルビークに向けて歩き始める。そして人目につかない事を確認し飛翔フライで一気に空へ飛び上がる。

　地上から数十メートルの高さを維持し街道に沿ってカインは飛んでいく。

　マルビーク領が近づくにつれ街道は護衛を連れた馬車が行き交うようになってきた。

　そして目的地であるマルビーク領都が見えてきた。

　マルビーク領都は山々に囲まれた場所にある。街の後ろは山に囲まれており、いたるところから煙が立ち上っている。

「もしかして……温泉？」

　カインは前世の記憶を持ち、元日本人として風呂は人一倍好きだった。そして温泉にも目がない。

　もしかしたら温泉に入れるかもしれないと期待しながら、少し離れたところに降り立ち領門に向けて歩き始めた。

　領門では門番である衛兵が、積み荷の検査を行い、許可を得た者のみ通行している。

　カインは並んでいる列の最後尾に並び、少しずつ進んでいった。

「よし次！　見ない顔だな？　その格好は冒険者か？」

　カインの番となり、身なりを眺めて衛兵が問いかけた。

「はい、冒険者です。この街に来てみたくて一人で旅してきました」

　カインは懐からギルドカードを提示する。金色ゴールドに輝くＡランクのカードを目の当たりにして衛兵は驚きの表情をする。

「その年でＡランクとは……。荷物は……それだけか。よし、通っていいぞ」

　衛兵の許可をもらい、カインは門を抜けていく。

　街は公爵領という割には、そこまでは大きくなかった。ただ、街中を歩くと、温泉宿と思われる建物が並んでいる。

　宿の前では呼び込みをしている人が多くいた。

「お客さん！　うちの温泉は最高だよっ!?　是非入っていって!!」

「こっちのほうがいい温泉があるよ～！」

　呼び込みの客引きを切り抜け、カインは街の中を眺めながら歩いていく。

「こんなにいっぱい温泉宿があったら、どこがいいかわからないよ……」

　すでに通った通りだけですでに二十軒を超える宿が並んでいた。

「うーーん。どこがいいかわからないや。あ、ギルドで聞いてみるのがいいか」

　この街の宿については、その街の人に聞くのが一番だと思い、カインは通行人にギルドの場所を聞き小走りで向かった。

　ギルドは街の中心地区に剣と盾の看板が掲げた建物を構えていた。規模は冒険者の街ドリントルには及ばないまでも立派な佇まいだ。

　カインは両扉を開け中に入る。一瞬、中にいる冒険者達からの視線が集まるが、子供だと分かるとすぐに外れた。

　そのまま空いている受付嬢の前に立ち、声を掛ける。

「すみません。今日、この街に来たんですが、お薦めの温泉宿ってどこですかね？」

　受付嬢は依頼かと思っていたのが、温泉宿を聞きにきたことに笑みを浮かべる。

「──温泉宿ですか……。冒険者はランクによって紹介できる宿が変わりますけど」

「登録ならしてます。ギルドカード出しま──」

「邪魔だよ、ガキがっ。鉄アイアンが風呂だと？　贅沢だよっ！　風呂なら呼び込みの奴らに聞いてこいっ」

　カインが懐からギルドカードを出そうとしたタイミングで、後ろから如何にも柄の悪い声が掛かる。

　またテンプレ的な絡みかと、ため息をつきながら振り返れば、大柄で戦士のような出で立ちの、少し酔っているらしい顔の赤い冒険者の男がいた。

「……君、すぐに出て行ったほうがいいよ」

　後ろの受付嬢から声を掛けられるが、カインは無表情のまま男に言葉を返す。

「今、聞いているところなんで、邪魔しないでもらえますか？　終わったらすぐに出ていきますから」

　カインは気にした様子もなく、酔った男に一言告げると、また受付嬢の方を向いた。

　その言葉に酔って赤くなった顔が、更に赤くなり男は怒り始めた。

「このクソガキがっ！」

　男が手を振り上げた途端、カインは一瞬で振り向き、男の足を払った。そして正拳を倒れた男の顔の前に突き出す。

「まだやりますか……？」

　カインの一言に、どうして転がったのか理解できていない冒険者は、呆気に取られていた。

　もちろん野次馬気分で見ていた冒険者たちもだ。

　そして懐からギルドカードを出し、カウンターに置く。

　目の前の少年は、まだ子供にしか見えないが、出されたカードは金色ゴールドに輝いていた。

「え、え、Ａランク!?　失礼いたしました」

　流石に受付嬢も驚きを隠せない。ホールが静まり返っていたことで、受付嬢の声はホール中に響き渡った。

　カインに絡んだ冒険者や野次馬達も同様に驚きの表情をする。

　Ａランクということがバレてしまったことにカインはため息をつく。

　酔ってカインに絡んだ男も、分が悪いと思ったのか早々にギルドから逃げ出していった。

　周りの冒険者たちが小さい声で話し合っているのを聞こえない振りをしながら、カインは受付嬢に話しかける。

「多少金額は高くてもいい。いい風呂と美味しい料理があるところをお願い」

「は、は、はいっ！　少しお待ちを。すぐに資料をお持ちいたします」

　急によそよそしくなった受付嬢は、急いで席を立ち資料を取りに行った。

　資料はすぐに用意され説明を始める。

「Ａランクでしたら、こちらの宿をお薦めしております……。露天風呂もあり、食事も評判が良いです。ギルドカードをご提示いただければ割引になると思いますので」

「うん、そこでいいよ。ありがとう」

　カインは周りから受ける視線を感じながら、受付嬢に笑顔で礼を言い、案内図をもらい早々にギルドを出た。

「酒を飲むとなんでこう子供に絡むのかな……」

　紹介された宿はギルドから少し離れたところにあり、街中を色々と物色しながら歩いていく。

　そして、紹介された宿の手前でカインは路地に入った。

　後ろから数人が尾行していたからだ。

　追ってきた数人が路地に入ったところでカインは振り向き笑顔を向ける。

「なんか用かい？」

　驚きもせず、笑顔を向けられた冒険者たちは立ち止まり剣を抜いた。

　先程カインに絡んだ戦士風の男を含め五人いる。

「ガキがＡランクだって？　ふざけんなよっ！　イカサマしたか寄生したか、それか、誰かからの預かりもんだろ？　しかもさっきはよくも恥をかかせてくれたな!!」

「このガキ、いい宿に泊まろうとしてたから、たっぷりと持ってんだろ？　さっさと出せよ。そうすれば半殺しで許してやるよ」

　五人がニタニタと笑いながらカインに近づいていく。

　カインはため息をつきながら、早く宿で露天風呂に入りたいという欲求に駆られ、すぐにケリをつけることにする。

　すでに相手は剣を抜いており、容赦するつもりもなかった。

　一瞬にして一人の男の懐に入り、腹に拳をめり込ませる。バグと思われるほど圧倒的なステータスを持つカインとしては、普通の人が見えないスピードで動くことができる。

「グホッ」

　一人がカインに殴られ、大通りまで十メートルほど吹き飛ぶ。

　路地からいきなり人が飛び出し、大通りでも騒ぎが起こり始めた。

「よし、次！」

　カインはそう言って、次の男に回し蹴りをいれる。

「グハッ」

　ギルドで絡んできた男以外を次々と大通りへと投げ出した。

「あと、お前だけだね……」

　カインの圧倒的な強さに震えた男は、手にしている剣で斬りかかる。カインの頭を目掛けて。

　頭に届いたと思った瞬間に、カインは人差し指と中指の二本で剣を挟んで止めた。

「こんなもんで僕をやれると？」

　その一言で、男は剣を手放し尻餅をつきながら後ずさる。

「バ、バケモノ……」

「こんな子供に絡んでおいてバケモノとか……。ひどいよね？」

　カインは尻餅をついて丁度いい高さにある顔に蹴りを入れた。そして男も大通りまで吹き飛んでいく。

「まったく。温泉が待ってるのに……」

　小さく愚痴って大通りに戻った。

　路地を抜け大通りに戻り、宿に向かおうと思ったところで声を掛けられた。

「そこのお前だっ！　この者たちをやったのはお前だろ？」

　振り向くと衛兵がカインを囲むように近づいていく。

「こいつら、ギルドでも因縁を付けてきて、さらにこの人数で尾行してきて、金を出せとか言ってきた挙げ句、最後には剣で斬りかかってきたんですよ？　正当防衛でしょ。そいつらに事情は聞いてください。ギルドの受付嬢が見ていたので聞いてもらえればわかります」

　カインは早く温泉に入りたい欲求から、まくしたてるように一息で説明をして、温泉宿に向かおうとすると、さらに増援が来た。

　今後は衛兵ではなく、五人の騎士だった。その中でも豪華な鎧を着た一人が前に出てくる。まだ成人したばかりの年頃で薄紫色の短髪の青年だ。

　衛兵から状況を聞いたあと、カインに近づいてくる。

「私はデリータ・フォン・サンタナだ。状況はどうあれ、この街での暴行は許せぬ。一度ついてきて説明をしてもらおうか」

　そのまま逃げることもできたが、『サンタナ』という名前を出したことで、カインは素直に頷いた。

（この人絶対にシルクの家族だよな……）

　カインがデリータの言葉に従順の意思を表したことにデリータは笑みを浮かべ満足する。

「うむ。素直に従ってもらえると助かる。おい、そこに転がっている奴らを運べ！　こいつらも連れて行く」

　デリータの指揮で、転がって気を失っている冒険者たちを衛兵が運んでいく。

「それでは君も付いてきてもらおうか。悪いようにはせん。ただ、両隣には付いてもらうが」

　カインの両隣には騎士が立ち、デリータの先導の元、歩いていく。

（温泉に入らせてもらえるかな……）

　カインの頭の中にはすでに温泉しかなかった。




　そして数刻後、カインは牢屋に入っていた。




　時は少し遡る。

　騎士団の詰所で、テーブルを挟みデリータとカインが向かい合って座っている。

　簡易的な応接室みたいになっており、待遇に不満はなかった。

　部屋の入口には騎士が二人立っており、逃げ出すことが出来ないようにしている。

「それで君の名前は？」

「──カインです」

「確認のためだ、ステータスオープンしてもらえるかな？」

「──無理です」

「私はこの街を治める公爵家の人間だが、それがわかっていてもダメかね？」

「──無理です」

　何度言われてもカインのステータスは見せられるものではない。下手に見せたら国王から処罰もありえる。

　フゥとため息をついたデリータは、用意された紅茶を一口飲んでから再度聞く。

「どうしてダメなのかね？　私が君を手打ちにすると言っても？」

「どうしてもダメだからです。どうしても見たいならエリック公爵に聞いて下さい。それで許可が出れば見せます」

　エリックの名前を急に出され、デリータは目を見開く。

　冒険者の格好をし、お供を連れていないまだ子供の冒険者が、自分の父親の名前を出したことに驚かないはずはない。

「なぜ君が父上のことを知っているのかね？　年はシルクに近いくらいか、もしかしてシルクも？」

「もちろんです。シルクは学園で同じクラスですから」

「それなら余計に見せられない理由がない。ちょうど明日、父上が屋敷に戻ってくる予定だ。君の秘密は父上が到着してから聞くことにする。もし父上を知っているということが虚偽だった場合は問題になり不敬罪となるかもしれん。悪いがそれまでは別室で待っていてもらいたい」

　カインは仕方なく素直に頷いた。

　そして案内されたのは牢屋だった。いや、牢屋もどきであろうか。

　半地下となっており、天井付近からは少しだけ陽の光が差し込んでくる。

　牢屋は個室となっており、思ったより清潔にされていた。中に仕切りはないがトイレもベッドもある。

　ソファーやテーブルが配置してあり、雑魚部屋みたいな牢屋もある中で、ここまで豪華な個室にしてくれたのはデリータの配慮だろう。

　正直、マルビークに来た理由は転移拠点をつくるためだけだ。そのまま転移して王都に戻ってもいいが、カインという名前を出している以上、エリック公爵がこの地にくると聞いたことで顔を合わせる必要があった。

　温泉に入りたかったという残念な気持ちを抑えベッドに横になった。

　のんびりとベッドに寝転がり時間を潰す。昼食は出してもらえなかったので、アイテムボックスからこっそりとパンとコップを出し、水魔法を使ってお腹を満たした。

　牢屋の外にはカインを見張るために、一人だけ騎士が待機している。

　カインは暇つぶしのために話しかけることにした。

「ねぇねぇ、騎士さん。いつまでここにいればいいのかな？」

　カインの問いに騎士は少しムッとしたが、やはり騎士も暇だったのだろう。話に乗ってくれた。

「デリータ様の許可が出るまでだ。デリータ様は公爵家の次男だが、騎士団に入り隊長としてこの街の治安を守っているのだ」

「そうなんだー？　さっきデリータ様が明日にはエリック様が来るって言ってたよ。それまで出れないのかな……」

「デリータ様がそう言うならそうなるだろう」

　ベッドで寝転び、アイテムボックスから菓子を出し食べながら話す。

　このお菓子は以前、シルビアに作ってもらったもので、ドライフルーツを乗せたクッキーだ。

「そうかぁ……温泉、入りたかったな……」

「この街の温泉は最高だからな──ってお前何食ってる？？」

「え？　お菓子。食べます？」

　カインはまだ残っている菓子を牢の隙間から騎士に差し出す。

「悪いな、って違うわっ！　お前、アイテムボックス持ちかっ！」

　口の中をモゴモゴと動かしながらもカインは頷く。

　騎士は恐る恐るカインの手からお菓子を受け取り、口に入れる。

「おっ、これ、旨いな」

　満足する騎士にさらにアイテムボックスから出したコップを渡しジュースを注ぐ。

「こちらもどうぞどうぞ。まだ、未成年ですから酒は持ってませんが、王都で買ったジュースです」

「悪いな、頂くとするよ」

　いつの間にか打ち解けた騎士とカインの会話は次第に盛り上がってくる。

「デリータ様は悪い人ではないのだが、性格が一直線でな。言うことを聞かせられるのはエリック公爵だけなんだよ。領主の代理をしている長男のノエール様にも対抗意識を燃やしているぐらいだからな」

「そうなんですか、それは大変ですね」

　カインは騎士の愚痴に相槌を打ちながら話を聞いていく。

「でも、平民にも分け隔てなく接するいい人なんだよなー。ただ、良い、悪いで判断してしまうから極端で困ることもあるが……。もう少しエリック様のような柔軟性を持っていただけるといいのだが……」

　エリックの顔を浮かべてカインは苦笑いした。




　すでにこの部屋に入り数刻、騎士とも打ち解け楽しい話題で盛り上がっていると、扉がノックされ開かれた。

「そろそろ夕飯の時間かな。って……デリータ様!?」

　衛兵は夕食の差し入れだと思っていたら、中に入ってきたのはデリータだった。

　慌てて手に持っていたコップをテーブルに置き、起立し敬礼をとる。

「父上が予定より早くお着きになられた。そして早々に確認を行うこととなった」

　牢屋の前で、デリータは剣をすぐに抜けるように待機した。

　そして、護衛の騎士を二人従えてエリック公爵が入ってきた。

　牢屋の前でエリック公爵はカインと視線を交わす。

「──どうも」

　カインはその一言だけ返す。みるみるうちにエリックの顔が赤くなってくる。そして我慢できずに大爆笑しはじめた。

「あっはははは……お腹痛い。カインくん、なんでこんなところ入っているの？　あはははっ、ほんともうダメ……」

　エリックが一人で大爆笑していることに、デリータも護衛の騎士も今まで話していた騎士も皆、唖然とする。

「父上、このカイン、知り合いなのですか？」

　デリータが恐る恐る尋ねた。

「うん、もちろん。だって、シルクの婚約者だよ？　カイン・フォン・シルフォード・ドリントル子爵だし。ガルム辺境伯の子供でもあるよ？」

　その言葉を聞いて、エリック公爵以外の全員が青ざめた。

　なぜなら、名前の後に領地名が入っているということは、まだ幼く見えたとしても貴族の当主であるからだ。たとえデリータが公爵家の次男だとしても、当主には誠意を持って接する必要がある。

「えっ……子爵!?　辺境伯の!?　シルクの婚約者!?」

　デリータはエリック公爵の衝撃的な事実に思考が追いつかなかった。

「それにしても、カインくん、なんで子爵の証を出さなかったの？　それを見せれば貴族だって証明できたでしょ」

　笑いながらエリック公爵が聞く。カインはステータスのことばかり聞かれていたので、すっかり忘れていた。

　普段はアイテムボックス内に入れているので、身体検査でも見つけることはできない。

「たしかにそうですね。ずっと『ステータスを見せろ』って言われたから断っていたので、すっかり忘れてました」

　カインは頭を掻きながらアイテムボックスから、子爵の証明書を出した。

　そして、カインの言葉を聞いたエリック公爵は先ほどまでの笑みが一瞬にして消え、冷たい視線をデリータに向けた。一瞬にしてこの部屋の空気が変わる。

「──デリータ……カイン子爵のステータスを見たのか？」

　その表情の落差にデリータは驚きつつも首を横に振った。

「いえ、断固として拒否されましたので、この部屋に入ってもらいました。ただ、父上の事を知っているというのでもしかしたら貴族の子弟かと思い、この部屋にしました」

「それならばよろしい。もし、見ていたら……デリータ、場合によっては──君は死罪になるかもしれなかった」

　エリック公爵から告げられた衝撃的な言葉に、デリータは目をこれほどまでというほど見開いた。

「このカイン子爵はそれほどまでの人材だということだ。だからこそこの年で叙爵され当主となっているのだ。わかったか？　それにしてもカインくんが牢屋とは……早く出してあげてくれ。これは王都に戻ったら陛下に報告しないと……ププッ」

　冷たい表情はいつの間にか消え、またいつもの表情に戻って笑い始める。

　同行した騎士はカインが貴族だと知ると、焦ったように格子の鍵を開錠し扉を開けた。

「騎士さん、楽しかったよ。ありがとう」

　カインが一緒に時間を潰してくれた騎士に笑顔を向けると、騎士は恐縮した表情をし、頭を下げる。

「カインくん、それじゃ、屋敷に行こうか。家族を紹介するよ」

　エリック公爵に連れられ、カインは屋敷に向かった。

　デリータはあまりのショックで、その場で数分間固まったまま立ち尽くしていた。




　無事に個室から出られたカインはエリック公爵と共に屋敷に向かった。

　一緒に歩いているエリック公爵は先ほどの個室に入っているカインのことを思い出しながら笑っている。

「それにしても、カインくん。相変わらず抜けてるよねー、貴族証はすぐに出せるようにしておかないとだめだよ？　下手すれば相手に迷惑がかかるから」

　たしかに、平民と接しているつもりでいたら、実は貴族の当主であったとならば問題も出てくる。今回は悪い意味でいい例だった。

「本当に今回はご迷惑をおかけしました。街を見てすぐに帰るつもりだったんですが、温泉が見えてどうしても入りたくなって……」

　カインは頭を掻きながらエリック公爵に説明をする。

「カインくん、温泉が好きなのかい？　それなら宿よりも屋敷のほうがいい温泉が湧いているよ。入っていくかい？」

「本当ですかっ!?　是非!!」

　エリック公爵の少し後ろを歩きながら、カインは両手を上げ喜んだ。

「そこまで喜ぶなんて、期待して待っていてよ。すぐに用意させるから」

　エリック公爵は笑顔で屋敷に向かう。

　屋敷はさすが公爵家というべきだろうか。屋敷というより城だった。王城にはさすがに及ばないが、白い壁で出来ており、その大きさに圧倒された。

　屋敷のホールには執事をはじめ数人のメイドがすでに並んで待っていた。

「カイン子爵を客間にお通しするように」

　エリック公爵が近くにいるメイドに声を掛けると、メイドは丁寧に頭を下げ、「こちらになります」とカインを案内する。

「少しやることがあるから、客間で待っていてもらえるかな？　用を済ませたら部屋に行くからそれまで寛いでいてくれ」

「はい、わかりました」

　カインはメイドの案内で客間に通される。

　華美な装飾、配置されている家具もシンプルながらも部屋の雰囲気に合う落ち着きのある品揃えで高級感が漂っている。さすがは公爵家の客間と言うべきであろう。座ったソファー一つとってもフカフカで柔らかく、お尻が沈むほどである。

「今、紅茶をお淹れいたします」

　部屋の端のテーブルではメイドがポットからカップへ紅茶を注ぐ。用意された紅茶からはいい匂いが広がり、カインは喉を鳴らす。

「ありがとう」

　カインはメイドに一言礼を言い、カップを手にとり口に運ぶ。

「──美味しい」

　自分の屋敷で飲む紅茶も美味しいと思っていたが、それよりも香りが心地よく、口の中に爽やかな味が広がっていく。

「当領地で採れる最高級の茶葉でございます。お気に召していただいてありがとうございます。閣下はもう少しでお見えになります、それまでお待ちください」

　メイドは丁寧に一礼したあとに扉の脇に控えている。

　そして程なくエリック公爵が部屋に入ってきた。

　エリック公爵はカインの対面に座ると、メイドは何も言わずに紅茶をまた淹れ始め、エリック公爵の前に置いた。

「待たせてすまなかった。今回の顛末を聞いてきた。デリータ達も同席させるけどいいかな？」

「はい、構いません」

　カインはエリック公爵の言葉に頷く。

　エリック公爵は頷いたあとメイドに部屋に入れるように伝え、開けられた扉からは、二人の男性が入ってきた。一人は言うまでもなくデリータだ。そしてもう一人はデリータより少し年上に見える文官タイプの男性だった。

　二人はエリック公爵のすぐ後ろに控える。

「カイン子爵には改めて紹介するよ。長男でここの代官をしているノエールだ。そして知っていると思うが次男のデリータだ」

　エリックの紹介に合わせて二人は順に頭を下げた。

　カインも立ち上がり自己紹介をする。

「カイン・フォン・シルフォード・ドリントルです。よろしくお願いします」

　軽く頭を下げ挨拶をし、席についた。

「今回の件だが……カイン子爵、申し訳なかった」

　エリック公爵は座りながらだが、テーブルに手をつき頭を深々と下げた。

「えっ、父上!?」

「父上!?」

　後ろに控えている二人は目を見開き驚いた。貴族でも最高位に位置する公爵である父親が、まだ子供の下級貴族である子爵に対して頭を下げたのだ。普通ではありえないことだ。

　カインも同様に驚いた。いつものニコニコと冗談を言う雰囲気とはまったく違ったからだ。

「エリック公爵!?　そんな、頭を上げてください！」

　焦ったカインがエリック公爵に声を掛ける。

　カインの言葉でようやくエリック公爵は頭を上げた。

「助かる。いくら公爵の子供だとしても、貴族の証を見せなかったとしても、今回の対応は間違っていた。カイン子爵が今回の事を王城に報告すれば、デリータは場合によっては処分されてもおかしくない。陛下が今回の事を知り、カイン子爵が望めば、たとえ公爵家の子供だとしても処罰されることを許可するだろう。だから当家の代表として、そして父親として謝罪させてほしい」

　いつもの和やかにしているエリック公爵とは違い、真剣な顔つきだった。

「謝罪を受け入れます。僕も忘れていたとはいえ、早々に貴族の証を見せるべきでした。それは僕の失態です。将来、義兄になる方ですし、こちらこそ申し訳ありませんでした」

　カインも謝罪し、頭を下げた。

　カインが顔を上げると、エリック公爵も先ほどまでの真剣な顔つきが和らいでいた。

「カインくん、ありがとう。どうだ？　これがシルクの婚約者だ。文句はあるまい？　ただ、今回の罰だ、デリータ、お前は名誉貴族の名前を剥奪し、少しの間謹慎だ」

　エリックは後ろにいるデリータに告げ、二人は頷いた。

「わかりました。カイン子爵、この度は申し訳ありませんでした」

　デリータが頭を下げる。

「それにしてもまだシルクと同じ十二歳とは思えません。当主をしているというのも納得できます。シルクには勿体ない位です」

　長男であるノエールも感心している。

「もちろん、腕も立つぞ？　冒険者としてもすでにＡランクだ」

　エリック公爵の言葉にデリータは唾を飲み込む。

「──それでだ。本題に入ろう。カインくん、なんでこの街に来たんだ？」

　エリック公爵は唐突に素朴な疑問を投げかけてきた。

　先ほど街を見に来たと説明しているが、それだけでは納得できるものではなかった。

　カインは後ろで控えている二人に視線を合わせる。その視線に気づいたエリック公爵は二人に退出するように命じた。もちろんメイドにもだ。

　ノエールとデリータは再度頭を下げた後、メイドと共に応接室を退出した。

　カインはエリック公爵と二人になったことで、説明を始めた。

「──実はですね、夏休みにシルクとテレス、テレスティア王女殿下とこちらの街へ来る予定でしたが、ドリントルの内政などでそこまで時間をとれないと思い、一度は断ったのですが、転移魔法の拠点登録さえできれば、少しの時間でもここにこれるかなと思って、この街にきました。一度行った所でないと転移することが出来なかったので……」

「そうだったのか……それにしても、休みはこの二日間だけだろう？　どうやって来たのだ？　私の馬車を追い抜かされた記憶はなかったが……」

「あ、空を飛んできました。その方が早いので」

　カインの説明にエリック公爵はいつもの笑みを浮かべる。

「クックック、そうか空か、その発想はなかったな。本当にカインくんは無茶苦茶だな。常識外のことをしてくれる。陛下がいつも愚痴っているのが良くわかるよ」

　カインは国王が愚痴をマグナ宰相に言っているところを頭に思い浮かべた。

「そこまで悩ますようなことをした記憶はないんですけどね……」

　カインは頭を掻きながら答える。

「理由はわかった。この話は終わりにしよう。そうだ、カインくん、目的は温泉だよね？　もう用意出来ているはずだ。入ってくるといい。この屋敷の温泉は期待していいよ。入ったら一緒に夕食にしよう」

「本当ですかっ!?　是非に!!」

　話を終わらせエリックはテーブルに置いてある鈴を鳴らす。すぐに扉がノックされ、入室を許可すると先ほど紅茶を淹れてくれたメイドが入ってきた。

「カインくんが温泉を所望だ。案内してあげてくれるかな」

　カインはエリックに頭を下げ、応接室を退出する。そしてメイドの案内で脱衣室に向かった。

「こちらになります、脱ぐのをお手伝いいたします」

　カインの洋服を脱がそうとするメイドを手で止める。

「一人で脱ぐから平気だよ。それよりも一人にしてくれるかな？」

「チッ──わかりました。では失礼して外で待たせていただきます」

（何か舌打ちしたぞ……このメイド）

　カインはメイドが脱衣室から退出したのを確認してから、服を脱ぎ始めた。脱いだ服はアイテムボックスに仕舞い、タオルを取り出し、浴室の扉を開けた。

「おぉ！　これは……」

　目の前に広がるのは、数十人が入れそうなほど広い浴槽があり、そして、浴槽が外まで続いていて露天風呂になっている。露天風呂の先には雄大な山々が聳そびえ立っていてカインはその風景に思わず見惚れてしまう。

「──出来るだけこの街にいたい……」

　思わず本音が漏れてしまう。それほどまでに心を奪われる景色であった。

　カインは桶に湯を汲み身体を清めたあとに浴槽に身を沈めた。

「おぉ……気持ちいい……」

　身体に染み渡る気持ちよさを感じながら足を伸ばし寛ぐ。

　露天風呂にも移動し、同じように寛いでいく。

「本当にサイコーだ……」

　日本人の記憶を持つカインだからこそ、大きな温泉に浸かれる、この束の間の幸せを感じていた。

　カインが浴槽に浸かっていると、脱衣室からの扉が急に開かれた。

　音に気づき後ろを振り向くと、そこには──薄手の湯着を着た先ほどのメイドが入ってきた。

「カイン様、お背中をお流しいたしま──」

「ストーーーップ!!　いいから!!　一人でやるからいいから!!」
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　カインは必死にメイドを止めた。薄手の湯着ともあって、身体のラインが良くわかる。出るところがでていて、とても官能的だ。

　──だからこそ必死に止めた。

「それではエリック様に叱られてしまいます。せめてお背中だけでもお流しして──」

「いいから!!　本当にいいから!!」

「──残念です……わかりました」

　残念そうな顔をしたメイドは、カインに一礼し、脱衣室に戻っていった。

　カインはため息をついた。さすがに前世は高校生まで生きてきて、一般的な知識は持っている。女性に背中を流されるなどの痴態は耐えられるものではなかった。

「ほんと、勘弁してよ……」

　カインはそのまま口のラインまで浴槽に沈んだ。




　温泉を堪能したカインは、探査サーチを使い脱衣室に先ほどのメイドがいないことを確認し、アイテムボックスから替えの服を出し早々に着替えた。

　濡れた髪の毛も魔法を使って乾かす。

「本当に気持ちよかった……」

　前世であればここでコーヒー牛乳を飲むという行動に移るはずだが、この世界にあるはずもない。

　コーヒーでさえ、ユウヤの所で飲むことは出来たが、今まで巡り合うことはなかった。

　脱衣室から出ると湯着からすでにメイド服に着替えたメイドが控えていた。

「カイン様、食事までもう少し時間があるとのことで、応接室でエリック閣下がお待ちになられております」

　先ほどの事など何もなかったように接するメイドにため息をつきながらも頷く。

　メイドの案内で先ほどの応接室に戻った。メイドが扉をノックし、中から「入っていいよ」との声が聞こえてから扉を開ける。

「カインくん、温泉どうだった？　この屋敷の自慢でもあるんだ」

「本当に良かったです。また入りたいくらいに」

　エリックの対面に座り素直な感想を伝えた。エリックはカインの言葉に満足そうな顔で頷く。

「そのうち義息子になるのだから、いつでも来ていいからね？　転移ですぐに来ることができるでしょ」

「その時はお世話になります」

　メイドが部屋の端で淹れていた紅茶を二人の前に置いていく。

「それと、カインくん、昼間の君の事を襲った冒険者だけど、鉱山奴隷になることが決定したよ。この土地は温泉もあるけど、鉱山も有名でね。そこで十年ほど勤めてもらうことになった。街中で剣を抜いただけでも問題だが、カインくんに襲いかかったからね。厳罰で死刑という話もあったけど、有用な鉱山奴隷にさせてもらった」

　カインは素直に頷く。さすがに街中で襲いかかったのだ。情状酌量の余地はないことはカインも理解している。

「これが奴隷として売った冒険者たちの代金だ。あと、今回の詫びも含めて少し上乗せしてあるよ」

　エリックが小袋をカインに手渡す。中を覗くと数枚の白金貨と金貨が入っている。

「これは多すぎでは？　奴隷商に売ってもそこまではいかないですよね」

「うん、だから詫び料だね、奴隷は五人売って金貨五枚、詫び料が白金貨五枚だ。申し訳ないがこれは受け取ってくれ」

　カインは自分の対応の悪さもあり牢に入ったのは仕方ないと思っていた。しかも公爵家の当主が頭を下げてすでに謝罪もしている。その上これだけの詫び料をもらうのは心苦しい。

「でも、これは多すぎ──」

「カインくん、ドリントルの開発をしているでしょ？　一日にして街を囲むようにふた回り以上大きな街壁ができたと聞いたよ？　街の開発には色々と費用が掛かる。それに使ってもらえればいい」

　カインの言葉を止めるようにエリックは説明していく。そこまで気を遣ってもらっているのに無下に出来るはずもなかった。

「──わかりました。素直に受け取らせていただきます」

　小袋を懐に入れ、エリックに頭を下げる。

「これで話は終わりだ、さっそく夕食にしよう。この土地の料理も中々美味しいよ」

　部屋を出てエリックの後を追う。ダイニングにはすでに全員が揃っているようだった。

　もちろんノエール、デリータも座っている。他にもその妻と思われる女性が座っていた。

　上座に二つ席が空いており、エリックはその一つに座り、もう一つにカインを手招きする。

　貴族の当主という立場もあり、仕方なく指示されるままエリックの隣に座ることにした。

　全員が席につくと乾杯用のグラスにドリンクが注がれる。成人しているエリック公爵達はワインだが、カインには冷たくした紅茶が置かれた。

「待たせてしまったね、今日はカイン子爵が来ている。色々と残念な行き違いもあったが、将来シルクの旦那にもなる人だ。これから仲良くしてもらいたい。それでは乾杯」

「「「「乾杯」」」」

　各自がグラスを掲げ、それから飲み干していく。

　乾杯の後は、各自が自己紹介をしていった。やはり二人の隣に座っていたのはノエール、デリータの妻であった。

　シルクの姉は年が離れており、すでに嫁いでいるとのことだ。しかも王太子に嫁いでおり王城で暮らしている。

　次の王妃ということだ。

　王城には何度も行くことはあったが、テレスティア以外の王族と会ったことは叙爵の時だけだ。

　いつもは他に漏れてはいけない会話が多いことで密室で行われていた為、会う機会はなかった。

　料理はメイドが大皿から少しずつ取り分け各自の前に置いていく。

　美味しそうな匂いがカインの鼻をくすぐる。

「ここは山岳地帯が多いからね、山羊がよく取れるんだ」

　エリックが説明してくれる。カインはナイフとフォークを使い口に運ぶ。

　口の中でソースと混じり合いとても美味しかった。

　テーブルに置かれていく物を少しずつ味わいながら食を進めていく。

　王都では食べられない食材を前に、食事のスピードも早くなった。

「カインくん、王都から一直線にこの街まで来たのかい？」

　エリックの問いにカインは横に顔を振る。

「途中、縁がありましてサントス子爵の館で一泊させてもらいました」

　カインの答えにエリックは驚く。

「あのサントス卿か？　あの頑固そうな爺がよく初対面のカインくんを泊めてくれたね？」

「実は──」

　マルビーク領に向かう途中で、馬車が盗賊に襲われており、加勢し討伐したことを伝えた。

　まだ祖父だということはサラに確認をしていないので黙っておく。

「なるほど……。それならわかるかな。あそこは女系の家系だから、カインくんなら『婿に！』とか言われてそうだね。カインくんと近い年の子もいるし」

「──たしかに……そうですね」

　まったくその通りだったことにカインは苦笑する。

「カインくんの場合、どんどん嫁が増えそうで心配だけどね。今、シルク含めて三人でしょ？　なかなかその年で三人の婚約者を持っている貴族なんていないからねぇ」

　お酒が進んだこともありエリック公爵が饒舌になる。

「いえいえ、そんな自分で増やすことはしないですよ」

「本当にどうだか──。そういえば、ティファーナ騎士団長の実家にも顔を出さないといけないね」

　本当の予定は、一日でマルビーク領まで来て、次の日にはリーベルト領に向かうつもりだったのだが色々と予定が狂っている。

「騎士団長の実家にって……？」

　デリータがエリックの言葉に入ってきた。

「まだ話してなかったっけ？　カインくん、テレスティア王女殿下とシルクとティファーナ卿の三人が婚約者として決まっているのだよ」

「そ、そんな……」

　近衛騎士団長といえば、模擬戦狂いでこの王国内では有名だ。そして、同時に自分より強い者としか結婚しないとも豪語していた。そしてこの国で誰よりも強く、そのハートを射止められた者は皆無であった。

「まだ十歳の時にすでにティファーナ卿より強かったからね。よかったね？　もし斬りかかっていたら……ね？」

　エリックはその先は言わなかった。それでもデリータは唾を飲み込んだ。簡単に自分の未来が想像できたからだ。

「そういえば、今日は泊まっていくでしょ？　もう客間の用意もできているし」

　このまま転移で王都に帰ることもできるが、転移魔法を知っているのはエリック公爵だけであり、断る訳にもいかず素直に頷く。

「明日には王都に向かう予定ですが、今日はお世話になります」

「うん、カインくん、温泉好きだし、夜も入れるようにしておくよ」

　カインは先ほど入った温泉の事を思い出し即答する。

「はいっ！　ぜひ」

「──本当に好きなんだね、温泉」

　カインの答えにエリックは笑みを浮かべる。

「──はい……」

　勢いよく返事したことに恥ずかしさから顔を赤くしながらもカインは頷いた。

　食事も済み客室に通されたカインは、もう少ししたらまた温泉に入るつもりでいた。

「カイン様、温泉の準備が整っております」

　メイドより温泉が空いていることを教えてもらい即答する。

「うん、入ります」

　メイドに案内され脱衣室に入る。そして服を脱ごうとすると、後ろからサラサラっと音が聞こえて思わず振り返った。

　案内したメイドがメイド服を脱ごうとしていた。

「だからそれはいいってっ！！！」

「────残念です」

　本当に残念そうな顔をしたメイドは渋々と退出していく……が最後に振り返る。

「やっぱりお背中流しま──」

「出てけ──っ!!」

　そのまま扉を閉めるカインであった。




　満足するまで風呂を堪能したカインはそのまま客室で眠りについたのだった。

　次の日、気持ちよく起床したカインは、食事を済ませると学園があるということで早々に王都に戻ることにする。

「カインくん、本当にもう帰るの？」

　エリック公爵の問いにカインは頷いた。

「ええ、学園にも行かないといけませんし。色々お世話になりました。また王都でよろしくお願いします」

「それにしても本当に『転移』は便利だよね。莫大な魔力量がないと無理と聞いたが……」

「一度の転移で、数万程度の魔力を消費しますからね。普通の魔術師では無理かと……」

　数万という膨大な数を聞き、諦めたエリック公爵はため息をつく。

「わかった。ここから転移しても問題ないよ？　本当なら街の外に出てから転移して欲しいけど、実際に見てみたいし」

「わかりました。ではこのまま王都に戻ります。ありがとうございました。また王都で」

『転移』

　カインの目の前にいたエリック公爵の姿が一瞬にして消え、視界が変わっていく。

　シルフォード男爵家の屋敷の執務室に転移した。

「早く学園に行かないと、終わったあとは母上のところに……」

　カインは衝撃的なサラの過去を思い浮かべながら制服に着替え、コランとシルビアに声を掛けてから学園に向かった。

　教室に入るとすでにテレスティアとシルクは登校していた。

「カイン様おはようございます」

「カインくんおはよぉ」

「テレス、シルク、おはよう」

　カインは二人に挨拶をしたあとに席に座る。

「もうすぐ夏休みだよね……今年は行けないけど、今度カインくんもマルビーク領においでよ。温泉もあるし、テレスもあの温泉が好きなんだよ？」

「そうそう、あの温泉に入ったあとは身体が温まって普通のお風呂とはまったく違いますわ」

　温泉の気持ちよさを昨日経験しているカインは思い出しながら頷いていく。

「本当に気持ちよかっ──あ、気持ちよさそうだね」

　思わず昨日マルビーク領にいたことを話しそうになり止めた。

　カインが少し焦っていることに二人は首を傾げた。




　午前中の授業を終えると、午後からはカインの選択した授業がないため、そのまま王都のシルフォード辺境伯邸に向かった。

　門兵に挨拶をし、屋敷の中に入っていく。

　ガルムは職務で王城にいるとのことで、サラが出迎えてくれた。

「あら、いらっしゃい。一人で珍しいわね」

「母上、今日は話があってきたのです。父上にも話をする必要がありますが、先に伝えておければ……」

　カインの神妙な表情を汲み取り、サラは応接室に案内した。

　案内された応接室でサラと向き合う。メイドには紅茶を淹れてもらったあとに退出してもらった。

「そんな、深刻そうな顔をして、二人きりになって話したいことでもあったの？」

　サラは不思議そうな顔をしてカインに訪ねた。

　カインはアイテムボックスから一通の手紙をサラに差し出した。

「この手紙は？」

「週末マルビーク領に行く途中で盗賊に襲われている貴族を助けました。サントス・フォン・ゲレッタ・ダンロフ子爵からの手紙です」

　名前を聞いたサラは目を見開き、そしてため息をつく。

「──お父様のね、カインは知っちゃったんだ？　私がゲレッタ家の長女だってこと……」

　カインが頷くと、サラが寂しそうな顔をし、手紙の封蝋をナイフで開き手紙を取り出した。

　手紙を読んでいる間、カインは黙ってサラの顔を見ていた。

　サラは読んでいくにつれ次第に目に涙を溜めていく。そして全て読み終わった頃には涙が溢れていた。

「屋敷で一晩お世話になった時に母上の妹さんにもお会いしました。そっくりだったので思わず『母上』と呼んでしまったことで真相がわかりました」

「ララね……、やっぱりララの子も女の子か……」

「そうですね、リーラと言って僕より少し年下の女の子でした。僕が母上の子供と判明する前は婿養子にこいと言われましたから」

　カインが冗談っぽく言うと、その言葉にサラは目に涙を溜めながら、笑いを堪える。

「お父様らしいわ、相変わらずなのね……。それで……ガルムにも？」

「ええ、手紙を預かっています」

　サラは読み終わった手紙をテーブルに置き、紅茶を口にした。

「ガルムが帰ってきたら、話しましょう。もちろんレイネも入れて」

「わかりました。それまでは僕もいます」

「ええ、そうしてもらえると助かるわ。一人で説明するのは……ね？　事情を知っているカインにも同席して欲しいの」

　先ほどまでの涙はすでに消えており、いつもの表情に戻っていた。

　ガルムが戻るまでの間、学園生活や屋敷のこと、ドリントルでの出来事などをサラに説明していく。

　カインが想定外の事をしていることにサラはお腹を抱えながら笑っている。

　途中でレイネが帰ってきたことで、応接室は賑やかな話題で溢れていた。

「カインくん、全然屋敷に来てくれないんだもん。私も生徒会で忙しいし、たまには一緒に遊んでよっ」

「姉さま、そんなこと言ったって、姉さまも忙しそうですよ？　いつも学園でお見かけしますけど動き回って大変そうでしたし」

「週末は領地に行っちゃっているし、今度、ドリントルにも連れていってよ？」

「私もドリントルに行ってみたいわ。そのうち連れて行って。アレクの顔も見たいし」

　二人に詰め寄られカインは渋々頷く。

「まだ再開発している途中なんで大変ですよ？　アレク兄様にほとんどお任せしていますし。先にアレク兄様に話してから時期を決めましょう」

　話を進めていると、部屋がノックされガルムが帰宅した事がメイドから伝えられた。

「ガルムを連れてきてもらえるかしら」

　サラの言葉にメイドは頷き、ガルムを呼びに部屋を退出していった。

　程なくしてガルムが部屋を訪れる。

　部屋に入ると、カインもいることにまた何かあったのかと思い苦笑しながら席に着く。

「カイン……また何かやらかしたのか……？」

「……今回は僕では──」

　カインを手で制してサラが話し始めた。

「私から話すわ、あなた、今まで隠していたことがあるの……。あなたと出会った時は冒険者のサラと説明していたけど、私には家名があるの。カイン、手紙を出してくれる？」

　サラの言葉にカインは頷くと、手紙をアイテムボックスから取り出し、ガルムに手渡した。

「この手紙は？」

「読んでもらえればわかると思います」

　ガルムは手紙の封蝋の紋章を確かめる。

「この紋章は……」

　見覚えのある紋章に眉間に皺を寄せる。

「私の家のよ。私の旧姓はサラ・フォン・ゲレッタ、サントス子爵の長女よ」

「なっ!?」

「えっ!?」

　サラの言葉にガルムとレイネは驚きの表情をする。

「その手紙を読んでもらえればわかるわ」

「──わかった」

　ガルムは封蝋を開き、中の手紙を読んでいく。途中でカインに視線を合わせ「またカインか……」と呟きながら読み続けた。
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　全てを読み終えたガルムは手紙を置いてため息をつく。

「まさかサントス卿の娘だったとは……。だからあまり式典など出たがらなかったのだな」

「ええ、一度は家を出たとはいえ、貴族の娘でもあるのよ。実家に挨拶もしないで婚姻を結んだとしたらあなたに迷惑が掛かると思って……」

「……たしかに礼儀に反する行為にあたる。それにしてもサントス卿の娘とは……」

　ガルムとサラが今後の対応について悩んでいる。そこでカインが声を掛けた。

「その件ですが、サントス卿は今度一緒に遊びに来てくれと……。元気な顔を見せてくれれば満足だと言っていました。レイネ姉さまのことも見たいとも」

「うむ……。そのうち挨拶に行くことは必要だ。但し、数日王都を空ける必要がある。さすがに陛下に理由を説明せず王都を離れるわけにもいかん」

　ガルムは王都での仕事を抱えている。今まで冒険者と思っていた妻が、実は貴族であり、その実家に行くというだけでは王都を離れる説明にはならない。

「その件でしたら……僕がすでに拠点登録しているので『転移』を使えば一瞬で行けます……」

「その手があったか!!」

　ガルムは頷くが、サラとレイネは事情が理解出来ていない。

「──カインくん、『転移』って、あの勇者の話や神話に出てくる魔法だよね？　なんでそんな魔法が使えるのかな？」

「えっ」「あっ」

　二人の声が重なった。

　カインとガルムの二人はしまったという顔をしたが、すでに遅かった。

「あなた、カイン？　どういうことかしら……私たちはそんな話、聞いたことないけど……？」

　先ほどと全く違った表情をした二人から冷たい視線が突き刺さり、ガルムとカインは冷や汗をかく。

「いや、それはだな、陛下にも話すなと言われている国家機密ということでだな……」

「──あなた、なぜ家族の話に国家機密が出てくるのでしょうか……じっくり話す必要がありそうですね」

　にっこりと笑うサラに、ガルムは目を泳がせ視線をカインに送る。

　カインは諦め首を横に振った。

「──母上、一日一回だけ、僕の大量の魔力を使い転移魔法をつかうことができるのです。それで週末にダンロフの街に行こうと」

　本当は何度魔法を使っても魔力切れになることはないが、そのほうが納得できるだろうと思いカインは説明していく。

　ガルムもカインの説明に少し挙動不審気味に頷いた。

「そういえばカインの魔力量は規格外だったわね。それにしても伝説と言われている転移魔法まで使えるまで成長するなんて……」

　サラは改めてカインの成長に感心した。

「わかったわ、週末にダンロフに行きましょう。十年以上も家を出たままで私も謝らないといけないし」

　その一言で、週末にダンロフの街へ行くことになった。












10　再会








　平日はいつも通りに学園に通い、授業が終わったあとはドリントルの街でアレクとルーラを交え、今後の予定を詰めていく。

「ダルメシアが資材を用意してくれたお陰で作業は順調だよ。ルーラが描いてくれる図面は素晴らしいし。たまに理解出来ない事を話しているけど」

「アレク様の人の手配が良く出来ておりますので、わたくしは助力だけでございます」

　後ろで控えているダルメシアが一礼をする。

「ダルメシア様が木材を用意してくれたお陰で思ったよりも予算が余っているわ。新しい区画の住宅はすでに建て終え、今は冒険者学校と寮を建てているの。冒険者たちも参加してくれるから思ったよりも作業が早く進んでいるわ」

　ルーラが図面をテーブルに広げ、説明していく。

　冒険者ギルドも街の運営に全面協力をしているらしく、税金もきちんと納められ、街でも大きな問題は特に起こしていないとアレクが説明していく。

　やはり酒を飲んだ時に多少問題は発生しているが、冒険者同士の喧嘩が主となっており、一般市民には影響していない。

「この調子なら問題ないようだね。週末も少し込み入った用事があってこの街に来ることは出来そうもないんだ」

「インフラの整備だったら今は問題ない。それにしても込み入った話って？　また何か王都で問題でも起こしたのかい？」

　カインの常識外の行動を知っているアレクは、また問題を起こしたのだろうと何気なく尋ねた。

「アレク兄様にも関係あるから話すけど、実は……母上の件でね、冒険者の平民という話だったけど、ゲレッタ子爵家の長女だったとわかってね……週末に母上とダンロフの街に行く予定なんだ」

　サラが貴族だったことを知り、やはりアレクも驚きの表情をする。

「……サラ母上がか……普段の様子や会話から本当に元平民なのかと思っていたが、よもや本物の貴族だったとは」

「うん、だから少しの間、また不在になるけどよろしくお願いします。あとこれ、エリック公爵から投資という形で貰ったから渡しておきますね」

　カインは小袋に入った白金貨五枚をテーブルに置いた。

　エリック公爵からは詫び料として貰ったものだが、ドリントルの街の発展には、まだまだ十分とは言えない。

　材料費が浮いたとしても、スラムの解体を含め、住人たちの職業や生活水準を上げていくにはまだまだ資金は足りないであろう。

「エリック公爵からか……ありがたく頂いておくよ。礼状はカインの名前で出しておくから」

　アレクは受け取った小袋を大事そうに金庫に仕舞う。

「引き続き街の開発を頼みます」

　カインの言葉で会議は締められた。




　そして週末を迎え、ダンロフの街へ行くことになった。

　先行してサントス子爵に話すつもりでいたのだが、サラに止められた。

「いなかったらそれでいいわ。ララはいると思うから謝っておきたいし」

「では、僕に触れてください。触っていないと一緒に転移できないので」

「うむ、わかった」

「わかったわ」

　ガルムとサラがカインの両手を握った。

「セバス、明日には戻る。それまでは任せたぞ」

「ガルム様、お任せください」

　後ろで控えているセバスが一礼する。

「カインくん、抱きついてもいい？」

　レイネが目を輝かせて聞いてくる。

「……手を触れるだけでもいいのですが……」

　カインの言葉をまったく聞かずにレイネは後ろから抱きついた。

「クンクン、カインくんの匂いだー」

　少しだけ膨らんだ胸の感触を味わいながら、まったく聞いていないレイネにため息をつき、転移魔法を唱える。

『転移』

　視界は一瞬で変わっていく。

　さすがにサントス子爵の屋敷に直接転移するのは問題があると思い、街の門の近くに転移した。

　三人とも初めての転移でいきなり変わった周りの変化に辺りを見渡して驚いている。

「まさか転移を経験することがくるとはな……」

「懐かしい門だわ……」

「もうついちゃったの？　もっとカインくんに抱きついていたかったのに……」

　三者三様の言葉を聞きながら、レイネのことを振りほどいた。

「街の入場門近くに転移したので、申し訳ないですがここからは歩きでいきます」

　人目につくと問題になるため、門からは歩いて十分ほどの距離に転移をしたことで、すぐに街の入場門へたどり着いた。

　どう見ても貴族の格好をしている四人組が街道から門に向かって歩いてくれば、衛兵は途中で何かあったのかと緊張が走る。

　……もしかしたら、と。

　そんな中、一人の衛兵がカイン達一行に向けて小走りで近づいてくる。

「失礼します。貴族の方とお見受けしますが、家名を伺ってもよろしいでしょうか。それに歩きでとは……何か大事がございましたか？」

　衛兵隊長と思われる中年の衛兵が、礼儀正しく一礼し声を掛けてきた。

「あ、すみません、カイ──」

「ガルム・フォン・シルフォード・グラシア辺境伯だ。サントス卿に会いに来た。細かいことは詮索不要だ」

　カインが子爵の証を出そうとしたら、横からガルムが隊長に名乗り辺境伯の証を差し出した。

　カインの子爵の証より豪華な仕上げとなっている。

　衛兵隊長も貴族とは思っていたものの、歩いてきた貴族一行が、領主よりも階級が上となる上級貴族の辺境伯本人と聞き、衛兵全員に緊張が走る。

「は、はいっ！　どうぞお通りください。すぐに馬車を用意させます。お前ら、馬車の用意だ！　あと領主様のところに誰か走れっ！」

　衛兵隊長の一声で、若い衛兵たちが慌てて走っていく。

「すぐに馬車を用意させますので、少しの間こちらでお待ちを」

　衛兵隊長は四人を丁重に門の横にある建物の応接室へと案内した。

「狭いところで申し訳ありません。馬車の用意が出来次第、お送りいたしますので」

　畏まった衛兵隊長に、ガルムは懐から出した小袋を渡した。

「迷惑かけてすまんな。これで夜にでも衛兵たちに振る舞ってくれ」

「これは心付け申し訳ございません。有り難くいただきます」

　渡された小袋を大事そうに自分の懐に仕舞った。

　十分程度で馬車の用意が終わり、四人は衛兵が御者をする馬車に乗り込んだ。

「世話になったな」

　ガルムが衛兵隊長に声を掛けたあとに馬車は出発した。

　馬車の中では、ガルムは腕を組んで無言を貫いている。

　サラは十年以上振りに見る懐かしい街を楽しんでいた。

　レイネはカインの腕に抱きついている。

「レイネ姉さま……」

「こうして隣に座って馬車に乗るなんて最近なかったから、カインくんを補充しないとね」

　学園で忙しくしていたおかげで、ブラコンが治ったのかと思っていたカインであったが、そんなことはなかった。

　レイネに腕を組まれながらも、先週も見た馬車の窓から見える街並みを楽しんでいく。

　馬車は街を通り抜け、二十分ほどで領主邸に到着した。

「お待たせいたしました。屋敷に到着いたしました」

　先に降りた衛兵が馬車の扉を開ける。

　馬車から降りると、すでに扉の前には領主一家が勢ぞろいで出迎えのために並んでいた。

　先触れに走った衛兵からすでに話が来ていたためだ。

　四人が馬車から降りると、サントスがガルムの側にやってくる。

「ガルム辺境伯、ご無沙汰しておりますな」

「サントス卿、事前の連絡なしで来てしまい申し訳ない。手紙を読ませてもらった。話さないといけないこともあるので、急ではあったが来させてもらった」

　ガルムは軽く頭を下げ、サラに視線を送る。

　サラの姿を見たサントスを含め、長く屋敷に勤めている従者たちは目に涙を溜めている。

　ララはすでに大粒の涙を流していた。

　状況を理解できないリーラだけは、自分の母親に似た女性と母を見比べて不思議な顔をしていた。

「──サラ、息災じゃったか？」

「お父様、ご無沙汰しております。ご心配おかけして申し訳ありません」

　サラは目に涙を溜め、深々と頭を下げた。

　サントスも目を潤ませながらも頷く。そしてカインに視線を送った。

「カイン卿、済まないな。ここまで早く来てもらえるとは思わなかったぞ……衛兵が飛び込んできて説明された時は、さすがに驚いたわい」

「いえ、せっかくの再会ですから早いほうが良いと思いまして……」

　カインの言葉に、サントスは頷いた。そしてガルムに向き直る。

「長旅でお疲れでしょう。屋敷でゆっくりしてくだされ。申し訳ないが、今、エリック公爵もお見えになっておるのだ」

　サントスの言葉にカインは「あっ」と思ってしまった。

　エリックには先週ここでの話をしたが、サラのことを説明していない。

　ガルムから説明してもらうしかないな、と思いつつ案内され屋敷の中に入った。

「やぁ、ガルム卿、カインくん、こんなところで会うとはね」

　ホールにはすでにエリック公爵が笑顔で待っていた。

「エリック公爵、なぜこの場所に？」

　ガルムの問いにエリック公爵は首を傾げる。

「領地に行った帰りだよ。これから王都に戻る途中なのだけど、道中、サントス卿にはいつも世話になっているんだ。あれ？　カインくんから聞いていない？　先週うちに泊まったのに」

　エリック公爵の発言を聞いたガルムは冷たい視線をカインに送る。

　たしかにサントス家に泊まった時に、エリックとシルクはいつも山菜をご馳走になっていると聞いていた。

「その件についてはまだ……」

　カインは冷や汗をかきながら視線を逸らす。

「それこそガルム卿はなぜこの場所へ？　王都からでも数日掛かるでしょう」

　ガルムは何も言わずにカインに視線を送る。その視線でエリック公爵は察する。

「あー、やっぱりカインくんだね。込み入った話もあると思うし、僕は客間に戻るよ」

　エリックはそのまま客間への階段を上っていった。

「カイン……マルビーク領でも泊まっていたのか……」

「はい……」

　ガルムの言葉に項垂れる。

「まぁ今は良い。これから改めて話をしよう。レイネとカインも同席するように」

「わかりました」

　部屋には、サントス、ララ、リーラのゲレッタ家が並んで座り、その対面にガルム、サラ、レイネ、カインの四人が座る。ララの旦那は王都に行っており今はいない。

　緊張感のある空気が流れる中、最初に口を開いたのはサントスだった。

「サラ、もう十七年経つか……。月日の流れるのは早いものだな。お前がガルム卿に嫁いでいるとカイン卿から聞いた時は驚いたぞ。カイン卿とは、道中、盗賊からの襲撃を受けている所を加勢してもらい助けてもらったのじゃ。屋敷に泊まって貰うように案内したらララに向かって『母上？』だからな。さすがにワシも驚いたわい」

　長い月日を思い出すように、サントスが語った。

「お父様、長く留守にしてしまい申し訳ありません。そしてララ、貴族の義務をあなたに押し付けてしまってごめんなさい……」

　サラが二人に向かって深く頭を下げた。

「サントス卿、私からも謝罪させていただく。あなたのご令嬢とは知らず、サラの事は一冒険者の女性に恋をして婚姻を結ばせていただいた。本当ならその時に確認する必要があったかもしれない。申し訳なかった」

　テーブルに手を付き、ガルムも並んで頭を下げた。

「二人とも頭を上げてくれ。こうして無事に再会できたのだ。そしてワシの孫にも会うことができた。レイネといったな？　サラの父のサントスじゃ」

　レイネとカインの二人に向けて優しい目で微笑む。

「はじめまして、おじい様。ガルムの長女のレイネでございます。年は十四になりました。現在は王都の学園に通っております」

　レイネは一度立ち上がり、スカートの裾を摘まみ上げ貴族令嬢らしい挨拶をする。

　年頃のレイネに「おじい様」と言われ、サントスも少し照れた表情をする。今までまだ十歳にも満たないリーラしか孫はいないと思っていたからだ。

　サラの事は忘れたことはなかったが、十七年もの長い時間を経過することによって諦めて忘れようとしていた。

「それとカイン卿、本当にありがとう。卿のお陰で娘と再会することができ、新しい孫が二人も出来たのだ。まさかここまで早く来てくれるとは思わなかったがな」

　カインの飛翔フライや転移があるから出来た移動速度であり、一般的な馬車での移動ではありえなかった。

　その事にはサントスは触れず、今回は再会を喜ぶだけとした。

　次にララやリーラが挨拶をし、和やかに話は進んだ。

「サントス卿、これからは親戚にあたります。これまで以上に協力していきましょう」

「ガルム卿、その言葉はありがたい。これからも頼みますぞ」

　二人ががっちりと握手をして、家族の再会が終わった。

　ガルムはサントスと、サラはララと個別で話すことになり、レイネ、カイン、リーラの三人は別室に移った。

　レイネは自分に従妹が出来たことが嬉しくてたまらないらしく、目を輝かせてリーラを見てウズウズとしている。

「どうしました？　レイネお姉様？」

　レイネの挙動不審な行動に、首を傾げたリーラだったが、レイネにとってはツボだったらしい。

「もうっ！　リーラちゃん！　可愛い！」

　いきなりリーラを抱きしめた。レイネの急な行動にリーラはびっくりする。

「えっ!?　レイネお姉様？」

　驚くリーラの隣で、カインは『やはり』と手で額を抑えた。

「ねぇ、カインくん。私にも従妹いもうとが出来たのよ？　今までシルフォード家の女の子は私一人だったでしょう。もうこのまま王都に連れて行っていい？」

「レイネ姉さま、それは駄目でしょう……二年も経てば、リーラも王都の学園を受けるはずです。そうしたら一緒にいれますから」

　レイネの問いに呆れながら答える。このまま連れて行ったら誘拐でしかない。リーラが王都の学園に通うことがあれば再会できるだろう。

「そうよねっ！　学園で待っているわ！」

　リーラが入学するときには、すでにレイネは卒業しているはずだが、喜んでいるレイネに水を差すこともないとカインは黙る。

　途中、カインがリバーシを出して順番に対戦をしていった。リーラは物覚えが良く、すぐにレイネとの勝負にも勝つようになった。やはり一番強いのはカインだったが。

　三人で楽しく過ごしているとあっという間に時間は過ぎ夕食の時間となった。

　食事にはエリックを筆頭に、シルフォード家、ゲレッタ家が揃っている。

「今日はめでたい日ですから、豪華にするように手配いたしました」

　テーブルに載せられている料理は、豚の丸焼きから山菜の炒めものなど多岐に亘っており、とてもこの人数で消費できる量ではなかった。

「それでは、シルフォード家とゲレッタ家が晴れて親戚となったところで、エスフォート王国に乾杯」

「「「「乾杯」」」」

　エリックの乾杯の合図で、グラスを高く掲げる。

　待機しているメイドたちによって、切り分けられた料理が各自の前に運ばれていく。

　大人たちはアルコールが進んだことで、饒舌になっていく。和やかな会話は続き、食事が終わったあとも部屋を変えて飲み直すそうだ。

　カインとレイネには個室が与えられたが、リーラと一緒に寝たいとレイネが駄々をこねはじめた。

「せっかくなんだから、私はリーラちゃんと一緒に寝るわ！　カインくん、おやすみなさい！　行こうリーラちゃん」

「えっ……。はい……。カインお兄様おやすみなさい」

「うん、おやすみ。──レイネ姉さまのこと頼んだよ」

　カインが最後まで言い終わる前に、すでにリーラはレイネに連れて行かれてしまった。

　メイドに案内された個室は、ベッドとテーブル、それに椅子が二脚置いてあるだけだ。それでも十帖ほどある部屋で十分な広さを確保している。

　カインは床に座り、座禅を組み瞑想を始めた。これだけは日課としており、毎日欠かさずやっている。

　すでにステータスは人外というか、亜神となっており、数字では表示されず、これ以上ステータスを上げる必要もないのだが、それでもユウヤには勝てるレベルではない。

　ユウヤに比べればまだまだ未熟であるとカインは考えていた。

　日課を終え、ゆったりとしたベッドに入り眠ることにした。




　朝食は皆がダイニングに揃ってから始められた。

　しかし前日飲み過ぎたらしく、エリック、ガルム、サントスの三人は具合の悪そうな顔をしていた。

　他が食事を進める中、三人だけは何に手をつけるでもなく水だけを飲んでいる。

「うぅ……。具合が悪い……。サントス卿が強すぎるのだ……」

　エリック公爵も眉間に皺を寄せ、水だけを飲んでいる。

「昨日は酒が進むほど嬉しかったからのぉ……うぷっ」

　サントスも飲みすぎが原因で放心状態となっていた。

　そんな姿をサラとララは仕方ないといった顔をして呆れていた。

「カイン……。二日酔いが治る魔法とか使えないのか……？　さすがにこれはちょっと……」

　普段は魔法を人前で使用させるのを控えているガルムであったが、さすがに今日のガルムはカインの僅かな希望に賭けたのであった。

「多分大丈夫だと思いますよ？　父上、かけてみますか？」

「頼む……」

　具合が悪そうに頷くガルムを含め、エリック公爵とサントスにも状態異常回復コンディションヒールを次々とかけていく。

　カインが回復魔法を放つと、三人の表情は打って変わり清々しくさっぱりとした顔となった。

「カイン、助かった」

「カインくん、ありがとう」

「カイン卿、申し訳ない」

　三人に頭を下げられたことで、カインは頬を掻きながら席に戻った。

「それにしてもそんな回復魔法まで使えるなんて……。一家に一人カインくんだね！」

　エリック公爵の冗談に皆が笑いながら、食事が再開した。

　和やかに食事は進む。食後にエリックが王都に発つため、馬車を全員で見送ることになった。

「本当なら、カインくんと一緒にね……って訳にもいかないのが辛いよね。これも貴族の義務だから仕方ないけど」

　転移魔法を知っているエリック公爵は、見送るシルフォード家を羨ましそうに見渡す。それを知ってか、申し訳なさそうな顔をしたガルムが答える。

「──エリック卿、では、また王都で。お気を付けください」

「エリック公爵、お気をつけてください」

　屋敷の前では、シルフォード家、ゲレッタ家が並びエリック公爵のことを見送る。

　護衛の騎士二十人が先導をした馬車が進み始める。テレスティアとシルクがオークの群れに襲われたことがきっかけで護衛が増員されたのだ。

　馬車が見えなくなるまで見送り、その後、屋敷に戻った。

「では、私たちも帰るとするか」

　ガルムの一言にサントスは疑問を口にした。

「ガルム卿、馬車は……？　そういえば門まで歩いてこられたと報告を受けていたが……」

「……それに関しては色々とありましてな、これから見ることを秘密にしてもらえると助かります」

「──もちろんお約束しましょう。では、サラのことを頼みますぞ。カイン卿、またいつでも遊びに来ておくれ」

「お父様、また顔を見せにきます。ララもリーラもまたね」

　サラがゲレッタ家の面々を見渡して頭を下げた。

「サントス子爵、また寄らせていただきます」

　カインも一礼する。

　屋敷に入り応接室に集まった。部屋の中はシルフォード家とゲレッタ家の三人のみとなっている。

　これから転移魔法で帰るにあたって、見せるのは最低限にしておく必要があった。

「なぜこの部屋で……？　これからお帰りになるのでは」

　まだ理解出来てないサントスに、ガルムはカインに視線を送る。

「サントス子爵、実は……僕は転移魔法を使えます。それで王都からここまで転移してきました。徒歩だったのもそのためだったのです」

　転移魔法と聞き、サントスは目を大きく見開く。もちろんララもそうだ。リーラはまだ理解出来ておらず首を傾げている。

「なんとっ！　カイン卿の鬼才振りはわかっておったが、伝説の転移魔法まで使えるとは……。ゲレッタ家の血筋からそのような伝説の魔術師が出たということじゃな」

「陛下より、口止めされていることもある。サントス卿、頼みますぞ」

　ガルムの念押しにサントスは頷いた。

　シルフォード家の面々がカインの肩に手を乗せる。

「では、お世話になりました」

　カインが一言お礼を言い、頭を下げ魔法を唱えた。

『転移』

　一瞬にして部屋にいた四人が消えていく。

　実際に目の前で転移して消えていった四人がいた場所を、部屋に残された三人は無言でただ眺めていた。

「お父様、こんなことがありえるのですね……」

「うむ、サラの子がここまでなるとは……」

「またレイネ姉様と会いたいです」

　こうしてサラの家族との再会は終わった。












エピローグ








　とある日、学園から帰宅したカインを神妙な顔つきをしたコランが待っていた。

「──カイン様、お手紙が届いております……」

　恐縮しきったコランから手紙を受け取り、裏の封蝋の紋章を確認する。

　いつも呼ばれている王城に掲げられている旗と同じ紋章であった。

　王家からの手紙ということを指している。

　封蝋を開封し、中を確認する。

　手紙には一文だけ書かれていた。

『見たらすぐに王城に来い　　レックス・テラ・エスフォート』

　カインは大きなため息をつく。そして中身をコランに手渡す。コランはその内容を確認し、やはりと思ったようだ。

「コラン、今から王城に行くよ。御者を頼んでもいいかな」

「わかりました。すぐに馬車を屋敷前に用意いたします」

　コランは王城からの呼び出しという最優先の事案に、急いで執務室を退出し、馬車の用意に向かった。

　すぐに馬車の用意を終わらせたコランに声を掛けられ、カインは馬車に乗り王城に向かう。

　すでに日は沈んでおり、これから王城に向かう馬車は緊急時以外にない。しかし門兵にも連絡が伝わっていたことにより問題なく入城できた。

　カインはすぐにいつもの応接室に案内される。

　メイドから用意された紅茶を飲んでいると、すぐに国王とマグナ宰相が現れた。

　カインは席から立ち上がり、一礼する。

「緊急ですまんな」

　国王はいつもの席に座り、その隣にはマグナ宰相が座る。

　カインは、ドリントルの件でまた責められると思っていたのだが、予想は外れていた。

「実はな、マリンフォード教国から聖女が視察でこの国を訪れることになった。ちょうど学園が夏休みになる頃だ。一週間程度の滞在となる予定だが、今世の聖女はお主と年は変わらん。テレスティアとシルク嬢で相手をすることになる。お主はその護衛だな。年も近いし、そのほうが聖女も気が楽であろう」




　ドリントルの内政で忙しい中、また新しい案件が待っていたのだった。












閑話　海を見に行こう








　カインが子爵に陞しょう爵しゃくし、ドリントルの領主になってすでに数カ月、至るところで公共事業が行われていた。

　アレクとルーラが加わったことで、基本的方針さえ決めておけば、カインに出来ることはなかった。

（ルーラのほうがプロだもんな……素人が出るより任せたほうがいいし）

　但し、カインの魔力を当てにした、ルーラの無茶振りはとどまることを知らなかった。




　週末を迎え、学園も休みになったカインは、冒険者の出いで立たちでコランに出掛けると伝え、王都を出る。もちろんコランからは「週末の内に帰ってきてくださいね！」と念押しされていた。

　人ひと気けがない場所へと移動したカインは『飛翔フライ』で空へと舞い上がる。

「とりあえず南に海があるんだよな……」

　以前、王城で国内の地図を見せてもらった時に、王都から南へと行くと海があるのは知っていた。いつか海産物を食べたいと思っていたカインは、意気揚々と南へと飛んでいく。

　いくつかの村や街を通り過ぎる。

　見上げる者はおらず、誰も気づく訳もなくカインは空を飛び続ける。

　まだ海は見えないが、昼食の時間となり、途中の街の近くで空から舞い降りる。

「街くらい寄っていくかな……」

　カインは街道の人目につかない場所で降りると、何食わぬ顔で街道に出て門へと歩き始めた。

　門では街に入る順番待ちをしている最終列に並び、前に並んでいる商人たちの話に耳を傾けた。

「このサンデールは通りたくないけど、ミシンガに行くのにここを通らないと行けないからな……ここの通行税は高いんだよな……」

「本当だよな。街の人間以外は全員徴収だろ？　普通なら誰も近づかねぇよ」

「本当だよな……。迂回路があればな……領主が代替わりしてからだもんな。たまんねぇよ」

（街に入るだけなのに徴収するんだ……冒険者だから関係ないけどね……）

　冒険者ギルドに所属している冒険者は基本的に街への入場料についてはとられることはない。そんなことをしたら依頼を受ける冒険者たちが誰も街に寄らなくなるからだ。それはこの世界共通であり、エスフォート王国でも当たり前のことであった。

　前に並んでいる組が、門兵に入街料を支払い中に入る。そしてカインの番になった。

　カインは金色ゴールドに輝く、Ａランクのギルドカードを提示しながら、街へ入ろうとすると門兵から止められる。

「冒険者だな。なら入街料は銀貨一枚だ」

「……はぁ？」

　止められると思ってもいなかったカインは気の抜けた返事をする。

「だから、銀貨一枚だ。この街の領主様の決めたことだ。冒険者もこの街の依頼で出入りする以外は入るのに入街料をもらっている」

「……それは冒険者ギルドも承知の上で……？」

「もちろんそうだ。この街のギルドマスターは領主様の兄弟だからな」

「……わかりました。その代わり報告はさせてもらいますよ？　王都のギルドに」

「それについては、私たちは関係ない。ここの領主の決めたことだしな」

「払いますよ。払えばいいんでしょ」

　カインは懐から銀貨を取り出し、門兵に一枚払う。

「素直に払えばいいんだ。ほら、後ろに並んでいるんだから早く入れ！」

　門兵に押し出されるようにカインは街へと入った。

　街の中は、他の街と変わらない。住民からは入街料を取らないのだから気にしている様子もなかった。

　カインは街を歩き、匂いにつられ一軒の食堂に入った。

「いらっしゃい。お食事ですか？　泊まりですか？」

「食事で」

「はーい！　おひとり様ですね。そこのカウンターにお座りください」

　カインがカウンターに座りお勧めを聞くと、本日のランチは魚のムニエルだと聞き、そのまま注文する。先に一緒に頼んだ果実ジュースが出てきた。

　柑橘系のさっぱりとした喉越しにカインの頬も緩む。そして少し待っていると、ソースのいい匂いが漂った料理をプレートに乗せウエイトレスが持ってきた。

「お待たせー。今日のお勧めのサモンのムニエルよ」

「サモン……どんな魚だろう……」

　名前からして、前世の知識からサーモンをイメージしながらカインはフォークで身を崩し口へと放り込む。

「うん、美味しい」

　味はサーモンに近いものがあった。一緒に置かれたパンとサモンのムニエルを交互に食べていく。やはり海が近いことで魚料理が多いのかなと思いながら、いつの間にか食べ終わっていた。

「ごちそうさま～」

　カインは料金を支払い、店を出ると、そのまま冒険者ギルドへと向かった。

「ちょっと言っておかないとね……。この街だけだったら問題だし」

　銀貨一枚が惜しいわけではないが、冒険者ギルド共通の認識として、入街料を取るのは間違っていると思っている。

　少し歩いた場所に冒険者ギルドの看板が見え、カインは扉を開けて中へと入る。

　一瞬だけ視線が集まるが、カインは見た目まだ少年の冒険者である。身軽な皮鎧を着ていることで、なり立ての冒険者が来たくらいに思ったのかその視線はすぐに散った。

　建物の中は、大小があるがどの街でも基本的な造りは一緒となっている。右側に依頼が張り出される掲示板があり、正面には受付カウンター、そして左側には待合いのベンチと酒場への通路という造りだ。

　カウンターには誰も並んでおらず、受付嬢も休憩中なのか一人しかいなかった。カインはその一人の受付嬢に声を掛けた。

「いらっしゃいませ。冒険者ギルドサンデール支部へようこそ。依頼ですか？　それとも冒険者登録……？」

「いえ……他の街から来たんですが、なんでこの街は冒険者まで入街料を徴収しているんですかね？　それを冒険者ギルドも容認しているとか……。どうなんでしょう」

　カインの言葉に、受付嬢はため息をひとつ吐き説明を始める。

「──それについてはこの街の領主の決定になりますので、私たちにはなんとも……決まりは決まりですから。しかし、この街の依頼のために出入りする冒険者からは取っておりません。流れの冒険者は旅人として扱っていますので、徴収すると通達されております」

「──そうですか……わかりました。では、そのように王都冒険者ギルドのグランドマスターのエディンさんに伝えますけどいいですよね？」

「?!　……それは……ちょっとお待ちください！」

　王都のギルドに報告が上がると聞いて、受付嬢は焦った表情をする。上司に相談すると言い、受付嬢は奥へと入っていった。

　すぐに受付嬢が戻ってくると、個室へと案内されることになった。

「こちらの部屋で少しお待ちください。すぐに上司が来ます」

　カインは案内された部屋のソファーに座りのんびりと待っていると、勢いよく扉が開かれた。

　入ってきたのは、身長は百八十センチを超え、服は鍛えられた筋肉で盛り上がっている三十代に見える人族であった。

「王都に報告するといった小僧はお前か！」

　カインの目の前にどっしりと座りカインを睨めつける。

「わしと、弟が決めたことに文句があるのか……小僧……」

　両腕を胸の前に組み、カインを威圧するが特に気にすることもなくカインは口を開く。

「それでは……あなたがギルドマスターでしょうか？」

「そうだ。この街のギルドマスター、ダルタ・フォン・ディリックだ。そしてわしの弟がこの街の領主になる」

「初めまして。カインと言います。それでは言わせてもらいますが、王都から来ましたが、この街は冒険者からも入街料を徴収していますよね？　それは冒険者ギルドとこの王国との取り決めを破ることになるのでは……？」

　カインの言葉にダルタは気にした様子もない。そして自信満々に答える。

「冒険者ギルドの依頼で出入りする場合は取っておらん。お前は依頼の為にこの街に来たのか？　違うだろう。それなら旅人と一緒だ。入街料を取って何が悪い」

「だからそれを王都のグランドマスターであるエディンさんに報告しますよと言っただけです」

「グランドマスターだと……小僧がグランドマスターに直訴が出来ると思っているのか？　わしも当主ではないにしろ子爵家の一員だ。それくらい簡単に握りつぶせるぞ……。しかも坊主……お前は一人だろう？　街の外で何があるかわからんから用心しろよ？」

　にやつくダルタにカインはギルドカードをテーブルに置いた。

「それで……街の外で何です？」

　金色ゴールドに光るＡランクのギルドカードに、ダルタは目を見開く。

「なっ!?　まさかっ!?　Ａランクだとっ？　むぐぐ……」

　子供だと思った目の前にいるカインがＡランクだと知り、さすがのダルタも口ごもる。貴族の一員とはいえ、高ランクの冒険者では抑えつけることは不可能だった。

　信じられないダルタはカインの置いたカードを手に取り、確認をする。

「間違いない……本物だ……」

　諦めた表情をしたダルタはそっとテーブルにギルドカードを置いた。カインはそのギルドカードを懐に仕舞う。

「──それで、この制度は続けるつもりですか？」

「……これは変えられん。グレーではあるが、ギルドの規律に違反しているものではないからな。依頼を受けている冒険者からは徴収しておらん。あくまで旅人や商人達からだけだ」

「そうですか、ならば──」

　その時、扉が急に開かれた。

「兄貴いるか？」

　入ってきたのは貴族服を着こみ、ダルタと顔つきは似ていたが、もう少し細く歳若くした青年だった。

「バルタか……丁度いいところにきた。隣に座ってくれ」

　バルタはカインに視線を軽く送り、ダルタの隣に座る。

「兄貴、それでこの子供は……？」

　貴族服を着たバルタが目の前にいても動じないカインに、バルタは眉間に皺を寄せる。

「冒険者の入街料を取るのが不服だから、王都に報告するとよ」

　そのダルタの言葉を聞き、バルタはさらに表情を歪める。

「私と兄で決めた法に不服だと！　ガキの冒険者風情がっ！　領主が目の前にいるのにその態度。不敬罪だと言われても文句は言えんぞ！」

　その言葉にカインはため息をつく。

「申し訳ないですが……まだ名乗られてもおりませんよね？　私はカインです。カイ──」

「うるさいっ!!　私はバルタ・フォン・ディリック・サンデール子爵である。冒険者の小僧がわしに口をきく事態もおこがましい！　貴族当主が目の前に座っているのに、なぜお前は堂々と座っている！　それだけでも不敬罪にあたるぞ！」

　同席しているダルタもニヤニヤと笑っている。冒険者ギルドとして高ランクの冒険者を個人の理由で罰することは出来ないが、貴族の当主として不敬罪で処分することは出来る。

　バルタが腰に掛けている剣を抜こうとしたところで、カインが手で制す。

「抜かないでくださいね……抜いたら……」

　カインはそっと子爵に陞爵された時に国王から渡された短剣をテーブルにそっと置く。

「わかっていますよね？　貴族当主同士のいざこざは……国王の前で決闘ですよ？」

「?!　……そ、そんな……お前は……」

　カインの言葉と置かれた短剣にバルタは固まった。

「先ほどは途中で止められましたが、改めて。カイン・フォン・シルフォード・ドリントル子爵です」

「シ、シルフォード……もしかして……辺境伯の……？」

　次第に弱々しくなっていく声でバルタはカインに質問をする。カインはその答えに頷き口を開く。

「ガルム・フォン・シルフォード・グラシア辺境伯が子、カインです」

　恐れていた事が正解とわかると、バルタもダルタも一瞬にして縮こまる。

　バルタも当主として子爵の一員であるが下級貴族に分類される。シルフォード家は辺境伯という上級貴族にあたり、カインも下級貴族の同じ子爵とはいえ、王国内での力関係は全く違う。しかもシルフォード辺境伯家は王国内でも屈指の武闘派とされ、単独で軍を動かし、バイサス帝国や魔物の森の対応など戦闘力でいえば比べるまでもない。ラメスタの砦を守っている兵士たちは国内最強と言われるまでだ。

　二人は瞬時に理解をし、顔を青ざめさせながらテーブルに手をつき頭を下げ始めた。

「シルフォード子爵……この度は申し訳なかった。どうか……どうか……」

　カインはその場で腕を組む。少しの間、目を瞑り考えたあとに口を開く。

「わかりました。謝罪を受けましょう。しかし、冒険者への入街料は撤廃してください。これは違法になります」

「──わかりました。兄貴、それは当主として指示を出しておく。シルフォード子爵、それでよろしいか」

「ええ、それで構いません」

「シルフォード子爵は、今日はこの街に泊まるのでしょうか。そうでしたら是非とも屋敷で歓迎をしたいのですが」

　先ほどまでと打って変わってバルタは下手に出る。その変わりようにカインも苦笑いする。

「残念ですが、昼食でこの街に寄らせていただいただけなので……申し訳ありませんが」

「そ、そうですか……」

　カインの歓迎が出来ないことに気を落とすが、仕方ないとばかりに顔を上げる。

「私もまだ急ぐ旅なので、そろそろ……」

「わかりました。私もすぐに門兵に指示を出しましょう。それで……その……」

　サンデールの汚点を王都に報告されたら、確実に王国と冒険者ギルドから罰則を受けることになる。

　察したカインは笑顔で頷いた。

「同じことをしないでくださいね。今回は黙っておきます」

　カインの言葉にホッと胸を撫でおろした二人は、そっと手を差し出す。カインも察して握手をした。

「シルフォード子爵、恩に着ます」

　その後、少しだけ雑談をした三人は、同じくして個室を出た。

　三人が個室に入った時は、ギルド員はどうなるかとハラハラしている状態だった。カインの応対をした受付嬢は、領主が個室に入った時には下手をすれば、不敬罪で切り伏せられるのではと心配したほどだった。

　それが部屋から出てきた時は三人とも笑顔である。逆に領主とギルドマスターのほうが恐縮しているようにも見える。

　目にした誰もが何があったのかと思う程、不思議な光景だった。

「ささっ、門まで私の馬車で送りましょう」

　領主がまだ子供の冒険者に気を使っている。ギルド員は一同絶句していた。

　カインとバルタの二人がギルドを後にした後、受付嬢はギルドマスターのダルタに質問をする。

「ギルドマスター、あの子供って一体……？」

　その瞬間に、ダルタの顔は引き締まった。

「おい、失礼はなかったか？　辺境伯のご子息で、本人も子爵当主だ。失礼があったら……」

　ダルタは片手で首を切るポーズをする。その瞬間受付嬢は顔を真っ青にする。

「えっ!?　貴族当主!?　あの子が子爵!?　そんなぁ……」

　腰が抜けたように受付嬢は尻餅をつきながら、カインが出ていった扉を見つめていた。




「ここでよろしいか」

「はい、十分です。ありがとうございます」

　港町に向かう門の前では異様な光景が繰り広げられていた。冒険者の子供に自分が住んでいる街の領主が気を遣っているのだ。門兵たちもその光景に緊張が走る。

「では、気を付けて向かってください。またこの街に寄る時があれば、是非とも歓迎させてください」

「わかりました。その時は寄らせていただきます」

　二人は再度握手をし、カインは門を後にした。

　カインはまた街道を歩き始めた。それを見送る領主という異様な状況はカインが見えなくなるまで続いたのだった。




　人ひと気けがなくなったところでカインは一気に空へと舞い上がり、また南へと飛んでいく。

「ここから馬車で一日と言っていたから、すぐにつくかな……」

　飛んでいると一時間もせずに海とその海岸に建つ街が見えてきた。風に乗って潮の香りがカインの鼻をくすぐる。

　人目を避け、街道から少し離れた場所に降り立ったカインは、徒歩で街道に合流し街の門へと向かう。

「やっと着いたな……新鮮な魚介類があるといいんだけど……」

　門で冒険者ギルド証を提示して街へと入る。最近は子供が見せる金色ゴールドに輝く上級者のギルド証に驚く姿にも気にすることもなくなっていた。

　街の中は海岸沿いに建っているので潮風が匂ってくる。

「海なんて初めてだな……この世界では……どんな魚がいるんだろう」

　カインは気分を高揚させ街を散策する。街は店舗の入り口が大きく空いており、そこには色々な魚が並んでいた。魚の形は前世の頃と似たようなものが多かったが、中には見たこともない形の魚も並んでいる。

「よう！　にいちゃん！　何か買っていかないかい？」

　店員の声を聞きながらも店のハシゴをしていった。途中、いい匂いに釣られたカインは屋台を覗く。

　そこには、エビが串焼きにして売られていた。

「おう、にいちゃん。食うか？　銅貨二枚だよっ」

「一本貰えるかな」

　カインは銅貨を払い、代わりに串焼きを受け取り口へと運ぶ。

　口の中に、タレにつけて焼かれたエビの旨味が広がっていく。

「やっぱりエビ旨いな……久々の味だよ……」

　満足そうな顔をするカインに、屋台でエビを焼いている親父は笑顔を浮かべる。

「どうだ？　旨いだろ？　この〝ビーエ〟はミシンガの特産だからな！　駄目になるのが早いから他の街では食えないしな」

「──ビーエね……」

〝エビ〟と〝ビーエ〟の微妙な違いにカインは苦笑しながら齧り付く。

「なんでも……初代国王様が気に入っていたらしく、国王様がわざわざ名前をつけたと言い伝えられているんだ。それまでは食べる習慣はなかったと言われているよ」

　プッ……グホッ

　親父の言葉に思わずカインは吹き出した。

（なんでビーエにしちゃうんだよ、ユウヤさん……。普通にエビでいいじゃねぇか！）

　そんな事を考えながら、お代わりをする。

「おっちゃん、これで買えるだけ包んで欲しい！」

　カインは銀貨一枚を親父に渡す。さすがに屋台の親父も銀貨を渡されたことに驚いた。その銀貨を懐に入れると満面の笑みを浮かべ「ちょっと待ってろ！」と言いながら裏のケースからさらにエビを取り出し焼き始めた。

　五十にも及ぶ数のエビを次々と焼いていきカインに渡していく。

　カインは渡されたエビを次々とアイテムボックスの中に仕舞っていった。

　焼き終えた親父は満足そうにするが、何も持っていないカインに首を傾げる。

「にいちゃん、渡したビーエはどうした？」

　カインはエビを食べながら、腰に着けているポーチを軽く叩く。本当はアイテムボックスに入っているが、魔法鞄マジックポーチと思わせたのだ。

「魔法鞄マジックポーチ持ちの冒険者か、にいちゃんは優秀なんだな」

　カインは笑みを浮かべ頷くと、この街に来た目的について聞く。

「そういえば、このビーエ、どこで買えるの？　できれば持って帰りたいと思ってさ」

「それなら海の側に商会があるから、そこで買えるぞ。そんなに気に入ったのかビーエが！」

「ありがとー！　行ってみるよ。ご馳走さま」

　カインは屋台の親父に手を振り、屋台を後にし海岸へと歩き始めた。

　石畳の街並みを眺めながら歩いていると、海岸近くまでいつのまにか着いた。カインは目的の商会を探すつもりであったが、海岸沿いはそれどころではなかった。

　買い物客は叫び声を上げながら内陸へと走っている。筋肉隆々の男たちは槍を手に持ち、海岸へと走っていく。冒険者の格好をしている者たちもカインを追い抜いていく。そんな喧騒の中、カインは　不思議に思いながら男たちについて行った。

「何があったんだろ……」

　海岸側の街壁へと次々と登っていく漁師や冒険者の後を追い、街壁へと登ったカインは目を見開く。

　そこにいたのは──巨大なタコの魔物だった。胴体だけでも十メートルはゆうに超え、さらに長い足が小舟に巻きついて持ち上げている状態であった。

「ゴーダが出たぞ!!　魔法を使えるものはどんどん放て!!　陸へと上がらせるな!!」

（タコがゴーダかよ……冗談きついよ。本当に……）

　カインは苦笑しながらも周りの様子を伺った。

　冒険者たちも魔法を放つが、初級魔法が多く、どう見ても効いているとは思えなかった。

　カインはため息をつきながら、街壁から海岸側へと飛び降りる。

「エビが買えないからさっさとやるか……」

　一人悠々と巨大なタコの魔物〝ゴーダ〟に向かって歩いていく。

「子供が壁から落ちたぞ！」

「早く逃げるんだ！」

　そんな声がカインの後ろからあがるが、特に気にせず剣を抜き近くに寄っていく。ゴーダもカインの事を見つけると獲物が来たとばかりに長い足を伸ばしていく。

　するとカインの近くに伸ばしていた足が一瞬で消えた。

「この足食べられるのかな……あとで聞いてみればわかるか」

　カインは剣で切り取り、そのままアイテムボックスへと収納していく。

　一度距離を取り、ゴーダの動きを見ていると、一人の冒険者が剣を持ちカインに寄ってくる。

「坊主、なかなかやるな。俺も負けちゃいねぇぜっ！」

　その男は四十代になろうかという歳ながら、カインの身長を超える両手剣を持ちゴーダに斬りかかる。

　カインもその男と合わせるように斬りかかっていく。




　──十分後にはゴーダは絶命し、浅瀬に身を転がしていた。

　カインと共に戦った男は大声で街壁の上にいる兵士たちに声を掛ける。

「お前ら！　獲物を引き上げろ！　今日は宴会だっ！」

「「「「「おぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！！！！！！！！」」」」」

　その後の行動は早かった、漁師たちが次々と道具を持ち出し、部位ごとに切り分けていく。

　流石漁師であろうか、切り分けられたゴーダの身は次々と内陸へと運ばれていく。カインはその様子を見ていた。

「坊主、そんなに珍しいか？　ゴーダの身は美味いぞっ！　煮ても焼いても美味いが、新鮮な刺身が最高なんだ。ほら！　いくぞ！」

　男に肩を組まれ、カインは街の中へと歩いていく。そして海岸沿いの広場だった場所には、いつの間にかテーブルがいくつも置かれ、薄く切り分けられたゴーダの身が乗せられた皿が配られていく。

　いつもの光景なのだろうか、街の人々や漁師も次々と集まってきて、いつの間にか宴会が始まっていた。

（なんだこの街は……）

　まだ日は高く、夕方には早い時間である。誰も気にすることなく、酒を酌み交わしている。そして、情報を聞きつけたのか、街中にあった屋台まで移動してきて、営業を始めていた。

　呆気に取られているカインの背中が叩かれる。振り向くと、共闘した男が笑っていた。

「おい、坊主、この街は初めてか？　大物が取れた時にはこうやって街の皆で祝うのが習わしでな。お前も飲め！　ってまだ成人してないか……。まぁいい！　食ってみろ！　ゴーダの刺身は美味いぞ！」

　男とカインは一つのテーブルを囲み、置かれたゴーダの刺身をタレにつけて口へと運ぶ。

　触感はタコと同じようにコリコリとしているが、旨味が違う。口全体に旨味が広がっていくと思わずカインの頬が緩んだ。タレも醤油程ではないが、とても合う。

「どうだ？　坊主。美味いだろう？」

「──うん。美味しいですっ！」

　創造製作クリエイティブメイクで食材は創り出せないが、世界辞典ワールドディクショナリィで作り方はわかる。食べながら醤油を作り出そうと心に決めた。

　その後、数時間に渡り、宴会は続いたが、カインは今日の宿を見つけなければいけない。最悪、転移魔法で戻っても問題はなかったが、どうせならこの街に泊まりたいと思っていた。

「坊主、この街に来たばかりの冒険者か？　今日の宿は決まっているのか？」

「それが……今日来たばかりでこの騒ぎなのでまだ決めていません。どこかいいとこありますかね？」

　カインの答えに男はにやりと笑う。

「よし、今日は俺の家に泊まれ！　風呂もあるぞ！」

「……いいのですか？　ご迷惑でなければお世話になります」

　カインは男に軽く頭を下げる。カインの態度に満足した男は、そのままカインの肩を押さえて、宴会場を抜けていく。

　飲んで陽気な男とカインの二人、街の中を歩いていくと、一つの屋敷の前で止まった。

（……この屋敷どうみても……）

　目の前にあるのは、どうみても貴族の屋敷──、いや、領主の屋敷と言った方が正解かもしれない。

「──も、もしかして……？」

「おう！　一応領主だ！　帰ったぞぉ」

（しかも領主かよ……どこから見ても柄の悪い冒険者だろ……）

　カインは後ろについて屋敷へ入ると、メイドに応接室に案内される。

　領主は着替えると言って一度別れることになった。一人で応接室に案内され座って待っていると、すぐに領主は戻ってきた。カインはすぐに席から立ち上がる。

「悪いな、待たせた。まぁ立たなくて構わない。座ってくれ」

「──はい……」

　カインは領主の対面に座りなおす。

「サンズ・フォン・レガント・ミシンガだ。一応伯爵でこの街の領主をしている」

「改めて、カインです。今日はありがとうございます」

　カインは頭を下げると、少しサンズは考え始めた後、にやりと笑った。

「そうか……カインか。そうか……フフッ。今、風呂の準備をさせているからな。もうちょっと待ってろよ」

　領主としての立場を明かしてからも、カインに対して変わらない態度に、少しだけ違和感を持ったカインは問いかける。

「冒険者をこうして屋敷に泊まらせて問題ないのですか……？」

「うーん、今までにそんな事はなかったからなぁ。まぁ言ってみれば……俺が気に入ったからかな？」

　サンズはそのままガハハッと笑い始める。

　その後、メイドより風呂の準備が終わったことが告げられ、カインは先に風呂に入ることになった。




「気持ちいいなぁ……」

　浴室は伯爵邸だけあり、立派な造りとなっている。十人が同時に入っても余裕があるほど広い。カインは一人で足を伸ばし湯船に浸かる。

　ガラガラガラ……

　急に扉が開き、人が入ってきた。カインが振り向くとそこには──。

「よっ、カイン。一緒に入ろうぜ」

　サンズは気にした様子もなく入ってくる。先の戦いでも見た通り、身体は鍛えられており、とても四十近くとは思えないような肉体をしていた。

「ちょっと……いいんですか？　伯爵自ら冒険者と風呂に入るなんて……」

　サンズはお湯で身体を清め、カインの隣へと入ってくる。

「そんな事気にすることじゃないだろう。なぁ────シルフォード卿？」

「えっ……」

　咄嗟に言われた名前に驚きの表情をする。カインは身分を隠していたつもりであったが、サンズはわかっていたようだった。

「アハハハッ。驚いたか？　実はな、カインの事は見た事あるんだよ。うちにも娘がいてな、お前と同じ学園に通っている。さすがにＳクラスには入れなかったが、Ａクラスにいるんだよ。だから入学式で主席の挨拶したろ？　それを覚えていたのさ。それにまだ成人もしていないのに、叙爵までされる奴はほとんどいないだろ？　しかもその歳で領主になる奴なんて皆無だ。貴族の中でもいい話のネタになるだろう」

　豪快に笑いながら説明をするサンズにカインは苦笑しかできない。まさか入学式にまで列席していたなんて想像もしていなかった。

「あとな──お前の親、ガルムとは学園での同級だ」

「えっ、えぇぇぇぇぇぇぇぇ！！！！！！！！」

「なんだ。そっちのほうが驚くのか。お前も変わった奴だな」




　その後、風呂から上がったカインの表情は疲れ果てていた。

　ベッドに入ると、いつの間にか意識は闇へと落ちていく。次に気づいた時にはすでに朝であった。

　カインは身支度を整え、迎えにきたメイドに連れられて食堂へと向かう。指定された席に座ると、すぐにサンズとその妻であろう女性が現れた。

「カイン、おはよう！　今日は貴族らしい恰好をしているじゃないか？」

「サンズ伯爵……おはようございます。さすがにもうバレていますからね……」

　一度、立ち上がり挨拶をするカインに、サンズは笑みを浮かべる。

「どうだ？　いい男だろう？　昨日、風呂で『娘を貰わないか？』と聞いたら断られたよ。王都で色々あるみたいだしな……それに──まぁいい。食事にしよう」

　サンズはそこで言葉を止めた。他にも考えることがあったのだろう。

　しかし、それを隣で聞いている妻は呆れていた。

「あなた、会った初日にそんな事言ったの？　まったく……シルフォード卿、ごめんなさいね。私は妻のオルテアよ」

「いえ……僕のほうもすみません……。流石に僕の一存で決められることでもありませんから……。あ、カイン・フォン・シルフォード・ドリントル子爵です。初めまして」

　サンズの妻に向かって優雅に貴族流の挨拶を行う。洗練されたその動きに二人は息を漏らす。

「ご丁寧にありがとうございます。サンズには後で言い聞かせておきますから」

「……はい、よろしくお願いします」

「とりあえず食事をしながら話そうぜっ！　おいっ」

　サンズが従者に声を掛けると、次々とメイドによって食事が運ばれてくる。

　朝食も魚介がたっぷりと使われており、スープも魚介から出汁をとっており、元日本人のカインからしてみれば堪らない味だった。

　当たり障りのない話題を話しながら朝食を済ませ、一度部屋に戻った後、冒険者の恰好をしてから部屋を出る。

　ホールにはすでに見送るために、サンズとその妻、従者一同が並んでいた。

　カインは恐縮したように頭を下げる。

「それではお世話になりました。学園で娘さんと会ったら話してみます」

「頼むな。あとこれは俺からだ」

　従者に視線を送ると、奥から箱を取り出してきた。そのまま従者は蓋を開ける。

　そこには──、色とりどりの魚介類たちが並べられていた。

　サンズはカインの耳元で囁く。

「アイテムボックス持っているんだろ？　これくらいなら入るはずだ。あと、ゴーダの足を持っていったのは黙っているから平気だぞ。あの戦闘で気づく者もおるまい」

　にやりと笑うサンズに、カインは苦笑する。

　カインは魚介類が入った箱を何事もないようにアイテムボックスへと仕舞う。

「ありがとうございます。帰ってから食べさせてもらいます」

　カインは一礼してから、屋敷を出た。そして街中をのんびりと歩き、一度、海を見に行く。

　街壁の上まで登ったカインは、腰掛けると水平線まで広がった青い海を眺めて感慨にひたる。

（なんか海を見ていると落ち着くな……。また、絶対にこよう）

　三十分程度だろうか、海を眺めていたカインは、周りに人がいないことを確認した後、その場で転移をする。

　一瞬で王都の屋敷へと戻ってきたカインは、そのまま厨房へと入っていく。いきなり主が厨房に入ってくれば、料理人たちもさすがに驚きの表情をする。カインは気にすることもなく、厨房の台にミシンガでもらった魚介類が入った箱を置き、蓋を開け料理長に見せた。

「おぉ……これは……。ミシンガの特産である魚介類ではないですか！　これを使わせてくれるのですか!?」

　料理長もミシンガの事はよく知っていて、修行で各地を回っていた時に、魚介類の処理を習うために滞在していたこともあった。

「これは……今日の食事は楽しみにしていてくださいね！　腕によりをかけて料理させてもらいます！」

「頼んだよ……。残るようだったら言って。アイテムボックスに仕舞っておくから」




　その日の夕食は魚介類がふんだんに使われた食事が出された。カインの食事以外にも従者たちにも振舞われたことで、皆、笑顔になっていた。




　そして後日。

　学園に登校したカインは、休み時間に隣のＡクラスへと顔を出した。特定教科では顔を合わす機会が多い者を除いては、いくら貴族、平民といった身分にとらわれない学園とはいえ、同学年での主席であり、貴族当主であるカインに声を掛けられる者は少ない。カインはサンズの娘、ソルエ・フォン・レガントへと声を掛けた。

　軽く挨拶をして、家でお世話になった礼を伝え、教室を後にしたが、ソルエは顔を真っ赤にして、固まった様にぎこちなく、ただ頷いているだけだった。

　カインが教室を退出したあとは、ソルエの周りに人だかりが出来ていた。

　もちろんそんな情報はすぐにテレスティアとシルクの耳へと入ってくる。

「カイン様……ちょっとお話を聞かせてください」
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「カインくん、わかっているよね？　そこに正座……」

「えっ!?　なぜっ!?」

　その後、Ｓクラスの教室の片隅で、正座をさせられたカインに詰め寄る二人に声を掛ける者は誰もいなかった。





《了》














あとがき








　こんにちは。三巻も引き続き手にとっていただきありがとうございます。著者の夜州です。

　昨年の六月に本作品でデビューをし、もうすぐ一年になります。

　一巻、二巻と多くの人に手に取っていただいたお陰で、こうして三巻まで発売することができました。これも購入していただいた皆様のお陰だと思っております。誠にありがとうございます。

　今年は三月二五日からマッグガーデン様のマグコミにて、コミカライズの公開など、様々な経験をさせていただきました。藻先生がキャラデザインをし、nini先生に漫画を手がけていただいており、可愛らしいカインの世界を、漫画でも楽しんでいただけたらと思います。すでに発売日には二話目まで公開されておりますので、まだ見ていない方は是非、マグコミを覗いてみてください。

　さて、三巻の内容について少し触れていきたいと思います。

　三巻は今までで一番文字数が多くなっております。最初の打合せで決めた範囲で、すでに一巻相当の量がありましたが、せっかく手に取っていただける皆さんに満足してもらうために、「どうしても書き下ろしが書きたい！」とお願いし、この厚さになりました。

　そして、もしかしたら不思議に思っている方もおられるかもしれませんが、今回の表紙には毎巻登場しているテレスティアとシルクが描かれておりません。

　これは、三巻のキャラデザインをしたときに、あまりにもエナクが可愛すぎて表紙に出したいという、著者のわがままです（笑）。

　挿絵についても、新しく登場するキャラクターが沢山おり、それぞれがとても良く描かれているかと思います。──ちょっとしたお色気も……。

　あ、内容についてですね。表紙、挿絵ともに前面推しすぎて忘れるところでした。

　今巻は初めてカインの『怒』が出てきます。いつもは無茶苦茶なステータスで問題なくこなしてしまいますが、自分がいないところでは……。そんなところを楽しんでいただければと思います。

　色々な失敗や自重のない行動をしながら、これからもカインは成長していきます。そして巻末でも書かれておりますが、次巻は『聖女編』になるかと思います。

　聖女様の挿絵見たいですよねっ!?　私もとっても見たいです。そのためには是非、多くの方に手に取って頂けると幸いです。

　そして当作品の発売元でありますサーガフォレストでは、毎月厳選された新刊が発売されております。４月には『ブレイブ文庫』という新しいレーベルも発足しており、他作も是非手にとっていただけるとありがたいです。

　最後になりますが、著作を手にとっていただいた皆様に改めて感謝をしたいと思います。本当にありがとうございました！　また次巻で会えることを楽しみにしております。





夜州
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